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　 中心に置き、自然と生活を結ぶ道路の役割を強調した。毎月ビルの色を変え季節感を出すことるこした。
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鑑
顫
の
挨
拶

建
設
省
道
路
局
長

大
石

久
和

平
成
十
二
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
に
は
平
素
よ
り
、
道
路
行
政
の
推
進
に
当
た
り
格
別
の
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

道
路
は
豊
か
な
生
活
の
実
現
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
社
会
基
盤
で
あ
り
、
国
民
生
活
や
社
会
活
動
を
支
え

る
根
幹
的
な
社
会
資
本
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
整
備
は
今
な
お

質
･
量
と
も
に
不
十
分
な
状
況
で
あ
り
、
国
民
の
皆
様
の
大
き
な
期
待

に
応
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
現
在
我
が
国
の
経
済
は
、
民
間
需
要
の
回
復
力
が
弱
く
、
厳
し

い
状
況
を
な
お
脱
し
て
い
な
い
も
の
の
緩
や
か
な
改
善
が
続
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
景
気
を
本
格
的
な
回
復
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
た
め
に

も
道
路
整
備
の
果
た
す
役
割
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
情
報
技
術
の
飛
躍
的
な
進
展
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
、
環

境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
我
が
国
は
経
済
･
社
会
面
に
お
い
て
か
つ
て
な

い
大
き
な
潮
流
の
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
道
路
政
策
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
道
路
の
持
つ
多
様
な
機
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



こ
の
た
め
、
建
設
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
で
活
力
に
満
ち
た
社

会
･
経
済
･
生
活
の
実
現
に
向
け
、
道
路
政
策
の
積
極
的
な
展
開
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

世
紀
の
節
目
と
な
る
平
成
十
二
年
度
は
、
｢経
済
新
生
特
別
枠
｣
や

｢生
活
関
連
等
公
共
事
業
重
点
化
枠
｣
等
の
活
用
に
よ
り
、
｢次
世
紀
の

暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
の
創
造
｣、
｢地
球
環
境
の
保
全
と
都
市
環
境
の

再
生
｣、
｢地
域
連
携
に
よ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
｣、
｢安
心
し
て
住

め
る
国
土
の
実
現
｣
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
新
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
道
路
政
策
を
展
開
し
ま
す
。

ま
ず
、
｢次
世
紀
の
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
の
創
造
｣
と
し
て
は
、
I

T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

･
研
究
開
発
、

E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)
の
整
備
、
情
報

ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
な
ど
に
よ
り
、
高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
に
向
け

た
道
路
の
情
報
化
に
資
す
る
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
空
間

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
電
線
類
の
地
中
化
、
事
故
多
発
地
点
の
解
消
な

ど
少
子
･
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
生
活
空
間
の
形
成
に
資
す
る
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

次
に
、
｢地
球
環
境
の
保
全
と
都
市
環
境
の
再
生
｣
と
し
て
は
、
沿

道
環
境
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
転
車
利
用
の
た

め
の
環
境
整
備
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
交
通
結
節
点
の
改
善
、

踏
切
道
の
改
良
、
都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
対
策
事
業
の
推
進
な
ど
都

市
圏
の
交
通
円
滑
化
の
た
め
の
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
｢地
域
連
携
に
よ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
｣
と
し
て
は
、

地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
制
度
、
地
域
連
携
総
合
支
援
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
の
創
設
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
資
す

る
駐
車
場
等
の
整
備
な
ど
個
性
豊
か
な
地
域
･
ま
ち
の
形
成
に
資
す
る

施
策
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路

の
整
備
や
国
際
物
流
拠
点
及
び
広
域
物
流
拠
点
に
関
連
す
る
幹
線
道
路

網
の
整
備
な
ど
地
域
連
携
と
物
流
効
率
化
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
｢安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現
｣
と
し
て
は
、
｢道
の
相

談
室
｣
の
全
国
展
開
、
道
路
行
政
へ
の
C
S

(顧
客
満
足
度
)
調
査
の

本
格
導
入
な
ど
道
路
の
管
理
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
等
の
安
全
対
策
、
防
災
対
策
事
業
、
震
災
対
策
事
業
、
雪
寒

道
路
事
業
な
ど
に
よ
り
安
全
性
･
信
頼
性
の
高
い
道
路
空
間
の
確
保
に

資
す
る
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
展
開
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
コ
ス
ト
縮
減
の
取
り

組
み
や
評
価
シ
ス
テ
ム
の
充
実
な
ど
道
路
政
策
の
進
め
方
の
改
革
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
有
料
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
大
都
市
圏
の
環
状

道
路
の
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
。

以
上
、
今
後
と
も
社
会
･
経
済
･
生
活
活
動
が
一
層
効
果
的
、
効
率

的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
計
画
的
･
重
点
的
に
道
路
政
策
を
推
進
す
る

所
存
で
す
の
で
、
本
年
も
皆
様
の
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
一
層
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
I
T
S
推
進
室

は
じ
め
に

近
年
、
I
T
S
の
各
シ
ス
テ
ム

(高
度
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム
)
の
実
用
化
が
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、

渋
滞
や
交
通
規
制
な
ど
道
路
交
通
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
ル
ー
ト
選

択
が
可
能
と
な
り
、
交
通
の
円
滑
化
に
寄
与
す
る
V

I
C
S

(道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム
)
は
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
を
一
五
都
道
府
県
に
拡
大
し
て
、
平
成
三

年
三

月
現
在
で
累
計
出
荷
台
数
約
一
四
六
万
台
を

数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

ま
た
、
料
金
所
渋
滞
の
解
消
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
利
便
性
の
向
上
、
コ
ス
ト
の
縮

減
等
を
図
る
た
め
、
有
料
道
路
の
料
金
所
で
一
旦
停

止
す
る
こ
と
な
く
無
線
通
信
を
用
い
て
自
動
的
に
料

金
の
支
払
い
を
行
う
、
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自

動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)
は
、
今
年
三
月
に
は
千
葉

県
を
中
心
と
し
た
首
都
圏
で
本
格
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
。

さ
ら
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
危
険
警
告
等
の
情
報

提
供
や
運
転
補
助
を
行
い
、
交
通
事
故
の
大
幅
減
少
、

高
齢
者
な
ど
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
等
を
目
指
す
、
A

H
S

(走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
)
は
、
今
年
一
〇
月
に

建
設
省
と
運
輸
省
で
共
同
実
証
実
験

｢ス
マ
ー
ト
ク

ル
ー
ズ
劉
｣
を
行
い
、
様
々
な
道
路
環
境
下
に
お
け

る
事
故
回
避
性
能
や
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
親
和
性
等
に

つ
い
て
評
価
･
検
証
を
行
い
実
用
化
を
推
進
す
る
。

こ
う
し
た
実
用
化
及
び
実
用
化
に
向
け
た
研
究
開

発
が
進
む
中
、
I
T
S
の
円
滑
か
つ
効
率
的
な
推
進

を
図
る
に
は
、
I
T
S
の
全
体
的
な
指
標
が
必
要
で

あ
る
。
も
し
、
こ
う
し
た
指
標
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま

I
T
S
の
研
究
･
開
発
、
実
用
化
が
行
わ
れ
て
い
く

と
、
新
た
な
機
器
･
イ
ン
フ
ラ
等
が
導
入
さ
れ
る
た

び
に
、
ス
イ
ッ
チ
や
画
面
な
ど
が
あ
ふ
れ
、
操
作
性

が
煩
雑
に
な
り
使
い
勝
手
が
悪
く
な
っ
て
い
く
。
こ

う
し
た
弊
害
を
解
消
す
る
も
の
と
し
て
、
I
T
S
の

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
方
で
I
T
S
技
術
の
統
合
化
は
、
我
が

国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
規
模
で
取
組
ま
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
的
な
整
合
性
を
踏
ま
え

た
シ
ス
テ
ム
の
相
互
運
用
性
、
相
互
接
続
性
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
各
国
の
研
究
･
開
発
、
推
進
状
況

な
ど
の
情
報
交
換
を
定
期
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
、
毎
年
一
回
、
I
T
S
世
界
会
議
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

道行セ 200Q l



今
回
、
I
T
S
の
最
新
の
動
向
と
し
て
、
先
に
挙

げ
た
I
T
S
の
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
策
定

と
、
昨
年
三

月
に
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ

れ
た
第
六
回
I
T
S
世
界
会
議
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
く
。一

-
T
S
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

1

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
は

二
〇
世
紀
後
半
に
入
り
、
人
類
は
高
度
で
多
様
な

目
的
を
有
す
る
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
が
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

に
必
要
と
な
る
要
素
技
術
は
飛
躍
的
な
進
歩
を
遂
げ

て
お
り
、
人
類
は
こ
う
し
た
情
報
処
理
技
術
や
情
報

通
信
技
術
を
組
み
合
せ
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
度
で
多
様
な
目
的
を
有
す
る
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
全
体
像
に
つ
い
て
関
係
者
間
で
共
通
の

認
識
を
形
成
し
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
総
合
的
か
つ
、

効
率
的
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
は
、
シ
ス
テ
ム
を

構
成
す
る
要
素

(技
術
や
個
別
シ
ス
テ
ム
な
ど
)
と

そ
の
関
係
を
表
現
し
た
シ
ス
テ
ム
全
体
の
構
造

(骨

格
)
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
が

全
体
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
設
計
開
発
す
る
た
め
に

は
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

今
回
策
定
し
た

｢高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I

T
S
)
に
係
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
｣
は
、

い
わ
ば

｢I
T
S
の
全
体
設
計
概
略
図
｣
で
あ
り
、

関
係
者
間
の
I
T
S
に
関
す
る
共
通
認
識
の
形
成
、

I
T
S
の
個
別
シ
ス
テ
ム
の
基
本
設
計
に
係
る
負
担

の
軽
減
、
標
準
化
及
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
等
多
様
な
企
業
の
参
入
の
促
進
な
ど
の
効
果
を

も
た
ら
し
、
我
が
国
に
お
け
る
多
様
な
I
T
S
の
本

格
的
な
実
現
を
一
層
加
速
さ
せ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

2

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
策
定
ま
で
の
経
緯

I
T
S
と
は
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
を
用
い

て
、
人
と
道
路
と
車
両
と
を
一
帯
の
シ
ス
テ
ム
と
し

て
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

で民
間
企
業

五省庁攣会議 ｣
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テ
ム
の
高
度
化
、
有
料
道
路
等
の
自
動
料
金
収
受
シ

ス
テ
ム
の
確
立
、
安
全
運
転
の
支
援
、
道
路
管
理
の

効
率
化
等
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
深
刻
化
す
る
渋
滞
、

交
通
事
故
や
環
境
の
悪
化
な
ど
現
代
の
道
路
交
通
問

題
を
解
決
す
る
戦
略
的
な
手
段
で
あ
る
。

こ
の
、
I
T
S
は
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
展
開
に
は
様
々
な
分
野
･
関
係

者
の
連
携
、
国
際
交
流
の
下
で
の
推
進
、
利
用
者
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
な
ど
の
必
要
性
が

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
関
係

五
省
庁

(建
設
省
、
警
察
庁
、
通
商
産
業
省
、
運
輸

省
、
郵
政
省
)
は
、
｢高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
に

向
け
た
基
本
方
針
｣
(平
成
八
年
二
月
高
度
情
報
通

信
社
会
推
進
本
部
決
定
)
等
を
受
け
、
平
成
八
年
七

月
に

｢高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
推
進

に
関
す
る
全
体
構
想
｣
を
策
定
し
、
産
学
と
の
連
携

の
も
と
全
体
構
造
に
基
づ
き
我
が
国
の
I
T
S
を
推

進
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
我
が
国
に
お
け
る
I

T
S
の
個
別
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
や
研
究
開
発
は
、

近
年
、
一
層
活
発
化
し
て
い
る
。
今
後
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
広
が
り
の
中
で
、
我
が
国
の
I
T
S
を
総
合
的

な
シ
ス
テ
ム
と
し
、
か
つ
そ
れ
を
効
率
的
に
具
現
化

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
将
来
の

社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
技
術
の
進
展
に
対
応
可
能
な

拡
張
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

6 道行セ 2000,
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開
発
･
展
開
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
等
を
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
示
す
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
一
歩

踏
み
込
ん
だ
全
体
設
計
図
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
関
係
五
省
庁
は
平
成
一
一
年
八
月
に

｢高

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
に
係
る
シ
ス
テ

ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
｣
(素
案
)
を
と
り
ま
と
め
た
。

そ
の
後
、
こ
の
素
案
を
公
開
し
産
学
よ
り
広
く
意
見

を
採
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
海
外
へ
向
け
た
積
極
的

な
情
報
発
信
を
行
い
、
昨
年

三

月
五
日
、
｢高
度

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
に
係
る
シ
ス
テ
ム

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
｣
を
完
成
さ
せ
た
。

3

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
目
的
と
そ
の
効

果関
係
五
省
庁
に
よ
り
完
成
し
た

｢高
度
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
に
係
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
｣
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
①
総
合
的
な
シ
ス

テ
ム
の
効
率
的
な
構
築
、
②
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性
の

確
保
、
③
国
内
･
国
際
的
な
標
準
化
の
促
進
の
三
点

に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。

○

総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
な
構
築

総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
っ
て
、
シ
ス
テ

ム
が
コ
ン
パ
ク
ト
化
さ
れ
、
移
動
す
る
際
に
シ
ス
テ

ム
を
携
帯
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
な
ど
利
用
場
面

の
多
様
化
が
図
ら
れ
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
者

が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
作
業
や
判
断
を
、

　
　図

シ
ス
テ
ム
が
行
う
こ
と
に
よ
り
利
用
者
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
。
ま
た
、
I
T
S
を
効
率
的
に
構
築
す
る

よ
う
、
シ
ス
テ
ム
内
の
情
報
や
機
能
を
共
有
化
す
る

こ
と
に
よ
り
二
重
投
資
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
共
通
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、
新
た
な

市
場
の
形
成
や
様
々
な
規
模
の
事
業
者
の
参
入
機
会

が
確
保
さ
れ
、
機
器
調
達
の
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
ー
化
に

伴
う
コ
ス
ト
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性
の
確
保

シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
技
術
の
進
展
に
よ
る
情

報
や
機
能
の
変
更
･
追
加
を
容
易
に
す
る
。
ま
た
、

新
た
な
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
追
加
や
範
囲
の
拡
大
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
の
追
加
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
便
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

③

国
内
･
国
際
的
な
標
準
化
の
促
進

現
在
推
進
さ
れ
て
い
る
標
準
化
検
討
を
標
準
化
候

補
領
域
と
対
比
し
て
、
標
準
化
の
未
着
手
部
分
や
重

複
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
機
関

に
お
け
る
標
準
化
作
業
の
優
先
度
の
決
定
に
資
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
I
T
S
が
世

界
的
規
模
で
進
展
す
る
中
で
、
我
が
国
に
お
け
る
統

合
的
で
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
並
び
に
シ
ス

テ
ム
の
拡
張
性
の
確
保
が
一
層
実
効
的
な
も
の
と
な

る
o

道行セ 2000, 7
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4

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
具
体
的
な
活
用

場
面

こ
う
し
た
、
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
三
つ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
活
用
の
場
面
を
設
定
し
、

そ
の
場
面
ご
と
に
参
照
す
べ
き
成
果
と
そ
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
六
つ
の
段
階
に
分
け
た
。
以
下
六
つ
の

活
用
方
法
を
紹
介
し
て
い
く
。

Q

ー
T
S
が
実
現
す
る
世
界
に
係
る
共
通
認
識
の

形
成

I
T
S
を
実
現
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
産
官
学

の
様
々
な
関
係
者
が
I
T
S
の
実
現
に
向
け
て
個
別

の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
関
係
者
が

各
々
の
役
割
を
適
切
に
果
た
す
こ
と
が
必
要
不
可
欠

と
な
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
I
T
S

の
将
来
像
を
見
据
え
た
上
で
、
取
り
組
む
べ
き
方
向

性
を
明
確
に
で
き
る
よ
う
に
、
I
T
S
が
実
現
す
る

世
界
に
つ
い
て
関
係
者
間
で
共
通
の
認
識
を
形
成
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

I
T
S
に
係
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
は

I
T
S
の
概
念
、
実
現
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
及
び
I

T
S
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
の
姿
な
ど
に
係
る
要
点
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
I
T
S
が
実
現
す
る
世
界
に
係
る
共
通

の
認
識
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
開
発
･
展
開
に
係
る
計
画

の
策
定

I
T
S
の
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
明
確
に
把
握

し
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
開

発
･
展
開
を
行
う
段
階
へ
と
進
ん
だ
場
合
、
そ
の
計

画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
方
針
や
留
意
点
を
明

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
各
々
の
関
係
者
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
シ
ス
テ
ム
が
担
う
機
能
の
範
囲

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
等
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
方
式
、

基
準
類
、
各
種
制
度
、
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
の
仕
様
等

を
決
定
す
る
た
め
の
具
体
的
な
条
件
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

I
T
S
に
係
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ

り
、
各
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
シ
ス
テ
ム
が
担
う
機
能
の
範
囲
を
定
め
た

上
で
、
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
の
仕
様
等
を
決
定
す
る
た

め
、
具
体
的
な
条
件
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

砲

ー
T
S
施
策
実
現
の
た
め
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
組
み
合
わ
せ
･
活
用

多
様
な
要
因
に
よ
っ
て
発
生
す
る
渋
滞
や
環
境
悪

化
な
ど
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
、
交
通
需
要
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
環
境
対
策
な
ど
広
範
な
分
野
を
対
象

と
す
る
施
策
の
実
効
性
を
高
め
、
関
連
す
る
多
様
な

個
別
施
策
を
体
型
的
に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。こ

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
施
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
個
々
の
施
策
担
当
者
が
広
範
な
分
野
を
見

通
し
た
上
で
相
互
の
連
携
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
個
別

施
策
を
適
切
に
実
行
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。I

T
S
に
係
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ

り
示
さ
れ
て
い
る
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
や
サ

ブ
サ
ー
ビ
ス
詳
細
定
義
シ
ー
ト
、
個
別
物
理
モ
デ
ル

等
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
等
の
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
関
連
す
る
サ

ブ
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
、
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

④

個
別
シ
ス
テ
ム
の
設
計
･
開
発

個
別
シ
ス
テ
ム
の
設
計
･
開
発
を
行
う
場
合
、
他

の
シ
ス
テ
ム
と
共
有
す
べ
き
情
報
や
機
能
を
見
定

め
、
そ
れ
ら
を
汎
用
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

他
の
シ
ス
テ
ム
等
の
構
造
や
開
発
状
況
を
全
て
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
、
多
大
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る

こ
と
と
な
る
。

I
T
S
に
係
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
情
報
や
機
能
が
共
有
化
の
図
ら
れ
た

状
態
で
整
理
さ
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
準
じ
て
設
計
･
開
発
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
I
T
S
全
体
を
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム

と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

8 道々 テセ 2000,



ま
た
、
必
要
な
情
報
や
機
能
が
他
の
シ
ス
テ
ム
に

て
既
に
実
現
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
を
容
易
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
設
計
･

開
発
作
業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑯

標
準
化
活
動
の
促
進

I
T
S
を
実
現
す
る
た
め
の
四
つ
の
段
階
の
う

ち
、
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
開
発
･
展
開
に
係
る
計

画
の
策
定
、
及
び
④
個
別
シ
ス
テ
ム
の
設
計
･
開
発

に
お
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
内
で
共
有
化
す
べ
き
情
報

や
機
能
等
が
標
準
化
さ
れ
て
い
る
場
合
、
必
要
な
作

業
を
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
標
準
化
活
動
を
促
進
さ
せ
、

共
有
度
の
高
い
情
報
や
機
能
の
標
準
化
が
早
期
に
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

I
T
S
に
係
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ

り
、
シ
ス
テ
ム
構
築
上
示
さ
れ
た
重
要
と
な
る
標
準

化
領
域
に
つ
い
て
、
特
に
標
準
化
の
必
要
性
が
高
い

箇
所
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
I
T
S
に
係

る
標
準
化
の
基
本
方
向
を
明
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
。⑩

-
T
s
研
究
等
の
た
め
の
情
報
の
利
用

I
T
S
の
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
さ
れ
、
様
々
な
デ
ー

タ
の
計
画
的
な
収
集
･
蓄
積
が
実
現
さ
れ
た
場
合
に

は
、
大
学
や
研
究
機
関
等
に
お
い
て
本
格
的
な
I
T

S
の
研
究
や
交
通
現
象
の
分
析
を
実
施
し
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
の
変
化
や
技
術
の
進
展
に
よ
り
情
報
及
び
機

能
の
変
更
等
の
示
唆
を
②
及
び
@
の
段
階
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

I
T
S
の
研
究
や
交
通
現
象
の
分
析
を
行
う
に
あ

た
っ
て
は
、
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
の
存
在
と
そ
の
入

手
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
現
状

で
は
関
係
者
に
お
い
て
管
理
さ
れ
る
既
存
の
デ
ー
タ

が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ

る
。I

T
S
に
係
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で

は
、
全
体
物
理
モ
デ
ル
や
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
相
互
接
続

図
等
に
お
い
て
I
T
S
に
お
け
る
情
報
の
流
れ
や
、

所
在
が
管
理
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
へ
の
適
切
な
ア
ク
セ
ス

を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
活
用
の
場
面
で
、
積
極
的
に

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
I
T
S
の
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
効

率
的
な
構
築
、
拡
張
性
の
確
保
及
び
国
内
･
国
際
的

な
整
合
性
の
確
保
が
達
成
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
準
じ

た
I
T
S
の
実
用
化
･
展
開
や
標
準
化
等
の
戦
略
的

な
推
進
は
、
欧
米
を
中
心
と
し
て
世
界
的
な
潮
流
と

な
っ
て
お
り
、
今
回
、
日
本
版
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
I
T

S
の
取
り
組
み
が
、
一
層
戦
略
的
に
推
進
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

今
後
、
建
設
省
と
し
て
も
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
に
基
づ
き
、
I
T
S
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
早

期
か
つ
効
率
的
な
実
現
に
向
け
て
、
他
の
関
係
省
庁

の
産
学
、
さ
ら
に
は
諸
外
国
と
の
緊
密
な
連
携
の
も

と
、
関
連
す
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

二

第
六
回
ー
T
S
世
界
会
議

1

過
去
最
多
の
参
加
者

I
T
S
世
界
会
議
は
、
世
界
の
I
T
S
の
現
状
に

つ
い
て
参
加
各
国
の
情
報
交
換
の
場
を
設
け
る
と
と

も
に
、
研
究
開
発
、
国
際
連
携
･
協
調
を
図
り
、
I

T
S
の
さ
ら
な
る
推
進
を
目
的
に
、
毎
年
一
回
開
催

さ
れ
て
い
る
。

三

月
八
日

(月
)
…
三

月
一
二
日

(金
)
の

五
日
間
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
、
第
六
回
I
T
S

世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
、
｢の
B
穹
言
門.
の
B
OO住
の門↓

の
鼡
曾
一
の8
月
こ

を
テ
ー
マ
に
世
界
五
人
ヶ
国
か
ら

政
府
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、
民
間
企
業
関
係
者
な

ど
過
去
最
多
の
四
、
六
六
一
名
の
参
加
者
の
も
と
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
岸
田
文
雄
建
設
政

務
次
官
を
は
じ
め
、
全
体
の
約
四
分
の
一
に
相
当
す

る
一
、
0
五
五
名
の
I
T
S
関
係
者
が
参
加
し
た
。

道タテセ 2000.



2

各
国
代
表
が
基
調
講
演
演
説
で
-
T
S
の
国
際

協
力
体
制
の
必
要
性
を
強
調

世
界
会
議
初
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
レ

ナ
リ
ー

(o
b
g
目
鱒
妃
宿
屋
門て
"
開
会
挨
拶
)
や
、

ウ
ェ
ル
カ
ム
リ
マ
ー
ク

(者
の方
O
B
①
男
の日
虞
封
…
歓

迎
挨
拶
)
で
は
カ
ナ
ダ
運
輸
大
臣
、
マ
レ
ー
シ
ア
公

共
事
業
大
臣
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
各
国
閣
僚
級
が
多
数
参
加
す
る
な
ど
、
世
界

各
国
の
I
T
S
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

写真 1

次
に
行
わ
れ
た
プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

命
布
口
費
で
の
①“
:
口
“
全
体
会
議
)
で
は
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
及
び
I
T
S
関
係
五
省
庁

(建
設
省
、

警
察
庁
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
、
郵
政
省
)
を
代

表
し
て
日
本
の
閣
僚
級
と
し
て
は
初
め
て
岸
田
建
設

政
務
次
官
が
、
カ
ナ
ダ
運
輸
大
臣
、
U
S
D
O
T
長

官
、
E
C
第
一
二
総
局
長
と
と
も
に
、
主
な
内
容
と

し
て
以
下
の
四
点
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

○

ー
T
S
推
進
に
向
け
た
国
際
基
準
の
重
要
性

世
界
各
国
が
I
T
S
を
効
率
的
･
効
果
的
に
整
備

し
て
い
く
た
め
に
、
道
路
交
通
問
題
等
に
対
す
る
各

国
の
経
験
や
技
術
を
お
互
い
に
分
か
ち
あ
い
、
国
際

協
調
の
連
携
を
進
め
英
知
を
結
集
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
I
T
S
を
整
備
し
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、
異
な
る
文
化
の
国
々
や
地
域
に
お
い
て
も

使
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
す
る
た
め
、
I
T
S
世
界

会
議
や
ア
ジ
ア
･
太
平
洋
地
域
I
T
S
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
国
際
的
な
協
調
･
連
携
強

化
に
努
め
て
い
く
。

⑭

我
が
国
の
ー
T
S
推
進
の
取
組
み

我
が
国
の
I
T
S
の
推
進
と
し
て
、
①
I
T
S
の

全
体
像
を
念
頭
に
お
い
た
推
進
、
②
様
々
な
関
係
者

の
参
加
に
よ
る
I
T
S
の
計
画
的
な
推
進
、
③
積
極

的
な
国
際
協
力
の
も
と
で
の
推
進
。
こ
れ
ら
を
三
本

柱
と
し
て
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
具
体
的
に
は
、

今
年
三
月
よ
り
首
都
圏
の
一
部
有
料
道
路
に
お
い
て

の
E
T
C
の
運
用
開
始
。
ま
た
、
今
年

一
〇
月
に
、

国
内
外
か
ら
の
参
加
を
得
て
、
茨
城
県
の
建
設
省
土

木
研
究
所
に
お
い
て
大
規
模
な
共
同
実
証
実
験

｢ス

マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21
｣
を
実
施
し
、
各
国
政
府
や
民

間
企
業
の
積
極
的
な
参
加
を
求
め
て
い
く
。

③

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

I
T
S
を
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と
ら
え
、

こ
れ
を
効
率
的
に
構
築
し
て
い
く
た
め
に
、
I
T
S

全
体
の
概
略
設
計
図
に
あ
た
る
、
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
を
完
成
さ
せ
た
。
今
後
は
こ
の
シ
ス
テ
ム

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
基
づ
き
多
様
な
I
T
S
サ
ー
ビ

ス
の
早
期
か
つ
効
率
的
な
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

　　　　　④

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
･
ー
T
S

新
た
な
I
T
S
仕
様
の
道
路
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
ウ

ェ
イ
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
、
I
T
S
を
総
合
的
に

実
現
す
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機
能
と
社
会
に
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の

機
能
を
併
せ
持
つ
も
の
で
、
今
後
は
二
一
世
紀
の
社

会
、
く
ら
し
、
経
済
を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
世
界
各
国
と
の
協
調
の
も
と
、
ス
マ
ー
ト
ウ

ェ
イ
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。



3

世
界
各
国
一
五
二
の
団
体
･
企
業
が
ブ
ー
ス
を

出
展

基
調
講
演
後
、
併
設
さ
れ
て
い
る
展
示
会
場
前
で

は
岸
田
政
務
次
官
を
は
じ
め
と
す
る
、
各
国
代
表
に

よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
展
示
会

に
は
一
五
二
の
団
体
･
企
業
が
出
展
し
、
う
ち
二
一

の
ブ
ー
ス
は
日
本
か
ら
の
自
動
車
･
部
品
、
カ
ー
ナ

ビ
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
の
出
展
で
あ
っ
た
。
特
に
、

日
本
の
情
報
通
信
メ
ー
カ
ー
の
積
極
的
な
I
T
S
技

術
展
示
が
目
立
っ
て
い
た
。

写真3

ま
た
、
展
示
会
の
オ
ー
プ
ン
に
引
き
続
き
建
設
省

の
ブ
ー
ス
で
は
、
岸
田
建
設
政
務
次
官
、
綿
貫
民
師

自
由
民
主
党
I
T
S
推
進
議
員
連
盟
会
長
、
豊
田
章

一
郎
V
E
R
T
I
S

(道
路
･
交
通
･
車
両
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
化
推
進
協
議
会
)
会
長
に
よ
り
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
華
や
か
な
開
幕
と
な
っ
た
。
こ

の
建
設
省
ブ
ー
ス
で
は
日
本
で
開
発
･
展
開
中
の
取

組
み
が
、
パ
ネ
ル
や
映
像
な
ど
で
紹
介
さ
れ
、
会
期

期
間
中
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
日
本
の
I
T
S
施

策
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
実
感
さ
せ
た
。

道行セ 2000.

4

多
彩
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
五
〇
〇
本
を

超
え
る
論
文
が
発
表

大
会
期
間
中
に
は
こ
の
他
に
、
各
分
野
の
専
門
家

を
募
り
討
議
を
行
う
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
･
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
I
T
S
の
論
文
発
表
を
行
う
テ
ク
ニ
カ
ル
･
セ

ッ
シ
ョ
ン
等
が
開
か
れ
た
。

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

･
セ
ッ
シ
ョ
ン

(□
N
①
0
に
君
<
の

の
窃
の5
口
)
は

一
四
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
、
主
な

テ
ー
マ
と
し
て
は
I
T
S
調
査
と
展
開
、
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
と
標
準
化
、
交
通
需
要
調
整
、
地
方
に
お
け

る
I
T
S
の
適
用
な
ど
が
あ
っ
た
。
パ
ネ
ル
･
セ
ッ

シ
ョ
ン

(せ
目
盛
の
①翔
5
b
)
で
は
走
行
支
援
シ
ス
テ

ム
、
I
T
S
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
、
環

境
へ
の
影
響
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
開
発
、
D
S
R

C

(狭
域
通
信
)
な
ど
重
要
課
題
に
つ
い
て
五
一
の



セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
り

報
告
･
討
議
が
行
わ
れ
た
。

世
界
中
か
ら
選
ば
れ
た
投
稿
論
文
が
報
告
･
討
議

さ
れ
る
テ
ク
ニ
カ
ル

･
セ
ッ
シ
ョ
ン

(弓
8
言
行
巴

の
霧
盟
0
己

で
は
、
約

三

一〇
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分

け
て
五
○
七
本
の
論
文
発
表
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
う

ち
日
本
か
ら
は
一
六
三
本
が
発
表
さ
れ
た
。
テ
ク
ニ

カ
ル
･
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
四
四
の
テ
ー
マ
の
う
ち
A
H

S
、
A
S
V

(先
進
安
全
自
動
車
)
、
衝
突
防
止
、

電
子
決
済
、
交
通
管
理
、
緊
急
サ
ー
ビ
ス
な
ど
個
別

シ
ス
テ
ム
の
要
素
技
術
に
関
す
る
具
体
的
な
発
表
が

目
立
っ
て
い
た
。
ま
た
、
標
準
化
や
シ
ス
テ
ム
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
、
費
用
対
効
果
、
展
開
と
評
価
、
教
育

と
訓
練
な
ど
、
実
用
化
が
進
む
I
T
S
に
と
っ
て
今

後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
数
多

く
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。

5

岸
田
建
設
政
務
次
官
が
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
と
意
見
交
換

岸
田
建
設
政
務
次
官
は
会
期
期
間
中
、
ダ
ウ
ニ

ー
…
ア
メ
リ
カ
交
通
省
交
通
次
官
、
ボ
ル
ピ
チ
ェ

リ
=
イ
タ
リ
ア
公
共
事
業
大
臣
代
行
、
サ
ミ
･
ベ

ル
…
マ
レ
ー
シ
ア
公
共
事
業
大
臣
と
そ
れ
ぞ
れ
、
I

T
S
の
今
後
の
発
展
の
た
め
、
協
力
体
制
や
国
際
標

準
化
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
ほ
か
、
二
〇
〇
〇

年
一
〇
月
に
建
設
省
が
推
進
し
て
き
た
A
H
S
と
、

　　
　
　
　

　

　
　　
　　
　

　

躍
凝
議
鰹
写

　
　
　　

　　

運
輸
省
が
推
進
し
て
き
た
A
S
V
に
つ
い
て
、
茨
城

県
つ
く
ば
市
に
お
い
て
共
同
実
証
実
験

｢ス
マ
ー
ト

ク
ル
ー
ズ
21
｣
を
行
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
参
加
を
要
請
し
た
。

最
終
日
に
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
は
、
I
T
S
世
界

会
議
議
長
、
V
E
R
T
I
S
副
会
長
な
ど
の
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ
れ
た
後
、
次
回
開
催
地
の
イ
タ
リ
ア
･
ト

リ
ノ
市
副
市
長
に
、
恒
例
と
な
っ
た
地
球
儀
が
手
渡

さ
れ
、
五
日
間
の
会
期
の
幕
を
閉
じ
た
。

今
回
開
催
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
･
ト
ロ
ン
ト
会
議
で

は
、
次
回
の
イ
タ
リ
ア
･
ト
リ
ノ
で
行
わ
れ
る
第
七

回
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

｢
切
門
O
B

く
扇
5
口

g

男
①巴
浮
て
(未
来
像
か
ら
現
実
へ
)｣
を
先
取
り
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
未
来
像
･
理
想
像

と
し
て
の
I
T
S
よ
り
も
、
現
実
的
な
も
の
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
展
示
会
場
で
も
、
既

に
製
品
化
･
商
品
化
さ
れ
た
も
の
の
展
示
や
、
具
体

的
で
技
術
的
な
発
表
が
目
立
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

流
れ
を
見
る
と
、
世
界
で
I
T
S
の
本
格
的
な
導
入

が
着
々
と
進
ん
で
き
て
お
り
、
今
後
、
国
際
的
な
標

準
化
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
建
設
省
と
し
て
も
、
他
の
関
係
省
庁
と
の
連
携

を
図
り
、
｢高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)

に
係
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
｣
を
は
じ
め
と

す
る
、
日
本
の
各
種
技
術
を
国
際
標
準
と
す
べ
く
積

極
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

ノ2 道行セ 2000 1



直
讓
圓
週
に
海
捗
る
遭
略
菟
遭
騒
音
◎
蝋
瀧
に
つ
い
て
獅

道
路
局
道
路
環
境
課

道
路
局
国

道

課

は
、
側
道
外
側
の
官
民
境
界
で
測
定
す
る
。

③

測
定
方
法

日
本
工
業
規
格
Z
8
7
3
1
｢騒
音
レ
ベ
ル
測
定
法
｣

及
び
｢道
路
環
境
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
(社
団
法
人
日
本
道

路
協
会
、
平
成
元
年
一
月
)｣
の
調
査
要
領
に
よ
る
。

④

測
定
日

交
通
条
件
の
特
異
で
な
い
平
日
に
行
う
。
そ
の
際
、

騒
音
レ
ベ
ル
に
影
響
す
る
雨
天
時
、
あ
る
い
は
調
査

地
点
周
辺
で
の
工
事
実
施
時
に
は
調
査
を
避
け
る
。

⑤

測
定
時
間

連
続
し
た
二
四
時
間
に
つ
い
て
、毎
正
時
か
ら
一
〇

分
の
測
定
を
行
う
。
道
路
交
通
騒
音
以
外
の
影
響
が

大
き
い
場
合
は
、
測
定
時
間
を
長
め
に
し
影
響
を
含
ん

だ
測
定
デ
ー
タ
を
カ
ッ
ト
す
る
、
あ
る
い
は
測
定
時
間

を
少
し
ず
ら
す
な
ど
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

園

は
じ
め
に

建
設
省
に
お
い
て
は
、
今
後
の
騒
音
に
係
る
沿
道
環
境

の
改
善
に
あ
た
っ
て
の
参
考
と
す
る
た
め
、
直
轄
国
道
に

お
け
る
道
路
交
通
騒
音
に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
必
要
に
応

じ
て
調
査
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
般
、
平

成
一
○
年
度
に
お
け
る
調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
平
成

三

年
三
一月
八
日
に
発
表
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
説
明
す
る
。

三

調
査
の
磨
げ法
…

①

調
査
対
象
区
間

本
調
査

(道
路
環
境
セ
ン
サ
ス
調
査
)
は
、
直
轄
国

道
約
ニ
ベ

0
0
0
畑
の
う
ち
、

イ

｢騒
音
に
係
る
環
境
基
準
｣
に
掲
げ
る
地
域

の
類
型
が
定
め
ら
れ
た
地
域

ロ

騒
音
規
制
法
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
、
騒
音
を

規
制
す
る
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域

ハ

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
用

途
地
域
が
定
め
ら
れ
た
地
域

の
い
ず
れ
か
の
地
域
(評
価
対
象
地
域
)
を
通
過
す
る
約

一
三
、二
〇
〇
皿
、
三
、七
七
七
地
点
に
お
い
て
実
施
し
た
。

②

現
地
調
査
の
方
法

本
調
査
は
以
下
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

①

測
定
高
さ

地
上
高
一
･
二
m
を
基
本
と
す
る
。

②

測
定
位
置

官
民
境
界
に
お
い
て
測
定
す
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
。
本
線
道
路
に
平
行
し
て
側
道
が
存
在
す
る
場
合



③

評
価
の
方
法

平
成
一
〇
年
度
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
は
、

四
つ
の
時
間
帯

(朝
、
昼
間
、
夕
、
夜
間
)
に
区
分
し
て
、

中
央
値

(L
即
)
に
よ
り
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
環
境
基
準
は
改
定
さ
れ
、
平
成
三

年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
、
平
成
一
〇
年
九
月
三
〇

日
付
け
で
告
示
さ
れ
て
い
た
た
め
、
本
調
査
は
、
新
環
境

基
準

(二
つ
の
時
間
帯

(昼
間
、
夜
間
)
に
区
分
し
て
、

等
価
騒
音
レ
ベ
ル
(▼嘲
)
に
よ
り
評
価
)
に
基
づ
き
評
価

を
行
っ
た
。

な
お
、
新
環
境
基
準
で
は
、
｢評
価
は
個
別
の
住
居
等

が
影
響
を
受
け
る
騒
音
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。｣

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
住
居
等
に
お
い
て
実
測

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
一
部
に
つ
い
て
実
測

し
こ
れ
に
基
づ
き
そ
れ
以
外
を
推
計
に
よ
っ
て
把
握
す
る

方
法
に
つ
い
て
も
、
現
在
に
お
い
て
、
推
計
手
法
が
確
立

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
道
路
端
の
高
さ
一
･
二
m
で
測

定
し
た
値
を
も
っ
て
評
価
を
行
っ
た
。

三

調
査
の
結
果

本
調
査
の
調
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

(表
1
及

び
図
1
j
6
参
照
)。

新
環
境
基
準
の
基
準
値

(昼
間
70
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
“

デ
シ
ベ
ル
)
を
超
過
し
て
い
る
地
点
は
、

①

昼
間
に
お
い
て
、
二
、
三
四
人
地
点
、
六
二
%

②

夜
間
に
お
い
て
、
二
、
六
六
〇
地
点
、
七
0
%

　…
騒
音
の
新
環
境
基
準
･
(平
成
-○
年
九
月
三
○
環
境
庁
告
示
)

地
域
の
区
分

基
準
値

-

昼
間

夜
間

一
環
境
基
本
法
第

一
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
、
騒
音
に
係
る
環
境

-上
の
条
件
に
つ
い
て
生
活
環
境
を
保
全
し
、
人
の
健
康
の
保
護
に
資
す
る

A
地
域
の
う
ち
二
車
線
以
上

の
車
線
を
有
す
る
道
路
に
面

60
デ
シ
ベ
ル
以
下

$
デ
シ
ベ
ル
以
下

‐
上
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準

(以
下
｢環
境
基
準
｣
と
い
う
。)

す
る
地
域

B
地
域
の
う
ち
二
車
線
以
上

の
車
線
を
有
す
る
道
路
に
面

す
る
地
域
及
び
C
地
域
の
う

ち
車
線
を
有
す
る
道
路
に
面

す
る
地
域

A
地
域
の
う
ち
二
車
線
以
上

の
車
線
を
有
す
る
道
路
に
面

す
る
地
域 地

域
の
区
分

65
デ
シ
ベ
ル
以
下

卸
デ
シ
ベ
ル
以
下

昼
間

基
準
値60

デ
シ
ベ
ル
以
下

$
デ
シ
ベ
ル
以
下

夜
間

一
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

　

一
第
一

こ
一

環
境
基
準

環
境
基
準
は
、
地
域
の
類
型
及
び
時
間
の
区
分
ご
と
に
次
表
の
基
準

値
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
各
類
型
を
当
て
は
め
る
地
域
は
、
都

道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
。

圏
l

時
間
の
区
分
は
、
昼
間
を
午
前
六
時
か
ら
午
後
一
○
時
ま
で
の

間
と
し
、
夜
間
を
午
後
一
〇
時
か
ら
翌
日
の
午
前
六
時
ま
で
の
間

と
す
る
。

2

A
A
を
当
て
は
め
る
地
域
は
、
療
養
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等

が
集
合
し
て
設
置
さ
れ
る
地
域
な
ど
特
に
静
穏
を
要
す
る
地
域
と

す
る
。

3

A
を
当
て
は
め
る
地
域
は
、
専
ら
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域

と
す
る
。

4

B
を
当
て
は
め
る
地
域
は
、
主
と
し
て
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る

地
域
と
す
る
。

5

C
を
当
て
は
め
る
地
域
は
、
相
当
数
の
住
居
と
併
せ
て
商
業
、

工
業
等
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域
と
す
る
。

た
だ
し
、
次
表
に
掲
げ
る
地
域
に
該
当
す
る
地
域

(以
下

｢道
路

に
面
す
る
地
域
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
は
、
上
表
に
よ
ら
ず
次
表
の

基
準
値
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

℃
)

A
及
び
B

A
A

地
域
の
類
型

鋤
デ
シ
ベ
ル
以
下

琉
デ
シ
ベ
ル
以
下

50
デ
シ
ベ
ル
以
下

昼
間

基
準
値50

デ
シ
ベ
ル
以
下

街
デ
シ
ベ
ル
以
下

40
デ
シ
ベ
ル
以
下

夜
間

備
考

個
別
の
住
居
等
に
お
い
て
騒
音
の
影
響
を
受
け
や
す
い
面
の
窓

を
主
と
し
て
閉
め
た
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
屋
内
へ
透
過
す
る
騒
音
に
係
る
基
準

(昼
間
に
あ
っ
て

は
菊
デ
シ
ベ
ル
以
下
、
夜
間
に
あ
っ
て
は
"
デ
シ
ベ
ル
以
下
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

70
デ
シ
ベ
ル
以
下

昼
間

基
準
値

65
デ
シ
ベ
ル
以
下

夜
間

備
考

車
線
と
は
、
一
縦
列
の
自
動
車
が
安
全
か
つ
円
滑
に
走
行
す
る
た

め
に
必
要
な
一
定
の
幅
員
を
有
す
る
帯
状
の
車
道
部
分
を
い
う
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
幹
線
交
通
を
担
う
道
路
に
近
接
す
る
空
間

に
つ
い
て
は
、
上
表
に
係
わ
ら
ず
、
特
例
と
し
て
次
表
の
基
準
値
の

欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

二

一
の
環
境
基
準
の
基
準
値
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
評
価
し
た
場
合
に

お
け
る
値
と
す
る
。

0

評
価
は
、
個
別
の
住
居
等
が
影
響
を
受
け
る
騒
音
レ
ベ
ル
に
よ
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
住
居
等
の
用
に
供
さ
れ
る
建
物
の
騒
音
の
影
響

を
受
け
や
す
い
面
に
お
け
る
騒
音
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
評
価
す
る
も
の

と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
屋
内
へ
透
過
す
る
騒
音
に
係
る
基
準
に
つ
い

て
は
、
建
物
の
騒
音
の
影
響
を
受
け
や
す
い
面
に
お
け
る
騒
音
レ
ベ

r
-
-
1
l
l
-
-
-
-
1
1
1
1
-
-
-
-
l
l
l
l
-
I
l
-
1
1
1
1
-
1
1
1
l
l
l
l
-
-
l
l
l
i
-
1
-
-
1
1
1
1
l
l
-
-
-
l
"
l
l
-
-
-
1
1
1
1
l
l
-
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-
1
1
1
l
l
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環境基準超過地点数割合

昼間*

夜間* *

昼間又は夜間

i l
さもさきこぐ凌ご,滋鰭繁茂なになさな二で"l
‐ i
約ながら掻きさぞ勃々きぞも,ザキラ0%ぎきごノヌゞ≦ダ;ごま掻

きふきさぞいきはごゞ雲霧燐ミなき《/がね

るもて塗り%うき

‐ i
ながら掻きさざめきもきれヲ鱗毒々しさダ;≧ゞ ^

ー

為もき節%浮き夜間73dB超過

0 20 40 60 80 foo %

(割合)
集計対象地点 :平成10年度道路環境センサスの直軸国道調査地点3777地点

* 昼間 :午前 6時~ 午後10時
* * 夜間 :午後10時 ~ 午前 6時

図 2

都市規模別の環境基準超過地点数割合 (昼間)

大都市地域*
504地点

人口30万人以上の都市等* *
754地点

その他
2519地点

1 1 1 - -
覆滅きせきき酵聴講競地纈りN姿ミ亙ね%デド窄滋

きもぐきるZ%〆酔鑑凝おきぶさんゞ｣
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- - -

全体
3777地点

0 20 40 60 80 100 %

(割合)
集計対象地点 :平成10年度道路環境センサスの直軸国道調査地点3,777地点
* 東京23区及び12政令指定都市
* * 県庁所在地及び人口30万人以上の都市 (ただし大都市地域を除く)

図 3

都市規模別の環境基準超過地点数割合 (夜間)

大都市地域*
504地点

入口30万人以上の都市等 * *
754地点

その他
2519地点

l I
語勢強慾襲う跨ぎ逡蜑援% 轢き雍点熟寝きめ截ぬ総総論l------
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強め搦め輝き返さ◎g鱗"嬉遊謹地庶務ぬききき"公務そぎ

全体
3777地点

0 20 40 60 80 100 %

(割合)
集計対象地点 ;平成10年度道路環境センサスの直軸国道調査地点3,777地点
* 東京23区及び12政令指定都市
* * 県庁所在地及び人口30万人以上の都市 (ただし大都市地域を除く)

図 4
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都市規模別の環境基準超過地点数割合 (昼間又は夜間)

大都市地域*
504地点

人口30万人以上の都市等* *
754地点

その他
25博地点
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道
路
公
害
訴
訟
判
決
の
根
拠
と
な
っ
た

科
学
的
知
見
評
価
の
問
題
点

東
京
家
政
大
学
教
授
･
東
京
大
学
名
誉
教
授

前
田

和
甫

明
治
大
学
法
学
部
助
教
授

松
村

弓
彦

一

不
法
行
為
法
と
は

不
法
行
為
法
と
は
違
法
な
行
為
、
行
動
に
よ
っ
て
他
人

の
権
利
･
利
益
を
侵
害
し
て
損
害
を
与
え
た
場
合
、
加
害

者
に
対
し
て
損
害
を
賠
償
さ
せ
る
制
度
の
総
称
で
あ
る
。

根
拠
と
さ
れ
る
条
文

(民
法
七
〇
九
条
)
は

｢故
意
又
は

過
失
｣、
｢権
利
を
侵
害
｣、
｢因
果
関
係
｣、
｢損
害
｣
と
い

う
抽
象
的

(法
律
的
に
は
表
現
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
具

体
的
に
内
容
に
つ
い
て
の
定
め
が
無
い
と
き
に
い
う
)
な

概
念
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
時
代
、
時
代

の
社
会
的
な
要
請
に
応
じ
て
被
害
者
救
済
を
理
念
と
し
て

弾
力
的
に
解
釈
さ
れ
、
事
案
の
解
決
が
行
わ
れ
て
い
る
。

事
例
に
よ
っ
て
は
、
損
害
を
起
こ
す
に
至
る
経
緯
を
同

じ
く
す
る
同
種
の
事
件
が
多
数
発
生
し
た
た
め
に
、
単
独

の
立
法
に
よ
っ
て
裁
判
を
経
ず
迅
速
に
被
害
者
の
救
済
を

図
る
法
律
が
い
く
つ
か
機
能
し
て
い
る
。
労
働
者
災
害
補

償
保
険
法
、
公
害
健
康
被
害
補
償
法

(昭
和
六
三
年
に

｢公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
｣
と
法
律
名

を
改
正
)
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。

違
法
の
行
為
に
よ
っ
て
被
害
、
損
害
を
受
け
た
と
し
て

そ
の
賠
償
を
求
め
る
に
は
、
民
事
訴
訟
を
提
起
し
て
、
こ

れ
を
認
め
る
判
決
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
裁
判
で
事
実
を

審
理
し
判
決
を
言
い
渡
す
実
体
的
な
根
拠
と
な
る
の
が
、

一
連
の
不
法
行
為
法
規
定
な
の
で
あ
る
。

一
一
公
害
訴
訟
、
特
に
大
気
汚
染
公
害
裁
判
の

事
例
に
つ
い
て

昭
和
四
七
年
七
月
に
有
名
な
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
で
あ

る
四
日
市
裁
判
の
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
大

気
汚
染

(正
確
に
は
、
汚
染
し
た
大
気
に
継
続
的
に
暴
露

し
た
)
に
よ
っ
て
、
慢
性
の
呼
吸
器
疾
患
に
罹
患
し
た
と

し
て
、
煙
突
か
ら
煙
を
出
し
て
い
た
周
辺
の
企
業
を
訴
え

た
裁
判
例
が
数
件
み
ら
れ
る
ほ
か
、
さ
ら
に
こ
れ
と
併
せ

て
そ
の
地
域
を
通
過
す
る
主
要
幹
線
道
路

(主
と
し
て
国

道
、
管
理
者
は
国
、
建
設
省
)
上
を
走
る
車
か
ら
の
排
気

ガ
ス
を
汚
染
源
と
捉
え
、
周
辺
に
居
住
す
る
住
民
が
、
企

業
群
と
国
と
を
同
時
に
被
告
と
す
る
裁
判
が
各
地
に
続
出

し
た
。

こ
の
型
の
裁
判
は
損
害
賠
償
と
併
せ
て
煙
の
排
出
、
あ

る
い
は
自
動
車
走
行
に
つ
い
て
一
定
の
制
限
を
求
め
る
傾

向
に
あ
る
が
、
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
特
異
な
点
は
、

原
告
が
従
前
の
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
と
は
異
な
り
、
先
述

の
公
健
法
認
定
患
者
及
び
そ
の
遺
族
達
の
み
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
公
健
法
制
定
時
に
公
健
法

認
定
患
者
群
は
法
の
規
定
に
よ
る
補
償
を
受
け
る
か
、
不
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法
行
為
制
度
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
す
る
か
の
選

択
権
を
有
す
る
制
度
と
し
て
構
築
す
る
事
も
検
討
さ
れ
て

も
良
か
っ
た
の
で
は
と
今
日
思
え
る
が
、
当
時
の
事
情
に

急
が
さ
れ
て
立
法
さ
れ
た
が
た
め
に
、
そ
う
は
な
っ
て
な

く
原
告
達
は
補
償
の
上
乗
せ
を
要
求
す
る
形
に
な
っ
て
い

る
。そ

も
そ
も
、
公
健
法
は
大
幅
な
割
り
切
り
に
よ
っ
て
、

法
を
適
用
す
る
地
域

(指
定
地
域
)
と
対
象
と
す
る
呼
吸

器
疾
患
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
補
償
の
原
資
は
、

各
企
業
の
め
の
排
出
量
に
応
じ
て
賦
課
金
額
を
定
め
て
国

に
拠
出
さ
せ
る
方
法
を
と
り
、
拠
出
を
さ
せ
る
企
業
は
、

全
国
に
わ
た
っ
て
お
り
、
指
定
地
域
内
の
み
の
企
業
で
は

な
い
。
科
学
的
に
は
様
々
な
不
合
理
が
あ
り
な
が
ら
、
画

一
的
に
迅
速
な
行
政
上
の
救
済
を
目
指
し
た
点
で
異
例
な

制
度
で
あ
っ
た
。

現
に
、
公
健
法
立
案
の
責
任
者
で
あ
っ
た
方

(元
環
境

庁
大
気
保
全
局
長
)
が
各
地
で
の
同
種
裁
判
の
被
告
側
証

人
と
し
て
出
廷
し
、
｢清
水
の
舞
台
か
ら
で
は
な
く
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
飛
び
降
り
る
よ
う
な
気
持
で
｣
目
を
瞑

っ
て
割
り
切
っ
て
作
っ
た
法
律
で
あ
る
と
証
言
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

運
用
の
面
で
も
公
健
法
に
よ
る
認
定
は
地
域
指
定
の
不

合
理
さ
か
ら
、
道
路
の
こ
ち
ら
側
は
指
定
地
域
で
あ
る
の

で
認
定
さ
れ
、
向
こ
う
側
は
そ
う
で
は
無
い
た
め
に
認
定

申
請
が
出
来
な
い
な
ど
の
具
体
的
な
事
実
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
昭
和
六
二
年
一
〇
月
に
法
の
一
部
を

改
正
、
翌
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
地
域
指
定
の
全

面
解
除
と
新
規
の
認
定
は
取
り
止
め
ら
れ
た
が
、
既
認
定

患
者
は
引
き
続
き
一
定
の
手
続
き
を
経
て
、
医
療
費
の
支

給
と
補
償
を
受
け
続
け
て
い
て
、
制
度
が
全
部
廃
止
さ
れ

た
訳
で
は
な
い
。

筆
者
の
中
、前
田
は
本
制
度
が
開
始
さ
れ
た
直
後
か
ら
、

東
京
都
某
区
の
認
定
審
査
委
員
を
今
日
ま
で
続
け
て
お

り
、
制
度
の
内
実
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
の
で
、
制
度
の

問
題
点
を
格
別
強
く
感
じ
続
け
て
い
る
次
第
な
の
で
あ

る
。三

大
気
汚
染
公
害
訴
訟
の
最
近
の
判
決
例

平
成
一
〇
年
八
月
五
日
、
川
崎
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
ニ

ー
四
次
提
訴
分
の
一審
判
決
が
横
浜
地
裁
川
崎
支
部
で
言

い
渡
さ
れ
た

(以
降
、
本
判
決
)。
本
判
決
の
最
も
基
本

的
な
点
は
、
判
示
の
中
心
で
あ
る
因
果
関
係
の
判
断
を
主

と
し
て
疫
学
資
料

(証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
)
に

よ
っ
て
い
る
が
、
大
気
汚
染
物
質
へ
の
暴
露
に
よ
り
、
慢

性
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
、
気
管
支
ぜ
ん
息

(公
害
健
康
被

害
補
償
法
大
気
関
係
の
指
定
疾
病
、
以
降

｢本
件
疾
患
｣

と
い
う
)
が
発
生
し
増
悪
し
た
と
す
る
判
断
を
裏
付
け
る

証
拠
を
全
く
示
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
判

断
は
最
終
的
に
は
法
的
評
価
で
あ
る
が
、
事
柄
の
性
格
上

科
学
的
評
価

(証
拠
)
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
判
断
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
合
理
的
な
証
拠
が
示
さ
れ
ず
、

裁
判
官
独
自
の
科
学
的
評
価
に
よ
っ
て
い
る
。
以
下
に
主

と
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
、
疫
学
的
見
地
か
ら
批
判
を
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

1

主
要
な
判
断
根
拠
と
思
え
る
疫
学
資
料
の
不
分
明

既
に
述
べ
た
と
お
り
、
同
種
の
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
は

各
地
で
提
訴
さ
れ
て
お
り
、
既
に
一
審
判
決
、
二
審
判
決

が
言
渡
さ
れ
て
い
る
案
件
は
七
件
を
数
え
る
。
そ
れ
等
は

皆
因
果
関
係
の
判
断
を
全
て
疫
学
資
料
に
よ
っ
て
い
る
。

個
々
の
判
示
内
容
や
根
拠
と
さ
れ
た
資
料
は
異
な
っ
て

も
、
判
決
の
核
心
を
な
す
大
気
汚
染
物
質
と
原
告
の
呼
吸

器
疾
患
発
生
と
の
間
の
疫
学
的
関
連
の
存
在
の
証
拠
と
さ

れ
た
主
要
な
疫
学
資
料
を
示
し
、
そ
の
関
連
が
法
的
因
果

関
係
を
判
断
す
る
に
足
る
と
す
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る

の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
判
決
の
時
点
で
の
内
外
の
大
気
汚

染
疫
学
が
取
り
上
げ
る
主
要
な
汚
染
物
、研
究
の
方
法
等
、

そ
の
時
代
の
環
境
疫
学
の
水
準
に
深
く
関
心
を
示
し
て
い

る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
今
日
ま
で
に
、
そ

れ
等
の
一
審
判
決
が
示
し
た
疫
学
資
料
の
解
釈
、
導
出
し

た
結
論
を
批
判
し
、
強
く
異
議
を
と
な
え
る
論
文
が
発
表

さ
れ
て
い
る

(1
ー
3
)。
自
動
車
排
ガ
ス
の
健
康
影
響

が
争
わ
れ
た
事
件
も
最
高
裁
を
含
め
て
幾
つ
か
の
判
決
が

あ
る
が
、
本
判
決
を
除
い
て
踰
単
独
の
健
康
影
響
に
つ
い

て
は
消
極
に
解
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
本
判
決
は
、
恥
と
健
康
被
害
と
の
因
果
関

係
を
肯
定
し
た
が
そ
の
判
断
の
中
核
を
な
す
と
思
わ
れ
る

証
拠
、
結
論
に
至
る
論
理
過
程
が
示
さ
れ
て
い
な
い
極
め
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て
特
異
な
内
容
の
判
決
で
あ
る
。
何
故
、
前
例
を
見
な
い

特
異
な
判
示
内
容
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
一
番
の
理
由
は

疫
学
資
料
か
ら
因
果
関
係
の
有
無
を
判
断
す
る
手
順
-
!

条
件
、
視
点
、
原
則
等
と
よ
ば
れ
、
取
り
上
げ
て
い
る
問

題
に
応
じ
て
各
種
が
提
示
、
提
案
さ
れ
て
い
る
。
後
に
再

び
詳
し
く
述
べ
る
ー
-
の
全
く
の
誤
解
、
或
い
は
無
理
解

に
よ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
少

な
か
ら
ず
あ
る
当
該
部
分
の
う
ち
で
、
特
に
重
要
な
も
の

を
指
摘
し
て
い
く
。

2

環
境
基
準
と
疾
病
発
生
の
下
限
濃
度

(閥
濃
度
)

図
ー
は
ハ
ッ
チ
が
提
示
し
た
も
の
で
、
有
害
物
へ
の
暴

露
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
影
響
を
、
暴
露
濃
度
が
増
す
に

従
っ
て
段
階
的
に
影
響
の
程
度
が
重
度
に
な
り
、
遂
に
死

に
至
る
迄
の
連
続
的
な
様
相
を
示
す
概
念
図
で
あ
る
。
中

毒
学
の
基
本
理
念
と
し
て
多
く
の
成
書
に
引
用
さ
れ
て
い

る
有
名
な
も
の
で
、
図
の
横
軸
の
破
た
ん
の
レ
ベ
ル
迄
の

濃
度
の
暴
露

(正
し
く
は
濃
度
と
暴
露
時
間
、
表
1
及
び

図
2
参
照
)
を
受
け
る
と
、
疾
病
と
判
断

(医
学
的
診
断
)

さ
れ
る
状
態
に
陥
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
破
た
ん
の
レ
ベ

ル
が
い
わ
ゆ
る
閥
濃
度
-
ー
正
し
く
は
図
2
に
示
す
よ
う

に
中
で
あ
る
が
、
概
念
的
に
点
で
示
し
て
あ
る
-
-
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
左
、
･
で
示
さ
れ
る
回
復
迄

の
暴
露
な
ら
ば
、
積
極
的
な
治
療
措
置
に
よ
っ
て
回
復
が

期
待
さ
れ
る
。
暴
露
が
進
み
翔
圀
印
で
示
さ
れ
る
城
に
達

す
る
と
障
害
が
固
定
し
、
治
療
も
及
ば
な
く
な
る
の
が
一

(医
学
的
障
害
ス
ケ
ー
ル
) 機

能
障
害

健
康

図 1 有害濃度と人体影響の関係 (外山にょる)

有害物濃度(Log)

予防医学 治療医学

代
償
作
用
の
リ
ミ
ッ
ト

化纖

,.

鰯

“

‘

回

一一一恒常性旦帯1土

破滅

恒常性

正常調節

苑

病
気

艘
的
な
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
注
意
し
て
お
く
が
、
こ
の

図
は
単
一
の
有
害
物
に
よ
る
影
響
の
段
階
を
示
す
図
で
あ

る
。大

気
環
境
中
の
特
定
の
汚
染
物
の
環
境
基
準
の
設
定

は
、
そ
の
物
質

(例

…
晦
)
に
よ
る
影
響
の
各
種
の
資

料
を
検
討
し
、
本
来
複
合
的
な
汚
染
状
況
の
中
で
の
鱒
の

影
響
を
推
定
し
、
図
1
の
下
段
、
左
端
の
正
常
調
節
･
恒

常
性
の
限
界
に
出
来
る
だ
け
近
く
、
実
現
可
能
な
濃
度
値

んた

り
　
　

　

　
　
　(インペアメントスケール)

に
設
定
さ
れ
る
。
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
分
か
り
易
く
整

理
し
た
の
が
表
1
で
あ
り
、
呼
吸
器
症
状
を
対
応
さ
せ
た

の
が
図
2
と
な
る
。
環
境
基
準
値
は
こ
の
表
1
の
第
一
レ

ベ
ル
の
上
限
に
近
い
数
値
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
図
1
の
上
の
横
軸
に
有
害
物
質
濃
度
尺
度
が
対
数

(増
)
で
示
さ
れ
て
い
る
の
に
注
意
し
て
欲
し
い
。
下
の

機
軸
の
破
た
ん
か
ら
致
死
に
至
る
迄
は
対
数
的
に
、
有
害

物
質
濃
度
が
急
速
に
増
し
て
く
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

表 1 W H Oの健康影響のレベル

第 1 レベル その値またはそれ以下の値ならば、 現在の知見では直接または
間接の影響 (反射または適応あるいは防御反応の変化を含める)
が観測されなかった濃度と暴露時間。

第 2 レベル その値またはそれ以下の値ならば、 感覚器の刺激、 植物への害
作用、 視程減少または環境に対する他の害作用が起こり易い濃
度と暴露時間。

第 3 レベル その値またはそれ以下の値ならば、 重要な生理的機能の障害あ
るいは慢性疾患または生命の短縮をもたらす変化が起こり易い
濃度と暴露時間。

第 4 レベル その値またはそれ以下の値ならば、 人口の中の感受性の強い集
団では、 急性疾患あるいは死亡が起こり易い濃度と暴露時間。

道行セ 2000.1 2ノ



図 2 暴露と影響の度合いく呼吸器症状を例として)

報告された暴露量 (濃度×時間)

最高濃度 最低濃度
こま響影

呼吸器疾患の死亡率の増加

呼吸器疾患の罹患率の増加

呼吸器症状の有症率の増加

ぜん息発作回数の増加

し
し変的

状

響

理

症

影

病

激

の

、
刺

へ

的

の

能

学

器

機
化

覚

肺
生

感

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

代
償
的
調
節
の
範
囲
や
、
環
境
基
準
値
の
設
定
点
の
数
値

に
比
し
て
遥
か
に
高
濃
度
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
有
害
物

に
よ
る
影
響
の
種
類
と
暴
露
濃
度
と
の
関
係
の
原
則
と
な

る
。
昭
和
五
三
年
に
贓
の
健
康
影
響
を
審
議
し
た
中
央
公

害
対
策
審
議
会

(当
時
)
大
気
部
会
専
門
委
員
会

(筆
者

も
専
門
委
員
と
し
て
参
加
し
た
)
で
は
、
表
1
に
第
一
と

第
二
の
レ
ベ
ル
に
中
間
に
も
う
一
段
階
、
影
響
ら
し
き
も

の
が
認
め
ら
れ
て
も
、
暴
露
と
の
直
接
的
な
関
係
が
は
っ

き
り
し
な
い
濃
度
レ
ベ
ル
を
考
え
て
、
基
準
値
は
そ
の
範

囲
内
と
し
て
濃
度
数
値
を
推
奨
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
環
境
基
準
値
を
大

気
中
の
汚
染
物
濃
度
が
常
に
越
え
て
い
て
も
、
そ
の
地
域

に
住
む
住
民
か
ら
の
本
件
疾
患
罹
患
者
が
当
該
汚
染
物
暴

露
が
無
け
れ
ば
発
症
、
発
病
し
な
か
っ
た
と
は
非
特
異
的

疾
患
で
あ
る
か
ら
、
個
々
に
詳
細
な
検
討
な
し
に
は
到
底

断
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
昭
和
六
〇
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た

｢大
気
汚
染
と
健

康
被
害
と
の
関
係
評
価
等
に
関
す
る
専
門
委
員
会
報
告
｣

I
専
門
委
報
告
ー

(筆
者
は
こ
の
専
門
委
員
会
の
委
員
に

も
な
り
、
審
議
に
参
加
し
た
)
に
、
現
状
の
大
気
汚
染
の

程
度
で
は
疾
病
罹
患
を
も
た
ら
す
と
は
評
価
出
来
な
い
と

の
趣
旨
が
記
述
し
て
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
今
日
に
お
い

て
も
疾
病
発
生
の
閥
濃
度
を
狭
い
範
囲
で
推
定
可
能
な
資

料
は
存
在
し
て
い
な
い
。

本
判
決
は
上
記
報
告
後
に
多
数
の
二
酸
化
窒
素
と
健
康

指
標
と
の
間
に
関
連
性
を
示
す
疫
学
的
知
見
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
、
同
専
門
委
の
報
告
の
結
論
と
相
反

す
る
評
価
を
導
い
て
い
る
。
即
ち
本
件
地
域
に
お
い
て
大

気
汚
染
が
定
量
的
に
本
疾
病
を
多
発
、
あ
る
い
は
増
悪
さ

せ
た
危
険
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
判
断
は
、
先
立
つ
公
式
報
告
書
の
内
容
が
現
在
で
は

適
用
せ
ず
、
現
在
で
は
逆
の
科
学
的
評
価
が
成
立
す
る
と

判
断
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(判
時
一
六
五
人
号
五
八

頁
)。
し
か
し
、
現
実
に
は
上
記
専
門
委
報
告
の
結
論
を

変
容
す
る
に
足
る
科
学
的
評
価
は
存
在
し
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
例
を
挙
げ
詳
述
す
る
。

四

疫
学
的
に
受
け
入
れ
難
い
判
示
の
例

1

疾
病
の
原
因
汚
染
物
が
変
遷
す
る
こ
と

本
判
決
第
一
○
草
、
因
果
関
係
総
論
は
本
判
決
の
核
心

で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
昭
和
四
〇
年
代
の
原
告
ら
の
居
住

地
域
が
全
国
で
も
有
数
の
高
濃
度
の
恥
で
汚
染
さ
れ
て
い

た
時
期
に
は
、
恥
単
体
で
本
件
疾
患
が
発
生
･
増
悪
し
た

と
考
え
る
の
が
相
当
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
全
国
的
に

大
気
中
の
恥
濃
度
が
大
幅
に
低
減
し
て
か
ら
は
繊
は
主
役

の
座
を
降
り
、
同
じ
頃
か
ら
漸
く
賜
の
測
定
観
測
網
が
整

い
、
環
境
基
準
値
を
越
え
る
濃
度
の
晦
が
記
録
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
魔
が
単
体
で
本
件
疾
患
の
発
生
･
増

悪
の
主
原
因
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
は
、

浮
遊
粒
子
状
物
質

(S
P
M
)
も
加
わ
り
、
賜
十
恥
十
s

P
M
が
相
加
的
に
働
い
て
、
原
告
ら
の
本
件
疾
患
の
発

生
･
増
悪
に
関
わ
っ
た
と
判
示
し
て
い
る
。



確
か
に
原
告
居
住
地
域
の
昭
和
四
〇
年
代
初
期
の
翰
が

著
し
く
高
か
っ
た
こ
と
は
判
決
記
載
の
と
お
り
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
本
件
疾
患
の
発
生
･
増
悪
の
原
因
と
見
な

せ
る
汚
染
物
が
交
代
し
、
そ
の
後
に
は
測
定
値
が
整
理
さ

れ
て
い
る
汚
染
物
質
群
が
相
加
し
て
同
じ
役
割
を
演
じ
て

い
た
と
結
論
で
き
る
資
料
、
疫
学
研
究
は
未
だ
無
い
。
こ

の
よ
う
な
複
数
の
汚
染
物
に
よ
っ
て
特
定
の
疾
患
が
発
生

し
た
と
結
論
し
得
る
疫
学
研
究
の
実
施
は
実
際
上
不
可
能

と
言
っ
て
良
い
。
か
り
に
、
無
理
に
当
該
疫
学
研
究
を
実

施
し
た
と
し
て
も
。
そ
の
結
果
か
ら
因
果
関
係
を
判
断
す

る
上
の
手
順
に
複
雑
な
内
容
を
求
め
ら
れ
、
対
応
し
得
る

調
査
の
実
施
は
困
難
で
、
今
日
迄
に
国
内
は
も
ち
論
、
諸

外
国
で
も
評
価
に
堪
え
る
内
容
を
持
つ
研
究
例
は
発
表
さ

れ
て
い
な
い
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で
は
大
方
の
賛
同

も
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
高
度
の
蓋
然
性
と
い
う

レ
ベ
ル
の
証
明
が
求
め
ら
れ
る
判
決
の
中
味
と
し
て
は
到

底
受
け
入
れ
難
い
。
な
お
本
件
疾
患
の
中
に
肺
気
腫
が
含

ま
れ
て
い
る
。
高
濃
度
の
大
気
汚
染
が
肺
気
腫
患
者
に
何

ら
か
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
あ
る
と
し
て
も
、
肺

気
腫
の
発
生
･
増
悪
の
原
因
は
永
年
に
わ
た
る
喫
煙
で
あ

る
と
多
く
の
成
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る

(例
え
ば
、
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患

(C
O
P
D
)
Q
&
A
、
泉
孝
英
編
著
、

一
九
九
三
･
九
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
、
器
頁
)。
比
較
的

新
し
い
資
料
に
高
濃
度
で
の
複
合
暴
露
実
験
で
、
何
等
相

加
的
作
用
が
な
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
る
の
で
紹
介
し
て

お
く
o

九
人
の
ぜ
ん
息
患
者
に
鰭
-
4
皿
の
恥
を
吸
入
さ

せ
、
平
常
時
よ
り
大
幅
に
呼
吸
抵
抗
の
増
加
を
起
こ
し
て

い
る
の
を
確
認
し
、
日
を
改
め
て
鯛
蛔
の
鰻
を
三
o
分
吸

入
さ
せ
て
呼
吸
抵
抗
、
そ
の
他
の
肺
機
能
の
変
化
を
観
察

し
た
が
、
何
等
特
別
な
変
化
、
増
悪
し
た
症
状
は
起
こ
ら

な
か
っ
た
。
吸
入
さ
せ
た
鹸
濃
度
は
現
在
の
わ
が
国
の
環

境
基
準
の
ゾ
ー
ン
中
の
上
眼
の
五
倍
の
濃
度
で
あ
る
。
実

験
対
象
人
数
は
少
な
く
、
即
暴
露
時
間
は
短
い
が
、
ぜ
ん

息
患
者
の
呼
吸
機
能
に
相
加
し
て
の
悪
影
響
は
無
か
っ
た

結
果
で
あ
る
(4
)。

2

証
拠
の
採
用
の
慾
意
性
と
判
断
の
偏
り

訴
訟
の
判
決
は
、
提
出
さ
れ
た
原
･
被
告
両
者
か
ら
の

多
数
の
証
拠
を
吟
味
し
て
、
判
示
と
し
て
示
す
基
本
指
針

に
沿
う
内
容
の
も
の
を
採
用
し
て
、
全
体
を
構
成
し
記
述

さ
れ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
基
本
指
針
に

反
す
る
も
の
は
顧
慮
さ
れ
な
い
の
も
止
む
を
得
ぬ
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
該
分
野
の
進
歩
、
具
体
的
に
は

大
気
汚
染
疫
学
の
方
法
論
、
結
果
の
解
釈
が
準
拠
す
る
数

値
指
標
等
の
変
化
を
無
視
し
て
は
な
ら
ぬ
と
思
う
の
で
あ

る
。
進
歩
し
た
方
法
に
よ
り
精
緻
な
っ
た
数
値
指
標
結
果

を
正
し
く
理
解
し
て
参
考
に
せ
ず
、
表
面
的
な
結
論
が
汚

染
物
濃
度
と
の
関
連
を
示
し
た
点
の
み
に
着
目
し
て
証
拠

と
し
て
採
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
誤
り
で
、
科
学

の
、
医
学
の
進
歩
の
否
定
で
あ
り
、
医
学
研
究
に
携
わ
っ

て
来
た
も
の
と
し
て
全
く
受
け
入
れ
難
い
点
で
あ
る
。
原

告
ら
の
疾
患
の
発
生
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
て
も
、
疫
学

的
資
料
を
吟
味
し
て
今
日
示
さ
れ
る
判
示
は
、
最
近
の
資

料
が
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
新

し
い
方
法
に
よ
る
結
果
の
解
釈
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
そ
の
例
と
し
て

｢窒
素
酸
化
物
等
健
康
影
響
継

続
観
察
調
査
報
告
書

(平
成
四
ー
七
年
度
、
環
境
庁
大
気

保
全
局
、
判
時
55
頁
1
段
)｣
と
、
｢大
都
市
ぜ
ん
息
等
調

査
報
告
、
同
右
｣
の
二
件
が
該
当
す
る
。
前
者
は
全
国
各

地
の
学
童
を
対
象
に
ぜ
ん
息
症
状
現
在
の
出
現
頻
度
と
賜

暴
露
量
と
の
関
連
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
暴
露
評
価
、
交

絡
要
因
の
処
理
方
針
な
ど
の
方
法
は
、
大
気
汚
染
疫
学
の

今
日
で
の
世
界
最
良
の
水
準
に
届
く
も
の
で
あ
る
の
を
強

調
し
て
お
く
。

結
果
は
齢
暴
露
が
樽
塵
増
し
た
時
の
症
状
の
頻
度
は
相

互
の
比
較
で
一
…
-
･
一
に
な
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

解
釈
は
め
へ
の
暴
露
の
増
加
は
特
に
問
題
は
な
い
と
す
る

の
が
正
し
い
。
同
様
な
調
査
を
繰
り
返
せ
ば
結
果
が
逆
転

す
る
か
も
し
れ
な
い
僅
か
な
変
化
で
あ
る
。
こ
の
原
告
側

提
出
の
証
拠
資
料
は
本
件
疾
患

(こ
の
場
合
は
学
童
の
ぜ

ん
息
症
状
現
在
)
と
賜
と
の
関
連
を
示
す
も
の
で
は
な
い
o

現
に
、
｢平
成
人
年
度
大
気
汚
染
に
係
る
環
境
保
健
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
調
査
報
告
に
つ
い
て
｣
が
環
境
庁
環
境
保
健

部
か
ら
発
表
さ
れ
た
が
、
対
象
、
方
法
の
細
部
は
異
な
る

が
、結
果
は
前
と
逆
で
各
種
大
気
汚
染
物
濃
度
と
ぜ
ん
息
、

ぜ
い
鳴
と
の
間
に
関
連
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
い

る
。
こ
ち
ら
も
前
と
同
じ
く
、
方
法
は
今
日
の
水
準
で
最

良
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
別
の
資
料
で
は
、
大
都
市
で
昭



和
六
三
年
以
降
に
新
規
に
発
症
し
た
ぜ
ん
息
患
者
を
平
成

七
年
に
各
種
要
因
別
に
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
ぜ
ん
息

発
症
と
大
気
中
鰻
濃
度
と
は
無
関
係
と
の
結
論
を
出
し
て

い
る

(判
時
55
頁
)。
こ
ち
ら
も
方
法
的
に
は
、
十
分
に

吟
味
さ
れ
た
今
日
の
最
善
の
水
準
に
達
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
判
決
が
拠
り
所
と
し
た
関
連
性
を
示
す
報
告
と

逆
の
結
論
を
示
す
疫
学
調
査
資
料
が
証
拠
と
し
て
提
出
さ

れ
て
い
る
の
に
、
片
方
は
誤
っ
た
判
断
を
し
、
も
う
一
方

は
取
り
上
げ
ず
、
何
れ
も
判
示
の
内
容
に
全
く
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
官
独
自
の
評
価
で
証
拠

の
選
択
を
行
う
の
は
、
証
拠
裁
判
の
原
則
か
ら
み
て
批
判

さ
れ
て
も
止
む
を
得
ま
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

五

資
料
判
断
の
問
題
点
の
整
理
と
望
ま
し
い

手
順

以
上
を
総
括
し
て
本
判
決
に
は
多
く
の
問
題
点
、
判
断

過
程
に
誤
り
を
包
含
す
る
。
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
点

は
、
疫
学
資
料
か
ら
疾
病
の
因
果
関
係
を
推
定
す
る
手
順

と
そ
の
適
用
に
つ
い
て
の
全
く
の
誤
解
、無
理
解
で
あ
る
。

時
代
が
移
り
、
感
染
症
で
は
な
い
、
慢
性
非
特
異
性
疾

患
の
原
因
を
探
る
課
題
に
対
し
て
は
、
原
因
が
複
数
で
競

合
し
て
い
る
点
が
感
染
症
と
本
質
的
に
異
な
り
、
そ
の
た

め
に
疫
学
資
料
が
特
に
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来

た
の
で
あ
る
。
喫
煙
と
肺
が
ん
と
の
関
係
に
つ
い
て
米
国

公
衆
衛
生
局
長
諮
問
委
員
会
提
案
の
五
原
則
が
簡
明
で
も

あ
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
環
境
汚
染
物
の
暴
露
が
起

因
と
疑
わ
れ
る
疾
病
に
対
し
て
は
、
手
順
の
内
容
項
目
を

増
し
て
の
考
察
が
必
要
に
な
り
、
様
々
な
提
案
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
等
の
中
に
は
望
ま
し
い
疫
学
調
査
の
実
施

を
必
須
と
強
調
す
る
も
の
も
あ
る

(覇
“
□
の
の
原
則
)
。

さ
ら
に
最
近
に
な
っ
て
汚
染
物
へ
の
暴
露
評
価
が
十
分
に

示
さ
れ
て
な
い
疫
学
資
料
は
、
因
果
関
係
を
推
定
す
る
資

料
と
し
て
は
使
え
な
い
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
四
･
2
に
詳
述
し
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
環
境
要
因

ー
ー
汚
染
物
と
は
限
ら
な
い
、
例
と
し
て
は
電
磁
波
へ
の

暴
露
ー
ー
が
疾
病
、
特
に
が
ん
を
惹
起
し
て
い
る
の
で
は

と
す
る
疫
学
調
査
結
果
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

人
々
に
不
安
を
抱
か
す
例
が
出
て
、
疫
学
研
究
に
対
す
る

批
判
が
著
名
な
科
学
誌
に
掲
載
さ
れ
、
広
く
論
議
を
呼
び

起
こ
し
た
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
疫
学
資
料
か
ら
因
果
関
係

を
判
断
す
る
手
順
の
問
題
を
越
え
て
、
よ
り
基
本
的
に
疫

学
研
究
結
果
の
解
釈
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
そ
の
も
の
を

問
う
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
論
識
に
つ
い
て
紹
介
を

し
た
の
で
文
献
と
し
て
提
示
を
し
て
お
く

(5
)。

本
論
に
関
係
な
い
こ
と
を
長
く
述
べ
た
が
、
疫
学
資
料

を
基
に
し
て
の
因
果
関
係
の
判
断
の
手
順
が
論
議
さ
れ
て

来
る
迄
に
は
、
細
菌
感
染
症
の
原
因
探
求
に
始
ま
る
人
の

疾
病
へ
の
戦
い
の
歴
史
の
中
で
、
時
代
に
相
応
し
た
努
力

の
蓄
積
が
あ
る
の
を
指
摘
し
た
い
が
た
め
で
あ
る
。
非
特

異
的
疾
患
の
主
要
な
原
因
を
推
定
す
る
た
め
に
は
、
先
述

の
よ
う
に
病
態
と
、
加
え
て
有
病
状
況

(当
該
地
域
の
住

民
の
う
ち
、
問
題
と
し
て
い
る
疾
患
に
罹
っ
て
い
る
人
の

割
合
等
)
な
ど
を
考
察
し
て
、
疫
学
的
因
果
関
係
を
推
定

す
る
の
に
最
も
適
切
な
提
案
内
容
の
手
順
を
当
て
は
め
て

検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

疫
学
的
因
果
関
係
を
法
的
因
果
関
係
へ
と
結
び
付
け
る

に
は
、高
度
な
蓋
然
性
の
証
明
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
法
的
判
断
手
順
が
詳
細
に
さ
れ
、
議
論
が
闘

わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
要
件
を
満
た
す
た
め

の
疫
学
資
料
は
、
そ
の
対
象
、
内
容
に
相
応
す
る
最
新
の

因
果
関
係
判
断
手
順
を
満
た
す
方
法
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
資
料
で
な
け
れ
ば
、
高
度
な
蓋
然
性
が
存
在
す
る
と
の

判
示
は
不
適
切
な
資
料
に
基
づ
い
て
の
判
断
と
な
り
、
誤

る
危
険
性
が
大
き
い
と
信
じ
る
。

六

再
び
不
法
行
為
法
適
用
の
視
点
か
ら

冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
不
法
行
為
の
要
件
事
実
と
そ

の
証
明
は
時
代
の
要
請
に
従
っ
て
、
弾
力
的
に
解
釈
さ
れ

判
示
に
生
か
さ
れ
て
き
た
。
判
決
が
示
さ
れ
た
も
の
は
、

そ
の
時
点
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
当
該
訴
訟
が

如
何
様
な
経
緯
を
と
ろ
う
と
も
、
例
え
ば
、
二
審
段
階
で

の
和
解
、
あ
る
い
は
最
終
的
に
最
高
裁
に
お
い
て
判
決
が

出
さ
れ
、
判
例
と
し
て
記
録
さ
れ
る
場
合
等
、
各
審
段
階

で
の
判
決
に
示
さ
れ
て
い
る
事
実
解
釈
は
、
次
の
同
種
の

事
件
に
応
用
さ
れ
る
例
が
多
い
と
い
う
。

現
在
な
お
係
争
中
の
も
の
と
国
道
四
三
号
線
事
件
を
除

き
、
前
述
の
大
気
汚
染
公
害
裁
判
は
全
て
一
審
判
決
後
の

各
段
階
で
、
国
も
原
告
と
の
和
解
に
応
じ
て
、
元
原
告
達



と
協
力
し
て
道
路
環
境
の
改
善
に
意
を
尽
く
す
こ
と
を
表

明
し
て
い
る
。
判
示
内
容
の
批
判
を
多
く
論
じ
た
川
崎
の

例
も
、
平
成
三

年
五
月
二
〇
日
に
国
と
の
最
終
的
和
解

が
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
和
解
に
関
連
し
て
共
著
者
松
村

の
な
お
続
く
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
の
将
来
を
見
据
え
た
レ

ビ
ュ
ー
が
発
表
さ
れ
て
い
る

(6
)。
和
解
に
至
っ
た
裁

判
例
の
判
決
内
容
は
判
例
と
し
て
は
残
ら
な
い
。
し
か
し
、

そ
こ
に
示
さ
れ
た
事
実
判
断
は
、
後
に
類
似
の
不
法
行
為

の
裁
判
に
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
考
え
得
る
。
こ

の
点
に
筆
者
は
重
大
な
関
心
を
持
つ
の
で
あ
る
。

前
記
の
よ
う
に
本
判
決
は
専
門
委
員
会
報
告
以
後
の
疫

学
研
究
が
、
二
酸
化
窒
素
に
関
わ
る
大
気
汚
染
と
呼
吸
器

に
関
す
る
指
標
と
の
間
に
関
連
性
を
認
め
た
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
因
果
関
係
を
導
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
法

的
因
果
関
係
の
証
明
は
経
験
則
に
照
ら
し
て
全
証
拠
を
総

合
検
討
し
、
特
定
の
事
実
が
特
定
の
結
果
を
招
来
し
た
関

係
を
是
認
し
得
る
高
度
の
蓋
然
性
の
証
明
を
要
し
、
ま
た
、

そ
れ
で
足
る
と
す
る
の
が
最
高
裁
判
断
の
一
貫
し
た
立
場

で
、
本
判
決
も
こ
の
判
断
基
準
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
こ
こ
に
経
験
則
と
は
、
経
験
に
よ
っ
て
知
り

得
た
法
則
を
い
い
、
科
学
的
知
見
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の

を
含
む
よ
り
広
い
概
念
で
あ
る
。
例
え
ば
A
と
い
う
事
実

が
あ
れ
ば
B
と
い
う
事
実
を
生
じ
る
こ
と
、換
言
す
れ
ば
、

B
と
い
う
事
実
が
あ
れ
ば
そ
の
背
景
に
A
と
い
う
事
実
が

あ
る
こ
と
を
、
『
一
般
的
に
』
判
断
で
き
る
よ
う
な
法
則

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(末
川
博
編

｢民
事
法
学
辞
典
･

増
補
版
｣
426
頁
)。

具
体
的
な
例
を
上
げ
て
み
る
と
、
老
人
が
信
号
を
無
視

し
て
道
路
に
踏
み
出
し
て
途
端
に
転
倒
し
て
し
ま
っ
た
。

突
然
の
こ
と
で
、
進
行
し
て
き
た
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏

ん
だ
が
間
に
合
わ
ず
、
老
人
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
直
ち
に
救

命
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
た
が
、
二
時
間
後
に
死
亡
し
た
。

外
見
に
特
に
異
常
が
無
か
っ
た
の
で
、
遺
体
を
解
剖
し
て

調
べ
た
が
致
命
的
な
脳
出
血
も
心
筋
梗
塞
等
も
特
に
発
見

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
老
人
の
死
因
は
車
に
衝
突

し
た
こ
と
と
決
め
ら
れ
た
。
走
っ
て
き
た
車
に
ぶ
つ
か
り

即
死
で
あ
れ
ば
死
因
に
つ
い
て
議
論
の
余
地
も
無
い
が
、

上
記
の
例
の
よ
う
に
時
間
が
経
っ
て
の
死
亡
も
、
入
念
な

調
査
の
結
果
、
特
に
他
の
重
大
な
死
因
と
な
る
異
常
が
発

見
で
き
な
け
れ
ば
、
車
に
衝
突
し
た
こ
と
が
原
因
で
死
ん

だ
と
医
学
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
。

医
学
的
に
こ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
れ

ば
、
経
験
的
に
車
に
衝
突
し
た
後
数
時
間
で
死
亡
す
る
例

は
自
動
車
に
衝
突
し
た
の
が
原
因
と
し
て
大
過
な
い
と
言

い
得
る
こ
と
に
な
る
。

逆
に
言
う
と
、
車
に
衝
突
す
れ
ば
死
亡
す
る
例
が
多
い

こ
と
が
、
経
験
的
に
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
経
験
則
と
は
い

え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
前
段
で
詳
細
に
批

判
、
反
論
し
た
川
崎
訴
訟
の
判
決
は
経
験
則
を
踏
ま
え
た

も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
科
学
的
に
は
勿
論
、

経
験
的
に
も
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
が
書
き
連

ね
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
の
原
告

個
々
に
つ
い
て
、
上
記
の
a
(大
気
汚
染
へ
の
暴
露
)
が

な
け
れ
ば
b
(呼
吸
器
疾
患
へ
の
罹
患
)が
な
い
と
い
う
関

係
は
緻
々
述
べ
た
よ
う
に
、
経
験
則
の
裏
付
け
が
示
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
a
と
b
と
の
間
に
は
到
底
、
法
的
因
果

関
係
を
認
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
と
強
調
し
た

い
。
ま
た
、
特
に
判
事
た
ち
が
証
拠
を
離
れ
て
独
自
の
判

断
を
下
す
の
は
、
厳
に
謹
ん
で
も
ら
い
た
い
点
で
あ
る
。

裁
判
上
の
因
果
関
係
の
判
断
は
科
学
的
の
そ
れ
と
は
異

な
る
。
高
度
の
蓋
然
性
の
証
明
と
は
正
に
そ
の
こ
と
を
示

す
。
し
か
し
、
本
件
の
よ
う
に
本
質
的
に
科
学
的
評
価
を

前
提
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
案
で
、
法
的
評
価
が
科
学
の

側
で
見
て
、
突
飛
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も

当
然
で
あ
る
。

七

道
路
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

少
し
古
い
が
、
平
成
一
〇
年
三

月
に
道
路
審
議
会
か

ら
、
｢よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
実
現
に
向
け
て
｣
と
題
す

る
答
申
が
発
表
さ
れ
た
。
内
容
は
ま
こ
と
に
劃
期
的
で
、

前
出
の
川
崎
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
の
和
解
条
項
を
先
取
り

し
た
よ
う
な
総
合
的
な
内
容
で
あ
る
。
騒
音
関
係
を
除
き

-
沿
道
環
境
改
善
の
た
め
の
基
本
的
方
向
ー
と
し
て
、
以

下
の
項
目
を
強
調
し
て
い
る
。
答
申
の
概
要
が
一
覧
表
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
図
3
に
示
し

て
お
く

(7
)。

図
3
の
方
向
を
実
現
す
る
た
め
の
新
た
な
施
策
展
開
と

し
て



1

道
路
環
境
改
善
の
た
め
の
道
路
整
備

四
項
目
の
施
策
が
例
示
さ
れ
て
い
て
、
目
を
り
く

の
は
広
く
一
般
の
評
価
を
得
る
た
め
の
道
路
整
備
計

画
の
期
待
さ
れ
る
効
果
を
、
広
く
情
報
公
開
し
住
民

を
含
め
た
関
係
者
の
合
意
を
得
る
努
力
を
す
る
と
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
時
間
が
か
か
ろ
う
が
、
目
的
達

成
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
高
く
評
価
し
得
る
で
あ

ろ
う
。

2

低
公
害
車
の
開
発
と
普
及

3

住
民
等
の
参
画
に
よ
る
交
通
需
要
調
整
の
導
入

こ
の
内
容
は
、
大
都
市
圏
で
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
大
気
質
が
環
境
基
準
を
超
え
て
い
る
地
域
で
は
、

車
の
利
便
性
に
大
き
く
依
存
し
た
生
活
、
経
済
、
社

会
活
動
を
見
直
し
、
自
動
車
交
通
需
要
を
調
整
す
る

と
踏
み
込
ん
だ
施
策
の
実
施
を
提
言
し
て
い
る
。
そ

の
実
現
を
計
る
た
め
に
関
係
事
業
者
･
住
民
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
て
い

る
。

沿
道
周
辺
住
民
は
、
争
う
相
手
で
は
な
く
、
協
調
し
て

道
路
環
境
改
善
を
実
現
し
て
い
く
上
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
と
の
、全
く
新
し
い
視
点
･
方
向
を
提
示
し
て
い
る
。

以
上
が
、
平
成
一
〇
年
一
一
月
の
道
路
審
議
会
答
申
の
骨

子
で
あ
る
が
、
川
崎
訴
訟
の
和
解
条
項
も
正
に
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
育
成
と
発
展
が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
平
成
三

年
三

月
二
九
日
に
新
た
に
道
路

Q
J図

- 沿線環境改善のための基本的方向…

“ 基本理念＼ 分 ^ 1
経済. 社会活動を支えている幹線道路の役割と沿道に居住する人々の生活環境の保全との両立

基本的方向〆

ー

ー
緻の

~勤、と勃

l
11l

働

部

蹴

“

撒

靭
勲

黛箋
稼

整

者

一
は

嬬
鰍

刃

鰐

通

、

羸
椴
鬘

碑
螂

皺
嬬

、

貸と

鰤
隊

圏

行

醗
扱

嫌
聯

Il

体

曖
癒
し
鯛

靴
嗽芝

地-兀

鸚喀
縄齋

緘

粥蟷

態

獺鰭

-

溌篦

る

瀦蹴沿,よ
い攪造構繊は療地れが務境

急
環
が

に
と

現
こ

審
議
会
の
答
申
が
発
表
さ
れ
た
。
今
回
の
答
申
は
直
前
に

述
べ
た
答
申
と
は
根
本
的
に
発
想
が
異
な
り
、
持
続
的
な

発
展
を
目
指
し
て
地
球
温
暖
化
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
①

の
削
減
を
目
指
す
点
を
主
体
と
し
て
い
る
。

現
在
、
国
内
で
の
⑩
の
排
出
各
部
門
の
う
ち
運
輸
部
門

か
ら
は
、
一
九
九
七
年
の
時
点
で
全
体
の
二
一
%
に
達
し
、

実
に
そ
の
中
の
九
割
が
自
動
車
利
用
か
ら
発
生
す
る
も
の

で
あ
る
。
一
九
九
七
年
京
都
で
開
か
れ
た
国
際
連
合
枠
組

条
約
第
三
回
締
約
国
会
議

(C
O
P
3
)
で
、
二
〇
三
一

年
迄
に
わ
が
国
の
境
排
出
量
を

一
九
九
〇
年
水
準
か
ら

六
%
削
減
す
る
こ
と
を
国
際
的
に
公
約
し
て
い
る
。
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
政
府
は
各
部
門
で
の
觴
排
出
削
減

量
、
排
出
の
延
び
率
の
低
下
目
標
を
定
め
て
公
表
し
て
い

る
。
運
輸
部
門
で
は
一
九
九
〇
年
に
比
し
て
、
一
九
九
七

年
の
実
績
は
二
一
%
の
延
び
と
な
っ
て
い
て
、
政
府
が
定

め
た
二
〇
三
一年
迄
の
延
び
の
目
標
値
一
七
%
を
超
え
て

い
て
、
実
現
の
難
し
さ
を
伺
わ
す
現
状
で
あ
る
。

新
し
い
審
議
会
答
申
は
、
｢本
当
の
意
味
で
の
自
動
車

の
効
用
を
享
受
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
球
市
民
と
し
て

の
マ
ナ
ー
を
も
っ
た
道
路
利
用
が
前
提
と
な
る
｣
と
歌
い

あ
げ
、
二
一
世
紀
の
道
路
政
策
の
基
本
に
据
え
て
居
る
。

国
民
の
一
人
一
人
が
不
用
な
自
動
車
利
用
を
止
め
る
こ

と
、
自
動
車
か
ら
多
様
な
交
通
モ
ー
ド
へ
の
転
換
、
道
路

空
間
を
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
資

す
る
と
同
時
に
良
好
な
景
観
を
形
成
し
、
道
路
自
体
が
よ

り
良
い
環
境
創
出
の
た
め
の
質
の
高
い
性
能
や
構
造
を
持
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っ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
具
体

的
な
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
中
心
と
し
て
い
た
平
成
一

〇
年
の
答
申
か
ら
は
根
本
的
な
転
換
で
あ
る
。
図
4
に
、

新
し
い
答
申
の
概
要
を
示
す
表
の
一
部
を
提
示
し
て
お
く

(8
)0

図
4
か
ら
は
省
い
た
が
、
具
体
的
に
展
開
し
て
い
く
と

す
る
各
施
策
の
個
々
は
必
ず
し
も
新
し
い
も
の
で
は
無

　　　図

◎理念 :環境と調和した循環型の持続可能な経済社会を実現し、 未来によりよい
環境を引き継ぐ

ー娠微繊れ祖芝邦αJも湾妙梯緘飾臟
神
職鮨
道路利用 暸繊鮫公髓鰄

歩
肋

徒
利

し
轆霜疑

織翳瀕
鞠
換

動
転

目
の

、 く^
道路のあり方
^ ^ ′̂̂ 、

るき露1力棚いしわさ
、裔鰄

靴
勿

臟
挙

圦
外

泌
ネ

,力
,蘂%繊

で
い癪緑質

、へ、̂ 、′ 、̂^
、取り組み ^

^ 、 ･･
肛創と

進無
鱗

り
み

取
組

な
り

的
取琳

梁
の
用

り
活

と
を

ひ
ア叺伊

獸
拶

る
術射殺

利
た

を
新

路

･

道
夫

い
。
し
か
し
、
自
動
車
利
用
者
の
発
想
の
転
換
を
求
め
る

答
申
の
基
本
理
念
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
時

間
が
か
か
っ
て
も
自
動
車
利
用
か
ら
発
生
す
る
鮠
の
削
減

に
結
び
つ
い
て
い
く
と
期
待
し
て
い
る
。

八

お
わ
り
に

今
日
以
降
の
環
境
問
題
は
新
し
い
道
路
審
議
会
の
答
申

が
基
本
理
念
に
据
え
て
お
り
、
地
球
レ
ベ
ル
で
考
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
継
続
的
な
発
展

(の伝
言
日
き
布

旨
く
の
け
5
8
①
□
□
●

を
目
指
し
て
、
各
種
の
問
題
点
に
わ

が
国
は
、
そ
の
経
済
力
か
ら
も
他
の
先
進
諸
国
と
協
調
し

て
解
決
に
努
力
を
す
る
と
宣
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

現
状
で
あ
る
時
に
、
古
く
か
ら
の
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
に

科
学
の
世
界
で
も
認
知
さ
れ
得
る
合
理
的
な
、
従
っ
て
公

正
な
判
断
と
結
論
が
下
さ
れ
、
一
刻
も
早
く
全
て
の
訴
訟

例
を
終
わ
ら
せ
、
二
一
世
紀
の
問
題
に
国
も
国
民
も
、
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
確
信
を
す
る
次
第

で
あ
る
。

甚文

献
…

1

猿
田
南
海
雄
…
多
奈
川
判
決
の
め
閾
濃
度
に
関
す
る
判
断
の
医

学
的
当
否
に
つ
い
て
、
産
業
と
環
境

"
増
②
、
一
九
七
八

2

前
田
和
甫
"
川
鉄
千
葉
公
害
訴
訟
判
決
の
論
点
-
と
く
に
疫
学

資
料
の
評
価
に
つ
い
て
、
法
律
の
ひ
ろ
ば
"
“
②
、
一
九
八
九

3

松
村
弓
彦
、
前
田
和
甫

"
疫
学
に
お
け
る
定
量
的
評
価
と
裁
判

上
の
利
用
-
川
崎
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
一
審
判
決
を
素
材
と
し

て
、
法
律
の
ひ
ろ
ば
…
“
12
、
一
九
九
四

4
▲
]
幻
rこ
･"m"□
乙の
、H′田
曰
乙
の打
巴
…"m}片
0コ
[ー[①=ロ
日
罔
声
□
oのにHの
[o
o如
巳
層
ロ
}

Z
･一[汽0
較
①□
“□
-○
N
[A
①
"□
○
①
の
Z
d
[
せ
0
[の
ロ
ロ
鰻
什の
、>
-“〆"
P
て

刃
ののb
o□
の一く
の
□
④
のの
什○
の
仁
一惜こ
H
“O
MO
N
一亀
④
-□
>
効
[封
H日
田
□
n

の
に豆
①会
“
》
呂
肝白
く
四
閑務
勺
日

目
の

本
屋
の鎚
ー
の箔
･
お
りo

5

前
田
和
甫
"
罔
□
三
の日
-巳
o増

野
oのれ
什の
せ
目
許

そ
の
後
、
疫

学
会
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
施
辺

一
九
九
八

6

松
村
弓
彦
"
道
路
公
害
訴
訟
と
和
解
、
法
律
の
ひ
ろ
ば
、
52
8
,

一
九
九
九

7

道
路
審
議
会
答
申
、
｢よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
実
現
に
向
け
て
｣、

平
成
一
〇
年
三

月

8

道
路
審
議
会
答
申
｢地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
今
後
の
道
路

政
策
に
つ
い
て
｣
平
成
二
年
二
月

道行セ 2000. 7
′
2

道路審議会答申
｢地球温暖化防止のための今後の道路政策について｣

- 未来へ引き継ぐ環境のための政策転換-



り先進情報技術展
m GIFU｣の開催について

岐阜県基盤整備部都市整備政策課

一

情
報
化
に
つ
い
て

二
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
情
報
化
、
国
際
化
、
技
術

革
新
、
成
熟
化
、
高
齢
化
な
ど
世
界
的
な
メ
ガ
ト
レ
ン
ド

の
な
か
で
、
も
っ
と
も
大
き
く
世
界
の
歴
史
を
変
え
て
い

く
流
れ
は

｢情
報
化
｣
で
す
。

歴
史
的
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
世
界
的
な
経
済
発
展

を
支
え
て
き
た
技
術
革
命
に
は
、
次
の
も
の
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
ず
、
｢船
舶
｣
｢海
運
｣
の
時
代
で
す
。
次
に
、

｢鉄
道
｣
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
り
、
人
、
モ
ノ

の
大
量
輸
送
手
段
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

｢自
動
車
｣
が
登
場
し
、
大
量
輸
送
か
ら
個
別
輸
送
へ
と

人
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
よ
う
移
動
手
段
の
自
由
度
が
拡
が

り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
や
第
四
の
革
命
と
も
い
え
る

｢
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
時
代
の
ま
っ
た
だ
中
に
い
ま
す
。

こ
の
世
界
的
な
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
を
受
け
て
岐
阜
県
で
は

｢高
度
情
報
基
地
ぎ
ふ
,情

場
‘
｣
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
｢情
場
｣
と
は
、
情
報
社
会
に
お
け
る
情
報
価
値

生
産
の
場
を
意
味
し
、
農
業
社
会
に
お
け
る

｢農
場
｣
、

工
業
社
会
に
お
け
る
｢工
場
｣
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、

情
報
社
会
に
お
け
る
情
報
生
産
の
重
要
性
を
強
く
意
識
し

た
理
念
で
す
。

二

岐
阜
県
の
情
報
施
策
に
つ
い
て

　　

岐
阜
県
で
は
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
研
究
開
発
や
優
秀
な

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制
作
の
人
材
育
成
を
図
る
た
め
県
西
部
の

大
垣
市
に

｢
ソ
フ
ト
ビ
ア
ジ
ャ
パ
ン
｣
を
平
成
八
年
度
に

開
設
し
ま
し
た
。
本
施
設
は
既
存
情
報
産
業
に
分
譲
す
る

た
め
の
分
譲
地
や
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
以
外
に
も
、
情
報
産
業

の
孵
化
器
と
し
て
の
役
割
を
担
う
べ
く
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

ト
ル
ー
ム
を
設
け
一
年
目
の
部
屋
使
用
料
･
共
益
費
を
無

料
に
す
る
な
ど
情
報
産
業
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成
三
一年
に
は
、
イ
ン
キ
ユ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
を

一
〇
〇
室
擁
す
る
ソ
フ
ト
ビ
ア
ジ
ャ
パ
ン
･
イ
ン
キ
ユ
ベ

ー
ト
ビ
ル

(仮
称
)
が
完
成
し
ま
す
。
今
回
の
新
築
工
事

で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は

｢C
A
L
S
/
E
C
｣
を
本
格

導
入
し
て
い
る
事
で
す
。
｢C
A
L
S
/
E
C
｣
と
は
、

工
事
に
関
す
る
す
べ
て
の
情
報
を
電
子
化
し
、
発
注
者
、

設
計
事
務
所
、
工
事
事
務
所
、
協
力
会
社
、
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
と
、
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
の
交
換
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

(V
R
)
技
術
に
関

連
す
る
産
業
を
集
積
す
る
た
め
岐
阜
県
中
央
部
の
各
務
原

市
に
V
R
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

三

円
0
ヨ
<
℃
に
し『
吶
o
刀
三
ヲ
の
事
こ

ー
都
市
づ
く
り
先
進
情
報
技
術
展
ー
に
つ
い
て

情
報
技
術
の
進
展
と
と
も
に
、
都
市
づ
く
り
は
、
今
、

新
た
な
段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
環
境
/
エ
ネ
ル

ギ
ー
/
バ
リ
ア
フ
リ
ー
/
活
性
化
!
!
･山
積
み
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
応
え
、
人
々
の
活
動
を
支
え
る
し
な
や
か
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で
活
き
活
き
と
し
た
都
市
に
、
と
再
生
し
て
い
く
方
法
が

求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
こ
の
よ

う
な
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
の
新
技
術
が
、
各
方
面

か
ら
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
情
報
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
、
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
、
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
、
防
災
関
連
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
建
設
･
土

木
関
連
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
す
。
情
報
技
術

(I
T
)
を
核

と
す
る
こ
れ
ら
の
技
術
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
機
能
を
支

え
る
共
通
基
盤
と
し
て
、
ま
た
、
都
市
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
共
通
ツ
ー
ル
と
し
て
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
で
は
、
都
市
と
都
市
づ
く
り
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
と
い
う
べ
き
こ
れ
ら
の
先
進
情
報
技
術
を
一
堂
に
集

め
、
全
国
の
都
市
づ
く
り
に
関
わ
る
人
々
に
お
見
せ
す
る

た
め
に
、
都
市
づ
く
り
先
進
情
報
技
術
展

｢n

o
n
て

せ
せ
◇
弓
母
O
刃
呂

日

O
曰
已

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
展

示
会
に
お
い
て
は
、
都
市
づ
く
り
の
先
進
技
術
情
報
を
五

つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

▽
ジ
ャ
ン
ル
ー

建
設
･
土
木
関
連
シ
ス
テ
ム

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
や

計
算
機
能
を
利
用
し
な
が
ら
製
図
を
行
う
C
A
D
/

C
G
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
調
達
側
と
供
給
側
が
シ
ス
テ

ム
を
共
有
し
作
業
の
効
率
化
を
図
る
建
設
C
A
L

S
/
E
C
を
展
示
し
ま
す
。

響緘
塾
鸚

　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

災
へ
災
市
シ

防
民
防
都
な

る
住

、
、ま

等

oら
で
ざ

を
示
が
ま
ま

市
展
ム
ム
き

部
に
テ
テ
る

o

う
心
ス
ス
守
甘

が
中
シ
シ

、ま

寄

書
を
僕
A
り
し

災
ム
提
0
く
介

◆

な
テ
報
の
つ
紹

ま
ス
情
関
を
を

g

ざ
シ
災
機
金
ム

ま
遠
防
策
安
テ

さ
関
の
対
の
ス

き参議夕な静欲好も“叙事タ!‘ 'なぜ
都市づくりに携わる専門家のための
情報システム･機器を展示。各種C A D
/ C G システムから施工現場の効率

し
、
北

0

　
　

す
に
ま

-｣
ら
一し

能
さ
介

可

、紹

を
で
を

化
ま
う

道々テセ 2000.

竇鷹遡圏褻週ヲ又券箋
国を中心とした積極的取り組みでま
すます話題と期待を集めている高度
道路交通システム (ITS )を中心に展
示。その技術 ･製品動向と都市交通
の在り方を変える具体的可能性を紹
介します。

　　　　　　　　　　　　
都市の情報インフラ構築に必須とな
る各種システム ･機器を展示。ベー
スとなる各種逓信システムから、効
率的な情報提供 ･収集の方法、行政
のオープン化 ･効率化に求められる
仕組みなどまで紹介します。

5 つの出展ジャンル



▽
ジ
ャ
ン
ル
2

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

国
を
中
心
と
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
に
つ

い
て
、
そ
の
技
術
･
製
品
動
向

･
都
市
交
通
の
あ
り

方
を
変
え
る
具
体
的
可
能
性
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
ジ
ャ
ン
ル
3

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

都
市
が
持
つ
膨
大
な
文
字
･数
値
情
報
と
ビ
ジ
ュ
ア

ル
情
報
と
の
結
合
を
可
能
と
す
る
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
(G
I
S
)
の
基
本
･開
発
シ
ス
テ
ム
か
ら
各
種
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
そ
の
全
貌
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
ジ
ャ
ン
ル
4

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
シ
ス
テ
ム

光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
を
活
用
し
た
都
市
の
情
報
イ
ン

フ
ラ
構
築
に
必
須
と
な
る
各
種
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
効

率
的
な
情
報
提
供
･
収
集
の
方
法
、
行
政
の
オ
ー
プ

ン
化
･
効
率
化
に
求
め
ら
れ
る
仕
組
み
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

▽
ジ
ャ
ン
ル
5

防
災
関
連
シ
ス
テ
ム

住
民
へ
の
防
災
関
連
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
防
災
対
策

機
関
の
O
A
シ
ス
テ
ム
ま
で
、
都
市
の
安
全
を
つ
く

り
、
守
る
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

○
会
期
"
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
日
内
~
三
月
三
日
@

○
会
場
"
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ア
ル
セ
ン
タ
ー

○
交
通
機
関 (岐

阜
市
長
良
福
光
大
野
二
六
七
五
ー
二
人
)

…
J
R
岐
阜
駅
又
は
名
鉄
新
岐
阜
駅
か
ら

岐
阜
市
営
バ
ス
で

約
二
〇
分

J
R
岐
阜
駅
か
ら
会
場
ま
で
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

連
行
し
ま
す
。

○
連
絡
先
…岐
阜
県
都
市
整
備
政
策
課

担
当
…
桂
川
･
野
田

T
E
L

0
五
八
ー
二
七
ニ
ー

ニ

ニ

F
A
X

(内
線
三
七
五
三
ー
-三
七
五
四
)

○
五
人
-ー
-二
七
-
--
七
六
八
六

30 道行セ 2000.

皆
様
に
は
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

会場案内図

　 　　 　　　 　　 　　 　　　
　

　　　　 　 　

J R 岐阜駅または名鉄新岐阜駅から、 バスで約20分

※会期中は、 J R 岐阜駅より会場までのシャトルバスを

毎日連行しています

岐阜メモリアルセンター (展示会場)



一
〇
月
二
〇
日
調
査
団
員
総
勢
二
二
名

(通
訳
等
の
添

乗
員
を
含
む
)
が
、
道
全
協
及
び
各
関
係
者
の
方
々
の
暖

か
い
見
送
り
を
受
け
不
安
と
期
待
と
を
胸
に
秘
め
て
成
田

を
出
発
し
、
一
三
時
間
後
シ
カ
ゴ
に
到
着
し
て
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
入
国
の
通
関
手
続
き
を
各
自
緊
張
し
な
が
ら
も
無

事
に
済
ま
し
、
先
ず
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
視
察
･
調
査
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

当
地
で
約
二
時
間
の
乗
り
換
え
待
ち
を
経
て
、
未
だ
陽

光
の
ま
ぶ
し
い
一
四
時
頃
に
最
初
の
訪
問
先
で
あ
る
ボ
ス

ト
ン
市
に
到
着
し
た
。

ボ
ス
ト
ン
市
は
、
人
口
約
五
七
万
四
千
人
･
面
積
一
二

三
蝸
と
ア
メ
リ
カ
で
も
さ
ほ
ど
大
都
市
と
は
呼
べ
な
い

が
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
か
ら
の
独
立
を
果
た
し
た
ア
メ
リ

カ
独
立
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た
由
緒
あ
る
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
地
方
の
中
心
地
で
あ
り
、
近
代
的
な
ビ
ル
が
林
立

す
る
な
か
、
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
に
点
在
す
る
二
〇
〇
年

の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
古
い
石
畳
の
歩
道
と
レ
ン
ガ
作

り
の
建
築
物
等
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
が
混
在
し
、

一
見
す
る
と
無
秩
序
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
が

微
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
の
州
都
で
あ
る
。

人
々
は
自
ら
を

｢ポ
ス
ト
ニ
ア
ン
｣
と
呼
び
、
二
〇
〇

年
の
歴
史
と
と
も
に

褒
高
り
｣
と

｢伝
統
｣
を
重
ん
じ
て

い
る
。
ま
た
、
同
市
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
代
表
す
る

学
郡
で
あ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
等
名
だ
た
る
大
学
が
六
〇
近
く
あ
り
、
加
え
て

現
代
ア
メ
リ
カ
を
支
え
る
ハ
イ
テ
ク
企
業
が
七
〇
〇
社
余

り
も
立
地
し
て
い
る
都
市
で
も
あ
る
。

テ
ー、

1
し

、.･

J′‐

　
　　　、ノIト

ー
、ノ、ン[ソ

第4回海外道路視察 ･アメリカ合衆国

去
る
一
〇
月
二
○
白
か
ら
二
九
日
ま
で
の
一〇
日
間
、
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
主
催
の
第
四
回

海
外
道
路
視
察
に
参
加
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
主
要
五
都
市
の
道
路
行
政
及
び
道
路
整
備
状
況
を
視
察
･
調
査
す
る

機
会
を
得
た
。

今
回
は
、
前
回
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

(デ
ン
マ
ー
ク
･
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
･
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
及
び
フ
ラ
ン
ス
)
四
ヶ
国
と

は
違
い
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
我
々
が
目
的
と
し
た
視
察
･
調
査
の
う
え
で
衆
知
の
事
実
で
あ
る

車
社
会
大
国
に
即
し
た
道
路
整
備
等
に
関
し
て
大
い
に
得
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
大
い
に
賣
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

各
主
要
都
市
訪
問
先
で
は
、
我
々
の
視
察
･
調
査
に
対
し
て
懇
切
丁
寧
な
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
訪
問
を
通
じ
て
交
友
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
日

米
親
善
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

以
下
、
視
察
･
調
査
し
た
各
諸
都
市
の
道
路
事
情
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

道々マセ 2000, 7!マ
ン

道路局路政課道路利用調整室建設専門官

瀬之ロ 紀夫



翌
二
一
日
我
々
は
、
最
初
の
訪
問
先
で
あ
る
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
に
赴
き
、
マ
イ
ケ
ル
･
エ
ル
･
ジ
ョ

ロ
フ
教
授

(建
築
都
市
計
画
部
)
に
お
会
い
し
た
。
同
教

授
は
、
都
市
計
画
関
係
で
は
世
界
的
な
権
威
者
で
あ
り
、

日
本
に
も
各
関
係
機
関
の
依
頼
で
度
々
来
日
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
日
本
の
道
路
行
政
を
良
く
理
解
し
て
お
ら
れ
る

よ
う
で
、
先
ず
、
ボ
ス
ト
ン
市
で
は
日
本
と
は
違
い
基
本

的
に
地
域
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
行
政
側
が
充
分
に
考

慮
し
な
け
れ
ば
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
及
び
地
域
住
民
の
要
望
に
添
っ
た
予
算
措
置

を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
前
提
と
し
た
う

え
で
、
教
授
の
提
案
に
よ
り
大
学
の
授
業
ス
タ
イ
ル
で
約

マサチューセッツ工科大学にて

三
時
間
に
わ
た
り
、
ボ
ス
ト
ン
市
中
心
街
を
通
過
し
て
い

る
高
架
式
高
速
道
路
を
住
環
境
･
都
市
環
境
を
優
先
に
と

い
う
市
民
の
意
向
を
受
け
て
地
下
化
に
改
築
す
る
に
至
っ

た
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯
及
び
都
市
計
画
の
一
環

′と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
大
規
模
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
整
備
の
内
容
等
、
将
来
の
ボ
ス
ト
ン
市
に
お
け
る
発
展

の
可
能
性
や
整
備
に
際
し
て
の
課
題
等
に
つ
い
て
分
か
り

易
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
団
員
一
同
感
激
し
た
も
の
で

あ
る
。

翌
二
二
日
は
、
ボ
ス
ト
ン
市
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向

け
て
本
家
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
疾
走
す
る
バ
ス
の
車
中
に
い

た
。車

窓
か
ら
見
え
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
は
、
郊
外
に
出
る
と
ほ

ぼ
一
直
線
の
平
坦
な
道
路
に
な
っ
て
お
り
、
片
側
三
車

線
×
二
、
中
央
帯
は
二
車
線
分
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
ほ
ど

の
植
樹
帯
で
区
分
さ
れ
、
か
つ
、
一
部
区
間
は
、
完
全
に

セ
パ
レ
ー
ト
で
、
沿
道
の
法
面
、
落
石
防
止
柵
と
か
一
切

無
く
、
自
然
と
良
く
調
和
し
た
形
で
設
計
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
は
、
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

た
だ
、
古
く
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
建
設
さ
れ
た
せ
い
も
あ

っ
て
か
、
路
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
や
、
橋
梁
が
鉄
骨

む
き
出
し
の
姿
で
殆
ど
橋
梁
塗
装
が
さ
れ
て
い
な
い
現
況

を
ま
の
あ
た
り
に
し
、
構
造
上
、
大
丈
夫
な
の
か
な
と
気

に
な
っ
た
。
(後
で
聞
い
た
が
、
東
海
岸
エ
リ
ア
は
、
地

震
は
過
去
に
全
く
発
生
し
て
い
な
い
か
ら
心
配
な
い
?

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

へ
行
く
途
中
で
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
ン

タ
ー

(P
A
/
s
A
)
I
N
･
C
O
N
N
E
T
I
C
U
T

に
寄
り
、
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
政
府
道
路
局
の
靴

ア
レ
ッ
ク
ス
･
ダ
ッ
ド
レ
イ
に
会
い
、
ボ
ス
ト
ン
.
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
間
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
施
設
等

に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

氏
に
よ
る
と
、
S
A
施
設
内
の
飲
食
等
の
サ
ー
ビ
ス
施

設
は
、
一
〇
年
前
ま
で
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ス
タ
イ
ル
で
あ

っ
た
が
、
時
代
の
波
と
と
も
に
現
在
は
日
本
で
も
お
馴
染

み
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
等
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル

に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
実
際
、
大

型
車
両
等
を
考
慮
し
た
大
型
駐
車
場
を
備
え
た
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
を
主
体
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
道
路
交

通
事
故
、
渋
滞
、
案
内
等
の
道
路
交
通
情
報
提
供
等
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
全
く
な
く
、
そ
の
必

要
性
を
認
識
し
て
は
い
る
も
の
の
、
予
算
と
の
兼
ね
合
い

か
ら
数
年
後
に
導
入
す
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
話
を
聞
い

て
、
こ
の
点
で
は
、
日
本
が
優
れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な

自
信
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
ハ
イ
ウ
ェ
イ

を
走
行
す
る
車
両
も
多
く
な
り
、
他
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
等
も

幾
重
に
も
集
中
し
始
め
、
世
界
第
四
位
の
高
さ
を
誇
る
世

界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
等
の
高
層
ビ
ル
群
が
林
立
す
る
座

　
う -



天
楼
が
目
の
前
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内

に
入
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、
人
口
約
七
三
二
万
人
で
、
東
京

と
並
ぶ
大
都
市
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
･
芸
術
、
経

済
等
の
中
心
地
で
あ
り
、
そ
の
豊
か
な
創
造
性
と
経
済
動

向
は
、
世
界
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
種

も
白
人
、
黒
人
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
、
チ
ャ
イ
ナ
系
等
多

人
種
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
街
の
富
と
繁
栄
を
築

き
上
げ
て
い
る
。
特
に
、
一
夜
に
し
て
巨
万
の
富
を
築
く

サ
ク
セ
ス
･
ス
ト
ー
リ
ー
は
数
多
く
、
五
番
街
や
リ
バ
ー

サ
イ
ド
･
ド
ラ
イ
ブ
は
、
そ
れ
ら
の
者
た
ち
の
大
邸
宅
で

占
め
ら
れ
て
い
る
。
反
面
、
こ
の
街
は
、
人
口
の
増
加
、

犯
罪
の
多
発
、
住
宅
や
学
校
の
不
足
、
近
年
、
日
本
で
も

国
会
で
話
題
と
な
っ
て
い
る

｢ホ
ー
ム
レ
ス
｣
問
題
な
ど

大
都
市
に
つ
き
も
の
の
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ま

た
、
同
市
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ブ
ロ

ン
ク
ス
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
、
ス
テ
イ
ト
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
の
五

つ
の
区
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
中
心
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
道
路
は
、
整
然
と
し
た
碁
盤
状
で
、
ア
ベ
ニ
ュ
ー
は
南

北
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
は
東
西
に
伸
び
て
い
る
。
殆
ど
の
ス

ト
リ
ー
ト
は
一
方
通
行
で
、
偶
数
は
東
へ
、
奇
数
は
西
へ

の
通
行
に
な
っ
て
い
る
が
、
ご
た
ぶ
ん
に
も
れ
ず
東
京
と

図 E -Z P A S S の構成概要

一ユーヨーク 5 番街周辺



同
様
に
交
通
渋
滞
や
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
染
物
質
に
よ

る
沿
道
環
境
の
悪
化
等
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

こ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
の
訪
問
先
で
あ
る
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
港
湾
局
を
訪
れ
、
今
、

早
期
に
有
料
道
路
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
･
円
滑
な

交
通
流
を
図
る
た
め
に
日
本
で
も
導
入
し
よ
う
と
し
て
い

る
I
T
S
に
関
連
し
て
、
道
路
の
円
滑
化
を
図
る
観
点
か

ら
既
に
実
施
し
て
い
る
自
動
料
金
シ
ス
テ
ム
E
I
Z
P
A

S
S
導
入
促
進
の
現
況
普
及
度
合
、
問
題
点
及
び
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
外
の
地
域
と
の
連
携
を
図
り
E
ー
Z
P
A
S
S

の
一
層
の
利
用
促
進
の
た
め
に
必
要
と
な
る
標
準
シ
ス
テ

ム
の
策
定
状
況
等
に
つ
い
て
帷
マ
リ
ア
,
マ
ロ
ニ
ー
,
ホ

ッ
ヂ
ス
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た

(図
1
･
2
6
3
)
。

二
五
日
、
い
よ
い
よ
我
々
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
首

都
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
D

･
C
に
入
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
D
･
C
は
、
人
口
約
六
三
万
人
、
面
積
は

約
一
･
七
九
船
と
日
本
の
政
治
･
行
政
の
中
心
で
あ
る
霞

が
関
地
区
を
含
む
千
代
田
区
の
約
1
/
10
で
あ
り
、
日
本図 3 アメリカ合衆国における E T C 網

か
ら
日
米
親
善
･
友
好
の
記
念
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
桜
の

木
が
林
立
す
る
話
で
有
名
な
ポ
ト
マ
ッ
ク
湖
畔
に
、
首
都

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
行
政
都
市
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る

都
市
計
画
に
基
づ
き
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
一
部
と
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
一
部
を
割
じ
ょ
う
し
て
作
ら
れ
た
東
京

の
二
三
特
別
区
と
似
て
い
る
特
別
自
治
区
で
あ
る
。

特
別
自
治
区
の
た
め
、
議
会
制
民
主
主
義
を
尊
重
し
て

い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
無
投
票
の
下
院
議
員
が
任
命

さ
れ
る
が
、
上
院
議
席
は
な
い
と
い
う
興
味
深
い
議
員
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
D
･
C
は
、
全
世
界
の
人
々

(各
国
大
使
館

が
多
数
存
在
し
て
い
る
)
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
全
土
の

代
表
者
が
集
ま
っ
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
都
会
で
、
壮
大

な
建
築
物
、
街
路
樹
の
緑
の
多
い
広
い
通
り
や
遊
歩
道
の

あ
る
美
し
く
風
格
あ
る
街
で
も
あ
り
、
人
口
の
半
数
以
上

を
占
め
る
政
府
関
係
の
職
員
と
年
間
一
、
五
〇
〇
万
人
以

上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
都
市
で
も
あ
る
。

道
路
に
つ
い
て
み
る
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
D

･
C
周
辺
の

州
の
名
前
の
つ
い
た
主
要
道
路
が
、
国
会
議
事
堂
か
ら
扇

状
に
広
が
り
、
碁
盤
状
に
整
然
と
区
画
さ
れ
た
一
般
道
路

と
交
差
し
て
い
る
、
近
代
的
か
つ
効
率
的
な
道
路
交
通
機

能
を
有
す
る
ス
マ
ー
ト
な
道
路
網
を
構
成
し
て
い
る
。

D
･
C
地
区
に
は
、
多
数
の
内
外
の
政
府
機
関
の
ビ
ル

群
が
秩
序
よ
く
建
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ビ
ル
群
は
、
国

会
議
事
堂
と
対
面
し
て
建
設
さ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
記
念
塔

(初
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
記
念
碑

･
高
さ
一
六
九

図 2 E - Z P A S Sの普及概要
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図 4

う
回
答
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
に
入
っ
て
き
て
、
一
時

は
、
当
視
察
の
調
査
が
目
的
を
達
成
で
き
な
く
な
る
も
の

と
困
惑
し
た
が
、
同
連
邦
政
府
道
路
局
と
コ
ン
タ
ク
ト
を

国 と と は う本
大
使
館
内
に
て
連
邦
政
府
の
道
路
整
備
の
歴
史

(図
4

参
照
)、
道
路
整
備
の
役
割
、
予
算
等
に
つ
い
て
レ
ク
チ

ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。

1

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
道
路
整
備
水
準

(
一
九

九
六
年
時
点
)
は
、
道
路
延
長
約
六
三
三
万
皿
で
日
本

等 て

　　
官 だ

　　
　
竹森ぞ
　　
果 在

ア コ は て
本 メ ン く き
人 リ タ な て
か 力 ク る 、

ら 合 卜 も -
日 衆 を の 時

, 米国における道路整備の歴史
1916 (T 5 ) 50 % 補助 (5年間) (7,500万ドル)
1921 (T 10) 60 % 補助 (7,500万ドル)
1933 (S 8 ) 道路に 4億ドル (国家産業復興法)
1944 (S 19) 4万マイルの全米規模州際道路網
1956 (S 31) 州際防衛道路網、 90 % 補助 (12年間)

道路特定財源 G首路信託基金) 創設
1968 (S 43) 州際道路をl,500マイル追加 (42,500マイル)
1983 (S 58) 道路信託基金にマストラ勘定を創設 (ガソリン税増税 (4→ 9

セント/ ガロン) の一部を同勘定の財源とする)
1987 (S 62) 陸上交通援助法 (5年間) で879億ドル
1991 (H 2 ) 総合陸上交通輸送効率化法 (IST E A ) (6年間) で1,550億ドル
1998 (H 10) 21世紀交通衛軍法 (T E A 21) (6年間) で2,173億ドル

m
)
以
下
の
高
さ
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
象
徴
で
あ
る
国
会
議
事
堂
を

誰
で
も
が
、
ど
こ
の
位
置
か
ら
で
も
見
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
す
が
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
発

祥
の
地
で
あ
り
、
こ
れ
を
尊
重
し
、
遵
守
し
て
い
る
こ
と

に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
事
実
、
一
歩
、
D
･
C
地
区
を

出
る
と
両
州
の
高
層
ビ
ル
群
が
林
立
し
て
い
る
と
い
う
非

常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
D
･
C
地
区
周

辺
の
道
路
は
、
放
射
状
に
分
か
り
易
く
作
ら
れ
て
お
り
、

幅
員
も
片
側
三
×
二
十
両
側
に
二
車
線
ほ
ど
の
地
域
住
民

2 , 道路整備水準
道路延長 ト約633万km (1996)

(日本の一般道路は約114万k m (1996))
( 1 ) 機能別分類 (1996)

①州際道路 (Interstate System ) 74千km (12 % ) 台 ･距離 [23.6 % ]
②その他幹線道路 (o ther A rterials)624千km (9.9 % ) [48.8 % ]
③集散道路 (C ollectors) 1,280千k m (202 % ) [l4.9 % ]
④ローカル道路 (Locals) 4,353千k m (68,8 % ) [127 % ]

(2 ) 管轄別分類 (1996)
①州政府 (State) 1,298千km (20,5 % )
②地方政府 (Local) 4,759千k m (75,2 % )
③連邦政府 (F ederal) 274千km (4,3 % )

州際道路は全て州政府の萓轄。 連邦政府が管轄する道路は、 国立公園内の道
路、 国有地 (基地等) 及び先住民居留地内の道路等に過ぎない。

なお、 地方政府とは、 郡 (C ounty)、 市町村等である。
(3 ) 舗装率

州際道路は、 100 %
その他幹線道路もほぼ100 %
集散道路は、 都市部99 %、 地方部81%
ローカル道路は、 都市部94 %、 地方部36%

に
則
し
た
駐
車
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
人
に
優
し

い
道
路
構
造
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、

歩
行
者
の
信
号
は
約
三
秒
で
青
か
ら
赤
に
変
わ
る
と
い
う

極
端
な
道
路
交
差
点
機
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
殆
ど
の
歩

行
者
は
、
堂
々
と
赤
信
号
を
無
視
し
て
横
断
し
て
お
り
、

交
通
信
号
を
遵
守
し
よ
う
と
し
て
い
た
我
々
は
、
び
っ
く

り
し
た
次
第
で
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
D
･
C
で
は
、
本
来
な
ら
ば
ア
メ
リ
カ
連

邦
政
府
道
路
局
か
ら
話
を
伺
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
諸
般

の
事
情
か
ら
同
連
邦
政
府
道
路
局
で
は
対
応
で
な
い
と
い

, 道路財源
一定の燃料税 ･車体税が道路特定財源として法律に規定されており、 ｢道路

信託基金｣ において経理 (道路勘定とマストラ勘定に区分経理) (道路勘定の
歳入は200億ドル、 年度末残高は約100億 科し)
燃料税は、 ガソリン、 ガスホール、 経由等燃料種別に税率が設定。
車体課税は、 大型車に対してのみ課税 (①トラック及びトレーラーに対する

販売時に小売価格の12 % の従価税、 ②総重量55,000ポンド (約25 t ) 以上の自
動車については、 重さに応じた税が毎年課され、 ③40ポンド (約181【g) 以上
のタイヤについても、 重さに応じて課税)
現在、 特定財源所税の全てについて暫定税率が設定されている (期限は2005

年 9月30日)。
前計画 (IST E A ) の下では、 財政再建のため、 ガソリン税、 軽油税収の一

部が一般財源に繰り入れられたが、 現蛭三の計画 (T E A 21) では一般財源への
繰人措置は廃止。
連邦予算の約 9割は、 配分公式に基づき州に補助金として配のふ。

T E A 21の概要

T ransportation E quity A ct for tl]e 21st C entury
6 年間 (98 ~ 2003会計年度)
総授権額24 73億ドル (前計画IST E A 比40 % 増)
特徴 (1 ) 均衡財政の中で予算拡大を実現

(2 ) 衡平の概念の強調
①各州への配分の衡平 (各州へ90.5 % 還元を確保)
②受益と負担の衡平

･特定財源諸税 :税率の延長
･通行料金 :リ川際道路の一部有料化

(3 ) 環境 (クリーン燃料バス補助金プログラムに10億ドル)
(4 ) 交通安全 ･新技術 (飲酒運転防止強化措置、 IT S)



の
約
一
一
四
万
如
の
六
倍
と
な
っ
て
お
り
、

○

道
路
種
類
別
で
は

①
州
際
道
路

七
四
四
千
皿

②
そ
の
他
幹
線
道
路

六
二
四
千
畑

③
集
散
道
路

一
、
二
人
0
千
皿

④
ロ
ー
カ
ル
道
路

四
、
三
五
三
千
蹴

②

道
路
管
理
別
で
は

①
州
政
府

一
、
二
九
八
千
皿

済
々

　　　
　

　
　

日本大使館にて

②
地
方
政
府

四
、
七
五
九
千
皿

③
連
邦
政
府

二
七
四
千
如

③

舗
装
率
で
は

①
州
際
道
路

一
〇
0
%

②
そ
の
他
幹
線
道
路

一
〇
0
%

③
集
散
道
路

都
市
部

九
九
%

地
方
部

八
一
%

④
ロ
ー
カ
ル
道
路

都
市
部

九
四
%

地
方
部

三
六
%

と
な
っ
て
お
り
州
際
道
路
は
す
べ
て
州
政
府
の
管

轄
。
ま
た
、
連
邦
政
府
管
轄
道
路
は
、
国
立
公
園
内
、

国
有
地

(基
地
等
)
及
び
先
住
民

(イ
ン
デ
ィ
ア
ン
)

居
住
地
内
の
道
路
と
な
っ
て
い
る
。

2

道
路
財
源
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
の
歴
史
に
お
い

て
三
回
の
制
度
制
定
が
あ
っ
た
。

の

一
九
五
六
年

(昭
和
三
一
年
)
に
法
制
定
し
、
一

定
の
燃
料
税
･
車
体
税
を
道
路
特
定
財
源

(道
路
信

託
基
金
)
を
創
設
し
、
道
路
勘
定
マ
ス
ト
ラ
勘
定
に

区
分
整
理
。

①
燃
料
税
は
、
ガ
ソ
リ
ン
･
ガ
ス
ホ
ー
ル
、
軽
油
等

燃
料
種
別
に
税
率
設
定
。

②
車
体
税
は
、
大
型
車
に
対
し
て
の
み
課
税
。
1

ト
ラ
ッ
ク
及
び
ト
レ
ー
ラ
ー
に
対
す
る
販
売
時
に

小
売
価
格
の
三
一%
の
従
価
税
。
ロ
.

総
重
量
五

五
、
○
○
0
ポ
ン
ド

(約
偽
t
)
以
上
に
つ
い
て

は
、
毎
年
、
重
量
に
応
じ
た
課
税
。
皿
,

四
〇
ポ

ン
ド

(約
一
八
庭
)
以
上
の
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
も

、毎
年
、
重
量
に
応
じ
た
課
税
。

現
在
、
特
定
財
源
諸
税
の
全
て
に
つ
い
て
暫
定

税
率
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

②

一
九
九
一
年

(平
成
二
年
)
総
合
陸
上
交
通
輸
効

率
化
法

(I
S
T
E
A
)
の
制
定

(六
年
間
)
の
下

で
は
、
財
政
再
建
の
た
め
ガ
ソ
リ
ン
税
･
軽
油
税
の

一
部
が
一
般
財
源
に
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
一

九
九
八
年

(平
成
一
〇
年
)
に
制
定
さ
れ
た
二
一
世

紀
交
通
衡
平
法

(T
E
A
二
一
･
六
年
間
)
で
は
、

一
般
財
源
の
繰
入
措
置
は
廃
止
と
な
っ
た
。

③

連
邦
予
算
の
約
九
割
は
、
配
分
公
式
に
基
づ
き
州

に
補
助
金
と
し
て
配
分
。

④

T
E
A
21
の
概
要

①

九
人
~
二
〇
〇
三
会
計
年
度
の
六
年
間

②

後
援
権
額
二
、
一
七
三
億
ド
ル

(前
計
画
I
S

T
E
A
比
四
○
%
増
)

③

特
徴

D
均
衡
財
政
の
中
で
、
予
算
拡
大
を
実
現

の
衡
平
の
強
調

(各
州
へ
の
配
分
の
衡
平

(各
州

へ
九
0
･
五
%
還
元
を
確
保
))

の
環
境

(ク
リ
ー
ン
バ
ス
燃
料
バ
ス
補
助
金
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
一
〇
億
ド
ル
)

　

日
本
大
使
館
を
後
に
し
て
、
我
々
は
、
合
衆
国
第
七
位



の
人
口
を
擁
す
る
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
州
都
で
あ
る
ボ
ル

チ
モ
ア
市
に
赴
き
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
政
府
道
路
局
を
訪

問
し
た
。

ボ
ル
チ
モ
ア
市
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
D

･
C
の
北
に
位
置

し
、
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
に
面
し
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最

初
の
鉄
道
が
整
備
さ
れ
た
ボ
ル
チ
モ
ア
･
オ
ハ
イ
オ
鉄
道

の
出
発
地
と
し
て
栄
え
、
最
近
整
備
さ
れ
た
都
市
開
発
･

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

(イ
ン
ナ
ー

･
ノ
ー
ノ
ー

･
チ
ャ

ー
ル
ズ
･
セ
ン
タ
ー
等
)
で
近
代
的
に
蘇
っ
た
歴
史
的
湾

口
都
市
で
あ
る
。

同
政
府
道
路
局
で
は
、
靴
ア
リ
ソ
ン
･
ハ
ー
ド
か
ら

　
　　

『ヒ
ッ
コ
リ
ー
バ
イ
パ
ス
』
の
事
例
を
も
と
に
同
バ
イ
パ

ス
の
整
備
計
画
に
関
し
て
住
民
参
加
P
I
導
入
の
経
緯
、

手
続
き
と
概
要
、
問
題
点
等
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
た
が
、
日
本
に
お
け
る
バ
イ
パ
ス
整
備
･
計
画
の
内
容

等
を
良
く
理
解
し
て
も
ら
え
ず
通
訳
の
方
も
汗
だ
く
に
な

っ
て
質
疑
応
答
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。二

六
日
東
海
岸
を
後
に
し
、
一
路
、
西
海
岸
の
航
空
機

産
業
、
森
林
産
業
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
の

拠
点
都
市
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
後
の
訪
問
先

で
あ
る
人
口
約
五
二
万
人
、
面
積
約
三
七
五
蝸
の
シ
ア
ト

ル
市
に
向
か
っ
た
。

シ
ア
ト
ル
市
で
は
、
シ
ア
ト
ル
市
も
カ
バ
ー
す
る
キ
ン

グ
郡
交
通
局
を
訪
問
し
、
シ
ア
ト
ル
市
及
び
キ
ン
グ
郡
に

お
け
る
大
規
模
自
転
車
専
用
道
整
備
計
画
に
っ
い
て
靴
ダ

リ
ー
･
ダ
リ
ス
ビ
ー
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

シ
ア
ト
ル
市
で
は
、
激
増
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
自

動
車
交
通
に
比
例
し
て
発
生
し
て
い
る
大
幅
な
交
通
事

故
･
交
通
渋
滞
が
年
々
住
環
境
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
一
般
の
自
動

直行セ 2000. 7
′
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車
交
通
を
段
階
的
に
排
除
し
て
い
く
行
政
が
主
流
と
な
り

つ
つ
あ
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
公
害
の
な
い
、
そ
し
て
交
通
事
故
･
交
通
渋
滞
を
減

ら
す
た
め
の
気
軽
な
交
通
機
関
と
し
て
の
自
転
車
の
利
用

が
検
討
さ
れ
、
大
規
模
自
転
車
専
用
道
路
網
の
整
備
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
、
合
衆
国
で
も
他
に
類
の
な
い
公
共

輸
送
機
関
へ
の
転
換
を
図
る
べ
く
、
メ
ト
ロ
バ
ス
シ
ス
テ

ム
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
。

メ
ト
ロ
バ
ス

(ト
ロ
リ
ー
バ
ス
)
は
、
市
内
の
ト
ン
ネ

ル
区
間
に
お
い
て
は
電
気
で
、
ト
ン
ネ
ル
外
に
つ
い
て
は

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
切
り
換
わ
る
構
造
と
な
っ
て
お

り
、
シ
ア
ト
ル
市
民
の
公
共
輸
送
機
関
の
足
と
し
て

(将

来
は
、
メ
ト
ロ
バ
ス
を
廃
止
し
、
地
下
鉄
を
設
置
す
る
計

画
で
あ
り
、
既
に
路
面
に
軌
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
)
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
バ
ス
の
特
徴
は
、
シ
ア
ト
ル
市
内
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
地
区
に
限
り
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
は
料
金

が
無
料
で
、
こ
れ
以
外
の
時
間
帯
は
、
一
ド
ル
を
支
払
う

エ
リ
ア
ゾ
ー
ン
が
設
定
さ
れ
て
お
り
市
民
の
足
と
し
て
利

用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

時
間
帯
制
限
を
設
け
て
い
る
理
由
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
ど
の
都
市
に
で
も
い
る
ホ
ー
ム
レ
ス
が
、
夜
間
メ
ト
ロ

バ
ス
を
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ホ
ー
ム
化
に
な

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
と
い
う
非
常
に

興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に
、今
回
の
視
察
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

日
本
と
は
違
っ
て
道
路
整
備
及
び
都
市
計
画
は
勿
論
の
こ

と
、
行
政
を
遂
行
す
る
に
至
っ
て
は
、
『地
域
住
民
』
及

び

『老
人
･
子
供
･
障
害
者
』
を
考
慮
し
、
優
先
し
た
施

策
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
各
種
行
政
の
施
策
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め

に
は
、
行
政
が
そ
の
施
策
の
プ
ラ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
地
域
住
民
に
提
供
し
、
住
民
の
意
思
決
定
を

経
て
施
策
の
実
施
に
取
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
単
に
道
路
整
備
と
い
う
観
点

か
ら
で
は
な
く
、
福
祉
行
政
等
の
他
の
施
策
も
考
慮
し
た

プ
ラ
ニ
ン
グ
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
施
策

の
実
施
に
お
い
て
、
経
済
効
果
は
付
随
的
な
も
の
で
あ
っ

て
、
一
切
考
慮
さ
れ
ず
行
政
庁
が
大
規
模
な
財
政
面
で
の

負
担
を
地
域
住
民
に
か
け
ず
に
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
責
務
を
負
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
今
回
の
我
々
視
察
団
に
対
し
て
懇
切
丁
寧
な

レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
い
た
だ
い
た
各
都
市
及
び
関
係
者
各

位
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
視
察
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。



幽
團
県
の
『遭
略
の
整
備
に
関
す
る
デ
踵
グ
ラ
ム
』
揃

｢舗当該千ヤ ?nnn 1 20

山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
建
設
課

一

は
じ
め
に

(山
□
県
の
概
要
)

明
治
維
新
の
発
祥
の
地
で
あ
る

｢山
口
｣
は
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
日
本
の
歴
史
を
動
か
し
た
志
士
た
ち
の

故
郷
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、藩
庁
が
置
か
れ
た
山
口
市
、

奇
兵
隊
の
旗
上
げ
の
地
･
下
関
市
、
そ
し
て
、
多
く
の
志

士
を
生
ん
だ
松
下
村
塾
で
知
ら
れ
る
萩
市
な
ど
が
あ
り
、

歴
史
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
太
古
の
時
代
か
ら
自
然
が
造
り
あ
げ
て
き
た
秋

吉
台
･
秋
芳
洞
、
美
し
い
五
運
の
ア
ー
チ
で
日
本
三
名
橋

の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
錦
帯
橋
、
大
内
文
化
の
最
高

傑
作
と
称
さ
れ
、
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
瑠
璃
光
寺

五
重
塔
な
ど
数
多
く
の
観
光
資
源
を
有
し
て
お
り
、
他
県

か
ら
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

地
理
的
に
は
本
州
の
最
西
端
に
位
置
し
、
三
方
を
海
に

囲
ま
れ
て
い
る
山
口
県
は
、
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
、

風
水
害
や
地
震
等
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
災
害
の
少
な
い
県

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

約
一
、
五
〇
〇
皿
に
及
ぶ
長
い
海
岸
線
は
半
島
や
島
が

多
く
、
穏
や
か
な
景
勝
美
を
も
つ
瀬
戸
内
海
、
山
陰
の
荒

波
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
浸
食
海
岸
美
の
日
本
海
に
分
か
れ

て
お
り
、
約
二
、
四
〇
〇
の
島
々
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
国
山
地
の
西
端
に
位
置
す
る
内
陸
山
間
地
に
お

い
て
は
緑
と
峡
谷
美
を
合
わ
せ
も
ち
、
四
季
折
々
に
変
化

す
る
自
然
の
美
し
さ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
土
面
積
は
約
六
、
一
〇
0
蝸
、
県
人
口
約
一
五
五
万

人
、
構
成
市
町
村
は
一
四
市
三
七
町
五
村
で
、
県
人
口
の

約
七
割
は
山
陽
側
に
集
中
し
て
お
り
、
過
疎
化
の
進
む
山

陰
側
は
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
海
沿
岸
は
一
連
の
臨
海
工
業
を
中
心
に
発
展
を
続

写真 1 錦帯橋



け
て
お
り
、
連
鎖
的
な
都
市
の
形
成
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
海
沿
岸
及
び
内
陸
部
は
観
光
及
び
農
林
水
産

業
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
海
･
山
の
特
産
品
を
活
か
し

た
民
芸
品
、
郷
土
料
理
等
は
、
訪
れ
た
人
の
目
や
口
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
し
い
世
紀
が
は
じ
ま
る
西
暦
二
〇
〇
一
年
に
、

あ
じ
ず

本
県
の
中
央
部
、
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
阿
知
須
町
き
ら
ら

浜
の
阿
知
須
干
拓
地
で
、
｢
い
の
ち
燦
め
く
未
来
へ
｣
を

テ
ー
マ
に

｢ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ

21
世
紀
未
来
博
覧
会

(愛
称
…
山
口
き
ら
ら
博
)｣
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
期
間

は
二
〇
〇
一
年
七
月
一
四
日
か
ら
九
月
三
〇
日
ま
で
の
七

九
日
間
で
、
恒
久
施
設
の
ド
ー
ム
を
活
用
し
た
テ
ー
マ
館

を
は
じ
め
、
多
数
の
パ
ビ
リ
オ
ン
、
会
場
が
海
に
隣
接
す

る
特
徴
を
最
大
限
に
活
か
し
た
大
規
模
修
景

｢月
の
海
｣
、

様
々
な
人
が

｢遊
び
｣
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

テ
ー
マ
館
で
は
山
本
寛
斎
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
ラ

イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
演
出
を
行
い
、
｢
や
ま
ぐ
ち
の

元
気
｣
を
発
信
し
ま
す
。

こ
の
山
口
県
の
紹
介
を
読
ま
れ
、
｢や
ま
ぐ
ち
｣
に
興

味
を
持
た
れ
た
方
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
た
方
は
、

ぜ
ひ,

お
い
で
ま
せ
、
や
ま
ぐ
ち

へ
‘

′Kg叺･“#ぐちのハ京を嵌ろちづくり 汕□燃

写真 2 ジョイフルロード構想

の表紙

図 1 山□きらら博会場イメージ図

二

山
□
県
の
道
路
現
況

山
口
県
の
道
路
の
実
延
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ

･
国

道

『
0
九
九
･
七
如

･
県

道

二
、
七
二
七
･
四
皿

･
市
町
村
道

一
一
、
五
九
0
･
七
題

で
、
全
体
で

の
改
良
率
は
五
三
･
四
%

(全
国
二
四
位
)
と
な
っ
て
い

ま
す
。

高
速
自
動
車
国
道
は
、
整
備
計
画
延
長
二
五
七
如
に
対

し
、
八
九
%
に
当
た
る
二
二
九
如
が
供
用
し
て
お
り
、
全

国
第
九
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
高
規
格
道
路
は
、

･
計
画
路
線

四
路
線

九
五
皿

整
備
区
間

八
区
間

四
九
蹴

調
査
区
間

三
区
間

三
一皿

･
候
補
路
線

二
路
線

と
な
っ
て
い
ま
す
。

三

ジ
ョ
イ
フ
ル
ロ
ー
ド
構
想

山
口
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
主
要
都
市
や
広
域
拠
点
施
設

と
が
一
時
間
で
連
結
が
可
能
と
な
る
よ
う
道
路
整
備
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
九
年
度
に
策
定
し

1

た
県
政
振
興
の
長
期
構
想
で
あ
る

｢や
ま
ぐ
ち
未
来
デ
ザ

200

イ
ン
21
｣
で
は
こ
の
考
え
方
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
地
域

セ行

間
の
移
動
時
間
の
短
縮
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

道

快
適
な
歩
行
空
間
の
創
造
を
整
備
課
題
と
し
た

｢ジ
ョ
イ

0　
　

フ
ル
ロ
ー
ド
構
想
｣
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
｢ジ



ヨ
イ
フ
ル

ド
ラ
イ
ブ
｣
と

｢ジ
ョ
イ
フ
ル

ウ
ォ
ー
ク
｣

◆
ジ
ョ
イ
フ
ル
ド
ラ
イ
ブ
C
O玉
塩
□
き
の
)

の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

‘

“

広

ヌ

と

･

口

交
流
圏
域
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
や

地
域
高
規
格
道
路
、
そ
の
他
幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
、
整
備
水
準
の
長
期
目
標
を
次
の
と
お
り
設

定
し
て
い
ま
す
。

◎
高
速
道
路
等
の
高
規
格
道
路
延
長

--九
九
五
年

三

五

･
二
幽

一二
○
-
○
年

三
二
○
.
○
血

◎
圏
域
中
心
都
市
に
三
〇
分
以
内
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

県
民
の
割
合

≠
九
九
五
年

七
0
%
(
-
-
六
万
人
コ

ーニ
○
一
○
年

八
0
%
(
三
一
一
万
人
こ

◎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
三
〇
分
以
内
で
ア
ク
セ
ス
で

き
る
県
民
の
割
合

--九
九
五
年

七
五
%
(
三

八
万
▲

一二
○
一
○
年

九
五
%
(
一
四
七
万
人
こ

◎
空
港

(山
口
宇
部
空
港
、
石
見
空
港
)
に
一
時
間
以

内
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
県
民
の
割
合

舞

議　　

　　

　
　　

中核部市

中枢部市(広島市、福岡市)　 　
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‘
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ジ
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会
の

　
　

続
き

彩
圏

　

　
　

分

】
3

　
　
　

　
　

ご
九
九
五
年

四
0
%
(六
四
万
人
ユ

↑

4

三
○
一
○
年

五
0
%
(字
一九
万
人
こ

◆
ジ
ョ
イ
フ
ル
ウ
オ
ー
ク

C
o
当
三
増
田
三

律

近
年
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
実
現
に
対
す
る
要
求
の

道

高
ま
り
を
始
め
、
身
近
な
足
も
と
道
路
と
し
て
の
質
の
充

実
へ
の
要
求
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
通
勤
、
通
学
、
買
い

物
、
医
療
、
福
祉
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
道
路
整
備
を
進

め
る
こ
と
と
し
、
整
備
水
準
の
長
期
目
標
を
次
の
と
お
り

設
定
し
て
い
ま
す
。

◎
幅
員
三
m
以
上
の
幅
の
広
い
歩
道
の
設
置
率

ご
九
九
五
年

三
三
%
-

一二
○
一
○
年

四
五
%
-

◎
電
線
類
の
地
中
化

--九
九
五
年

一
五
･
七
血

一二
○
一
○
年

八
五
.
○
虹
一

◎
道
路
緑
化

±
九
九
五
年

二
三
七
如
一

言
○
一○
年

二
六
0
型



四

新
や
ま
ぐ
ち
道
路
ビ
ジ
ョ
ン

5
道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

ジ
ョ
イ
フ
ル
ロ
ー
ド
構
想
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平

成
九
年
度
に
は
、
県
民
か
ら
の
意
見
や
山
口
県
道
路
懇
談

会
の
意
見
を
参
考
に
、
｢新
や
ま
ぐ
ち
道
路
ビ
ジ
ョ
ン
｣

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
平
成
一
〇
年
度

か
ら
平
成
一
四
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
道
路
整
備
の
基
本

方
針
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
三
つ
の
柱
と
一
五
の
施
策

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
身
近

な
生
活
道
路
に
至
る
ま
で
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

｢み
ち
づ
く
り
｣
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【三
つ
の
柱
】

①
広
域
交
流
を
進
め
る
み
ち
づ
く
り

5
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
,や

ま
ぐ
ち

②
地
域
の
自
活
を
支
え
る
み
ち
づ
く
り

~
は
つ
ら
つ
と
き
ら
め
く
,や

ま
ぐ
ち

③
人
と
自
然
を
大
切
に
す
る
み
ち
づ
く
り

~
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
,や

ま
ぐ
ち

~

ま
た
、
新
や
ま
ぐ
ち
道
路
ビ
ジ
ョ
ン
と
並
行
し
て
策
定

し
た

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
は
、
事
業

例
示
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
、
平
成
三

年
七
月
三
〇

日
に
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
比
較
的

規
模
の
大
き
い
事
業
を
対
象
と
し
て
お
り
、
路
線

(区
間
)

鸚
K燃し

-

~

量
{

三

、

!をする‐…に※偽〆鰯溌" M 時 m̂ ^"熊薄さ“"

麓鱸脳鍼憂鬱/酵ノノ簾強箋轉

蘂
鞠

啄

廉

。
億

*朕凝

/

,

楸

-野

鱒
写真 3 道路の整備に関するるず関

紙
に
表

用

のプログラムの表紙

を
分
類
し
た
一
覧
表
と
、
そ
れ
を
地
図
に
表
示
し
た
道
路

網
図

(図
4
)
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
期
五
年

(平
成

一
〇
年
~
-
四
年
)
に
つ
い
て
は
、

新
規
事
業
箇
所
、
継
続
事
業
箇
所
及
び
完
成
予
定
箇
所

(年
度
付
き
)
を
紹
介
し
、
ま
た
、
後
期
五
年

(平
成
一

五
年
~
一
九
年
)
で
は
、
前
期
に
着
手
し
た
事
業
及
び
継

続
事
業
の
完
成
予
定
状
況

(年
度
無
し
)
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
例
示
し
て
い
る
主
な
道
路
事
業
は
三

五
箇
所

で
す
が
、
こ
の
う
ち
前
期
新
規
事
業
箇
所
は
二
八
箇
所
、

前
期
完
成
予
定
箇
所
は
四
七
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五

事
業
の
概
要

そ
れ
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
て
い
る
主
な
事

業
に
つ
い
て
、
道
路
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
三
つ
の
柱
と
十

五
の
施
策
に
分
類
し
て
、
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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石見空港 【山口県の整備水準の長期自滅】
整備水準の指標 1995年 2010年

◎高速撻t路等の高規格道路延長 229之如 - 320如
◎籤寒心範飽始期でフクtひく橇謀膿鯛酋 約70% - 80%

蠅腿の整飼目鰹として代藪的な餌所を副示してい談鶴

諺 ; ◎分テチヱンジに鈴期でフクセスできる霧鍋合 約フ5% " 95%
鬱勃(蝉簿酵乳襖厩測□罐断で7クセスできる競燐合 淌40% - 50%

面的馨細
歴史的地区瓣現堅鯆蜑隧事業･
土地区画整備都策･西側難事踏

◎3m以上の輻広歩道般園率 33% → 45%
15,7km - 85蹴

H15~川野 記 号
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徳山下松浚

下側藩

　
小野目淺 三田尻中園湛

　 　 　　
　

　 　
宇部港 山口宇部空港

堂プログラムは、道筋霞理者による現時点の
今後の事霞異範の日掘を示したものであり、
財鼓状況“事簾の拡拶状況等により今後逐寛
見直していくこととしております。

図 4 道路の整備に関するプログラムの事業例示



①

広
域
交
流
を
進
め
る
み
ち
づ
く
り

◎
山
口
県
の
交
通
軸
を
形
成
す
る
高
規
格
幹
線
道
路

~
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
三
〇
分
圏
の
拡
大
~

山
陽
自
動
車
道
の
延
伸
区
間
で
あ
る
宇
部
下
関
線

(延

長
二
八
･
一
皿
)
は
、
平
成
三
一年
度
全
線
完
成

(暫
定
)

を
目
指
し
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
定
路

線
と
し
て
残
っ
て
い
る
山
口
市
~
宇
部
市
間
に
つ
い
て

は
、
国
道
二
号
小
郡
道
路
、
山
口
宇
部
有
料
道
路

(四
車写真 4 山陽自動車道宇部下関線下関JCT

線
化
)
が
機
能
代
替
区
間
と
し
て
、
同
じ
く
平
成
一
二
年

度
全
線
完
成
を
目
標
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
三
路
線
は
宇
部
･
小
野
田
地
域
の
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
山
口
き
ら
ら
博
会
場
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
も
機
能
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
山
陰
自
動
車
道
は
現
在
、
整
備
計
画
が
決
定
さ

れ
た
区
間
は
な
く
、
機
能
代
替
区
間
と
し
て
国
道
一
九
一

号
萩
･
三
隅
道
路
、
約
一
○
麺
が
後
期
全
線
完
成
(暫
定
)

を
目
標
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
設
I
C
ア
ク
セ
ス
強
化
と
し
て
は
、
山
陽
自

動
車
道
徳
山
東
I
C
と
重
要
港
湾
徳
山
下
松
港
を
結
ぶ
都

市
計
画
道
路
中
央
通
線
な
ど
四
路
線
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

◎
地
域
間

(陰
陽
連
絡
等
)
を
短
時
間
で
結
ぶ
地
域
高
規
格

道
路

現
在
、
岩
国
大
竹
道
路
、
山
口
宇
部
小
野
田
連
絡
道
路
、

小
郡
萩
道
路
、
下
関
西
道
路
の
四
路
線
に
つ
い
て
整
備
･

調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
｢山
口
陰
陽

連
絡
道
路
｣
を
担
う
山
口
宇
部
小
野
田
連
絡
道
路
、
広
島

県
と
の
県
境
に
跨
が
る
岩
国
大
竹
道
路
の
一
部
を
な
す
国

道
一
八
八
号
岩
国
南
バ
イ
パ
ス
及
び
下
関
西
道
路
の
一
部

を
な
す
国
道
一
九
一
号
下
関
北
バ
イ
パ
ス
は
前
期
部
分
完

成
を
目
標
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
広
域
交
流
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

国
道
九
号
小
郡
改
良
は
、
山
陽
新
幹
線
小
郡
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
強
化
を
目
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成

一
三
年
度
部
分
完
成

(暫
定
)
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
道
路
も
、
中
国
縦
貫
自
動
車
道
小
郡
I
C
か
ら

山
口
き
ら
ら
博
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
も
機
能

す
る
も
の
で
す
。

②

地
域
の
自
活
を
支
え
る
み
ち
づ
く
り

◎
地
域
と
地
域
を
し
っ
か
り
つ
な
ぎ
、
強
い
地
方
圏
の
形
成

を
支
え
る
幹
線
道
路

山
口
県
に
お
け
る
離
島
架
橋
は
、
こ
れ
ま
で
、
大
島
大

橋

(
一
、
0
二
0
m
)、
笠
戸
大
橋

(四
七
六
m
)、
青
海

大
橋

(二
六
0
m
)
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
平
成

つ
の
し
ま

一
二
年
度
全
線
開
通
を
目
標
に
角
島
大
橋
が
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

角
島
は
、
山
口
県
の
北
西
に
位
置
す
る
豊
浦
郡
豊
北
町

か
ら
約
一
･
五
皿
の
日
本
海
に
浮
か
ぶ
、
面
積
約
四
蝸
、

人
口
約
一
千
百
人
の
小
さ
な
島
で
す
。
現
在
は
、
一
日
七

往
復
の
定
期
船
が
本
土
と
の
連
絡
手
段
で
あ
り
、
台
風
や

冬
の
季
節
風
の
時
期
な
ど
荒
天
時
の
欠
航
や
、
夜
間
に
お

け
る
急
病
等
の
発
生
時
等
、
島
民
は
日
常
生
活
に
お
け
る

不
便
や
不
安
を
痛
感
し
て
お
り
、
角
島
大
橋
に
よ
り
、
本

土
と
陸
続
き
と
な
る
こ
と
は
、
長
年
の
悲
願
と
な
っ
て
い

ま
す
。

橋
長
は
一
、
七
人
o
m
で
、
完
成
後
は
関
門
橋
を
抜
き

山
口
県
で
は
最
大
規
模
の
橋
梁
と
な
り
ま
す
。

◎
圏
域
中
心
都
市
三
〇
分
エ
リ
ア
の
拡
大

山
口
県
で
は
、
｢二
十
一
世
紀
に
自
活
で
き
る
た
く
ま

多孕 道行セ 2000.1



し
い
山
口
県
の
創
造
｣
を
目
指
し
、
県
内
八
つ
の
広
域
生

活
圏
に
お
い
て
商
業
、
工
業
、
観
光
、
リ
ゾ
ー
ト
等
の
地

域
活
性
化
を
図
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
･
整
備

し
て
い
ま
す
。
主
要
地
方
道
柳
井
上
関
線
は
、
圏
域
の
中

心
都
市
で
あ
る
柳
井
市
と
上
関
町
と
の
連
携
強
化
を
図
る

も
の
で
す
。

写真 5 角島大橋 (豊北町道特牛角島線)

◎
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路

宇
部
市
を
中
心
に
四
市
四
町
で
進
め
ら
れ
て
い
る

｢宇

部
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
｣
は
工
業
団

地
、
ア
カ
デ
ミ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
産
･
学
･
住
･
遊
の
各
機

能
を
四
市
四
町
で
分
担
す
る
多
核
分
散
型
の
地
域
構
造
を

目
指
す
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
相
互
に
連
結
す
る

た
め
、
一
般
県
道
善
和
阿
知
須
線
を
は
じ
め
、
県
道
や
都

市
計
画
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
渋
滞
の
解
消

｢第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
で
は
、
四
七
箇
所

を
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
お
り
、
円
滑
な
交

通
流
の
確
保
な
ど
、
道
路
本
来
が
持
っ
て
い
る
機
能
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
な
渋
滞
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。国
道
九
号
山
口
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、

前
期
五
箇
年
内
で
は
、
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
全
四
七
箇
所

の
う
ち
、
ニ
ー
箇
所
の
渋
滞
解
消
･
緩
和
を
図
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

◎
地
域
の
個
性
が
光
る
道
路

歴
史
、
街
並
み
、
自
然
景
観
等
の
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
道
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
歴
史
的
地
区
環
境
整
備
街

路
事
業
で
整
備
を
行
っ
て
い
る
柳
井
市
の
古
市
金
谷
地
区

は

｢白
壁
の
街
並
み
｣
を
活
か
し
た
道
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

③

人
と
自
然
を
大
切
に
す
る
み
ち
づ
く
り

e
み
ん
な
が
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
道
路

45

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
ま
で
安
全
で
快
適
に
利

1

用
で
き
る
道
路
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
幅
員
三
m

20

以
上
の
幅
の
広
い
歩
道
の
設
置
を
行
い
、
歩
行
者
、
自
転

詑

車
、
車
椅
子
な
ど
が
安
心
し
て
す
れ
違
え
る
歩
行
空
間
の

道

確
保
や
段
差
･
勾
配
･
傾
斜
の
改
善
等
道
路
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。
代
表
的
な
路
線
と
し
て
は
、
J

R
山
陽
本
線
の
踏
切
除
去
を
目
的
と
す
る
都
市
計
画
道
路

宮
の
前
線
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

写真 6 都市計画道路宮の前線



◎
災
害
に
強
い
道
路
、
緊
急
時
の
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
確
立

安
心
し
た
く
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
交
通
安
全
の
み
で

な
く
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
路
、
緊
急
輸
送
路
の
確
保

を
は
じ
め
と
す
る
防
災
対
策
を
推
進
し
、
災
害
に
強
い
道

路
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
国
道
四
三
四
号
徳

山
~
錦
バ
イ
パ
ス
は
、
異
常
気
象
時
通
行
規
制
区
間
や
幅

員
狭
小
、
線
形
不
良
区
間
を
解
消
す
る
も
の
で
す
。

◎
景
観
や
自
然
環
境
に
配
慮
す
る
道
路

自
然
環
境
と
の
調
和
、
沿
道
環
境
保
全
･
向
上
、
良
好

な
沿
道
景
観
の
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
都
市
計

画
道
路
柳
井
駅
前
門
の
前
線
は
地
元
商
店
街
組
織
が
主
体

と
な
っ
て
策
定
し
た

｢街
づ
く
り
協
定
｣
の
も
と
、
｢レ

ト
ロ
調
｣
の
街
並
み
景
観
形
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

◎
良
好
な
市
街
地
を
形
成
す
る
道
路

都
市
計
画
道
路
は
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
と
と
も

に
、
日
常
生
活
や
産
業
活
動
の
た
め
の
交
通
空
間
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
安
全
で
住
み
良
い
市

街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、
六
地
区
で
土
地
区
画
整
理
事

業
や
再
開
発
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
す
っ
き
り
し
た
道
路
空
間
の
演
出

通
行
の
支
障
と
な
る
電
柱
を
除
去
す
る
と
と
も
に
、
情

報
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
の
向
上
を
図
り
、
安

全
で
快
適
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
の
電
線
類
の
地

中
化
を
推
進
し
ま
す
。

六

お
わ
り
に

｢山
口
県
の
道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の

策
定
に
あ
た
り
、
関
係
方
々
の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
の
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
山
口
県
で
は
、
｢山
口
き
ら
ら
博
｣
を
一
過

性
の
も
の
と
せ
ず
、
博
覧
会
で
得
ら
れ
た
効
果
を
県
全
体

に
波
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
観
光
、
産
業
発
展

等
の
起
爆
剤
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
来
場
者
全
員

に

｢来
て
よ
か
っ
た
｣
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
読
者
の
皆
様
方
の
来
場
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

　　

摯
醐
◎
囃
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潮
l
s
観
胖
劉
◎

▲
鑑
を
振
り
返
っ
て

邊
セ

　　　　
　

鯲
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
総
務
課

逡蜷ね

一

は
じ
め
に

財
団
法
人
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
の
前
身
で
あ
る
財
団
法

人
道
路
施
設
協
会
は
、
昭
和
四
〇
年
五
月
の
設
立
以
来
、

高
速
道
路
等
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
占
用
主
体
と
し
て

全
国
約
七
〇
〇
箇
所
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
設
置
、
管

理
、
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
協
会
が
高
速
道
路
の
道
路
サ
ー
ビ

ス
施
設
を
一
元
的
に
占
用
し
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
見
直

し
議
論
が
高
ま
り
、
平
成
九
年
一
二
月
二
六
日
の
閣
議
決

定

｢特
殊
法
人
等
の
整
理
合
理
化
に
つ
い
て
｣
の
中
で
、

同
協
会
に
つ
い
て
は

｢業
務
の
独
占
を
排
除
す
る
た
め
、

分
割
の
う
え
、
相
互
に
競
争
を
行
わ
せ
る
｣
等
が
決
定
さ

れ
、
こ
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
平
成
一
〇
年
七
月
に
比

較
･
競
争
の
対
象
と
な
り
得
る
新
た
な
財
団

(財
団
法
人

ハ
イ
ウ
ェ
イ
交
流
セ
ン
タ
ー
)
を
設
立
し
、
同
年
一
〇
月

か
ら
事
業
の
二
分
割
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
協
会
に
つ
い
て
は
事
業
の
二
分
割
に
合
わ
せ
て
名
称
を

｢財
団
法
人
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構

(愛
称
…
J
i
s
a
p
a

〈ジ
ェ
イ
サ
パ
〉)｣
と
変
更
し
、
新
た
な
財
団
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
、
よ
り
効
率
的
な
エ
リ
ア
運
営
と
新
し
い
発
想

で
、
地
域
に
密
着
し
た
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の

向
上
と
充
実
を
図
る
べ
く
、
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
に
よ
り
、
既
に
道
路
局
長
通
達
の
改
正
に

よ
り
新
た
な
占
用
主
体
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
第
三
セ

ク
タ
ー
と
合
わ
せ
て
、
三
者
に
よ
る
占
用
と
い
う
構
図
に

な
り
ま
し
た
。

二

道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
一
年
の
取
組
み

当
機
構
で
は
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
と
し
て
事
業
を
進

%
〆＼

め
て
い
く
に
あ
た
り
、
従
来
か
ら
掲
げ
て
い
る
基
本
理
念

及
び
経
営
理
念
等
を
基
に
、
業
務
執
行
上
の
柱
と
し
て
①

｢公
正
な
業
務
執
行
と
透
明
性
の
確
保
｣、
②

｢お
客
様
第

一
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
｣
、
③

｢社
会
へ
の
貢
献
｣
の
三
つ

の
項
目
を
新
た
に
策
定
し
、
様
々
な
取
組
み
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
と
し
て
の
一
年
間
を
こ
れ
ら
の
項

目
に
合
わ
せ
て
振
り
返
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
　
　

道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
は
、
道
路
と
人
と
自
然
が
調
和
し

た
新
し
い
時
代
の
出
会
い
の
場
を
創
造
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ロ
ー
ド
を
さ
さ
え
ま
す
。

　
　
　

一

私
た
ち
は
、
新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
探
求
し
、



お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

｢サ
ー
ビ
ス
の
創

造
｣
に
努
め
ま
す
。

二

私
た
ち
は
、公
益
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

効
率
的
経
営
を
行
い
、
安
定
か
つ
健
全
な
経
営
基
盤

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

三

私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
の

｢能
力
･
意
欲
･
創

造
力
｣
を
尊
重
し
、
明
る
く
、
楽
し
い
職
場
環
境
に

お
い
て
、
人
間
関
係
を
重
視
し
た
経
営
を
め
ざ
し
ま

す
。

1

公
正
な
業
務
執
行
と
透
明
性
の
確
保

透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
財
務
状
況
に
つ
い
て
事
業

朧
幅
鵜
纒
,美

嚢
簾
。

運
営
の
し
く
み
等
と
併
せ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

2

お
客
様
第

一
の
サ
ー
ビ
ス
展
開

ペ
ー
ジ

(け
は
□
ミ
＼
増
増
"
｣
の
き
P
R
｣
□
)
等
に
よ
り
公
表

①

地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
み

し
て
い
る
ほ
か
、
本
社
等
に
設
置
し
て
い
る
閲
覧
コ
ー
ナ

①

営
業
者
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

ー
に
お
い
て
は
、
寄
附
行
為
、
財
務
状
況
、
事
業
計
画
等

(イ
ベ
ン
ト
等
)

に
加
え
て
工
事
発
注
状
況

(落
札
)
や
営
業
契
約
の
締
結

新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
平
成
三

年
四
月
一
日

情
報
に
つ
い
て
も
開
示
し
て
閲
覧
を
行
い
、
機
構
の
業
務

か
ら
五
月
三
一
日
ま
で
の
間
、
東
名
高
速
道
路

足

や
財
務
状
況
に
つ
い
て
よ
り
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く

柄
S
A
や
関
越
自
動
車
道

高
坂
S
A
ほ
か
、
全
国

公
表
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

二
〇
箇
所
の
s
A
･
P
A
に
お
い
て
、
地
域
の
特
性

ま
た
、
公
‐
な

、努
執
行
を
確
保
す
る
た
め
、
レ
ス
ト

を
生
か
し
た
郷
土
色
豊
か
な
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ
を

し
て
い
る
ほ
か
、
本
社
等
に
設
置
し
て
い
る
閲
覧
コ
ー
ナ

ー
に
お
い
て
は
、
寄
附
行
為
、
財
務
状
況
、
事
業
計
画
等

に
加
え
て
工
事
発
注
状
況

(落
札
)
や
営
業
契
約
の
締
結

情
報
に
つ
い
て
も
開
示
し
て
閲
覧
を
行
い
、
機
構
の
業
務

や
財
務
状
況
に
つ
い
て
よ
り
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く

公
表
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
正
な
業
務
執
行
を
確
保
す
る
た
め
、
レ
ス
ト

ラ
ン

･
ハ
イ
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ッ
プ

･
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

営
業
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
公
募
に
よ
り
競
争
入
札

で
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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図



お
客
様
か
ら
募
集
し
、
親
し
み
の
あ
る
エ
リ
ア
づ
く

り
を
推
進
す
る
お
客
様
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト

｢レ
シ

ピ
コ
ン
テ
ス
ト

(J
1
s
a
p
a
お
国
料
理
グ
ラ
ン
プ

リ
)｣
を
実
施
し
、
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
一

○
月
か
ら
実
際
に
応
募
の
あ
っ
た
エ
リ
ア
に
お
い
て

販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す

(図
1
)。

ま
た
、
全
国
の
各
エ
リ
ア
に
お
い
て
地
域
性
等
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
一
品
を
開
発
し
て
販
売

す
る

｢
一
店
一
品
運
動
｣
を
展
開
し
、
地
域
に
密
着

し
た
親
し
み
の
あ
る
エ
リ
ア
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

て し す オ
い た る リ
ま 親 ｢ ン
す し 一 ナ

み 店 リ
治翅で合lfも220名拝に,チャイルドシートや折りたたみ目隈窺などが当たろ=

更
に
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施

　　　 　　 　 　｢GOODドライブ鍔｣合計20名傾

幽難曲戚凪弱贓離幽囮團囮園翻膠
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"凧奴については各自が自由とする,(鰕皺:潟･山･高原･篩市翔)
4)J･Sopaの建物であることがわかるようにする事.

　　

図4

.-------------高進通銘 --------------.

舵國圈翻
内藤 賊 鯖の屠縊提鱒期鯛所代表)
　　 　　 　　　　　　　　　　　
向田 勇 位城大学鰻光靴銘韻授)
山谷 えり子(リンクイリビング時聞閉鎖震)
滿頤 馴芳 “㈱通摺り-ビス撰償蟹軽耶良) 檄省蕊)

嬢優秀賞 1点 30万円
(朝総OVDカーナビゲーツaンシステム)

優秀賞 2点 各10万円
佳 作 4点 各 5万円

[応鑄規定]

@応募淺“
日本国藍住の撻霞･デヅインを学んでいる鮮度を釣鍬としますが.蛙燐に円境のある"穀の角でも蝸甥です,
@藤舅作品甥切日
平頬掟坪t月17日(月曜日) !"“の増酋は白日正午.郵送の鳩合は封日箱顔対劫,
@提出図面
質戟方法は自由とし.-玖にまとめる,

◎用紙
起版クント鼠あるいはそれに刻する夘顫に収める,CAD,紛鍛,鵠入れ,箙邑,写費駐日なとq由,
但し,ディスクでの応野性認め衾懐ん,
@提出方法
巧打件凸竇圏に住競,氏名(ふりがな).超甦出稼,学生の方は孚襲名を朗1としたはを窓けして
下虎にご遜け下縫い.

◎提出先
悌式会社瑳斡韓J･Sapき爆噌“斜欝M辯京膠文獄区韻脇2ヰ◇8
TEし03.第1&‘96-"UK●し鰐博帝饑絶凪め偽･M謝絶化事酸Uの′P

　　　
的鱒年3月に応罪れに霞桧過脚するとと狄こ,J･SaPa京-ムベ-ジで焚費します,(楜"n納付船"D野α胖)
また,J･Sapaの?-ビスエリフヤ拝謁の自派をいたします,
@その他
蓑鹿に関する灰腿応答はいたし鞏uん.その捻に関するお鯛い合わ鬘は,
ほめ腹仭独(TEL.03･3518･1961h:‘“衞約w鱒似流壗Uco-"へ野鼠い戦します,

燃收=鰻投の彫刻作凸の豹“弾性応翔れに鶏属し挨すが,応杵優艶の冗費に関する陵利は主綴れ“鱒翻します,
劣勢什傷は辺妙しまuんので、必日々鮒舎はあらかじめ各Qで･賞摂して下縫い,

l史饉解団法人通滴り-ビス輯朝I

癩繊総務
　 　　　　　　
　　

□チャイルドシ-ト □鮪啜ろo駿



主
体
と
な
っ
て
地
元
特
産
品
の
紹
介
･
実
演
･
販
売

周
辺
の
地
域
行
事
、
観
光
情
報
等
を
紹
介
す
る
地
域

等
を
行
う
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
て
い
く
ほ

か
、
国
体
や
博
覧
会
等
の
開
催
に
合
わ
せ
た
関
連
イ

ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
交
流

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
三

年
三

月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

の

一
週
間
を

｢
J
l
S
a
p
a
ウ
ィ
ー
ク
｣
と
し
、

お
客
様
の
日
ご
ろ
の
ご
利
用
に
対
す
る
感
謝
、
地
域

と
の
交
流
、
機
構
事
業
の
P
R
等
を
目
的
と
し
て
各

種
の
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
と
し
て
は
、
｢
J
i
s
a
p
a

G
O
O
D
ド

ラ
イ
ブ
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
｣
を
実
施
す
る
と
と
も

に

｢
J
-
s
a
p
a
お
国
料
理
グ
ラ
ン
プ
リ
｣
や

｢
一
店
一
品
運
動
｣
の
商
品
P
R
活
動
を
全
国
的
に

実
施
し
た
ほ
か
、
｢施
設
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
｣
を
実
施
し

(平
成

=
年
一
一
月
一
日
か
ら

平
成
一
二
年
一
月
一
七
日
ま
で
募
集
、
同
三
月
各
賞

発
表
予
定
)
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
機
構
に

対
す
る
お
客
様
の
認
知
度
の
向
上
に
努
め
ま
し
た

(図
3

･
4
)
。
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ク
の
最
終
に
あ
た
る

一
一
月
六
日
及
び
七
日
を

｢お
客
様
感
謝
デ
ー
｣
と

し
、
営
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
主
要
エ
リ
ア
で
イ
ベ

ン
ト
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

②

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
の
取
組
み

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
と
の
交
流
と

い
う
観
点
か
ら
、
道
路
案
内
の
み
で
な
く
、
エ
リ
ア

情
報
板
の
設
置
を
進
め
、
地
域
の
情
報
発
信
に
協
力

す
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
を
ご
利
用
さ
れ
る
お
客

様
に
よ
り
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
、
提
供
す
る
情
報
内
容
の
充
実
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
館
山
自
動
車
道

市
原
s
A

(上
り
線
)

東
北
自
動
車
道

蓮
田
S
A

(上
り
線
)
及
び
東
関

東
自
動
車
道

酒
々
井
P
A

(上
り
線
)
の
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

広
域
的
な
地
元
観
光
情
報
等
の
提
供
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

⑭

接
客
サ
ー
ビ
ス
等
向
上
へ
の
取
組
み

①

営
業
体
制
等
の
強
化

ハ
イ

･
シ
ー
ズ
ン

(ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
お

盆
、
年
末
年
始
の
交
通
混
雑
間
)
に
は
積
極
的
な
お

客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
策
と
し
て
、
各
エ
リ
ア
で
の

営
業
時
間
の
延
長
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
清
掃
作

業
に
つ
い
て
も
一
部
二
四
時
間
清
掃
を
実
施
す
る
な

ど
、
時
間
延
長
や
清
掃
頻
度
を
高
め
、
お
客
様
に
よ

り
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
従

来
の
繁
忙
期
間
で
の
開
設
時
間
の
延
長
に
加
え
、
東

名
高
速
道
路

足
柄
S
A

浜
名
湖
s
A
等
利
用
頻

度
の
高
い
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
年
間
を
通
し
て
お
客

様
の
利
用
動
向
に
合
わ
せ
た
時
間
延
長
を
平
成
三

年
六
月
か
ら
試
行
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

②

接
客
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底

ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
時
に
は
エ
リ
ア
に
従
事
す
る
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
B
A
S
I
C
運
動

(*
)
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
原
点
に
返

り
、
よ
り
心
の
こ
も
っ
た
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

*
B
A
S
I
C
運
動

･
国
の誓
(最
善
を
尽
く
す
心
が
け
)

･
少
浄
く
①
(よ
り
積
極
的
な
接
客
サ
ー
ビ
ス
)

の

℃
①①亀
&
の
ロ巳
の
(迅
速
な
対
応
と
明
る
い
笑
顔
)

,
[
自
習
沸
き
口
(よ
い
第
一
印
象
は
身
だ
し
な
み
か
ら
)

･
6
宿
営
(清
潔
感
を
保
つ
た
め
の
清
掃
)

挨
拶
等
の
接
客
の
原
点
に
返
り
基
本
5
項
目
に
重
点
を
置
き
、

丁
寧
で
心
の
こ
も
っ
た
接
客
を
実
践

ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
店
内
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
挨

拶
を
率
先
し
て
行
う
係

(グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー

ダ
ー
)
等
の
配
置
に
よ
る
挨
拶
の
一
層
の
徹
底
や

外
部
講
師
に
よ
る
接
客
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催

等
を
実
施
し
、
機
構
職
員
及
び
エ
リ
ア
従
事
者
の

接
客
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③

衛
生
意
識
の
向
上

飲
食
に
起
因
す
る
衛
生
上
の
危
害
の
防
止
及
び
関

50 道行セ 2000,l



係
者
の
緊
密
な
協
力
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
外
部
専
門
機
関
の
講
師
に
よ
る

｢食
品
衛
生

管
理
研
究
会
｣
を
実
施
し
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

④

環
境
整
備
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

環
境
整
備

(エ
リ
ア
清
掃
)
の
観
点
か
ら
も
機
構

フランチャイズ

道路名 エリア名 フランチャイズ 実施 (予定)

東名高速 浜名湖SA (東館) 大龍門 11年 3月

九 州 道 広川S A (上り線) サーティーワンアイスクリーム 11年 4月

九 州 道 基山P A (下り線) アリノテツロ 日
"

“士眸14
東名高速 東郷P A (上り線) 一ヒ一コル一朴 日

"
ワ!昨1土

東名高速 浜名湖S A (西館) ドイメ一マしr
=′ 日

"
乾昨11

東名高速 浜名湖S A (レストラン)

嬬 月QV昨G
山 陽 道 下松S A (上り線) ンパ屋戸神 自

刃
QU婢11

職
員
及
び
清
掃
業
務
請
負
業
者
を
始
め
と
す
る
エ
リ

ア
関
係
者
の
環
境
整
備
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
に

｢
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
｣
と
し
て

の
清
掃
作
業
員
に
お
客
様
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
時
の
対
応
の
徹
底

の
清
掃
作
業
を
行
う
う
え
で
の
注
意
喚
起
の
三
戸
運

動
の
徹
底

(｢お
足
元
に
ご
注
意
下
さ
い
。｣
等
)

の
エ
リ
ア
関
係
者

(機
構
職
員
･
営
業
者
･
清
掃
請

負
業
者
)
参
加
の
エ
リ
ア
環
境
美
化
の
実
施

の
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
テ
ー
マ
と
し
て
川
柳
の
募
集
や

ク
イ
ズ
の
実
施

等
を
実
施
し
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

1

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

③

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
新
設
及
び
改
良

セ

ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
と
し
て
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設

道

の
新
設
、
J
H
日
本
道
路
公
団
が
実
施
す
る
改
良
に
伴
う

建
替
え
、
そ
の
他
当
機
構
独
自
の
改
良
工
事
を
表
1
の
と

お
り
実
施

(予
定
)
し
て
い
ま
す
。

④

営
業
形
態
の
多
様
化
の
推
進

多
様
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
機
構

に
お
い
て
は
表
2
の
と
お
り
、
複
数
テ
ナ
ン
ト
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
等
の
導
入
を
実
施

(予
定
)
し
て
お
り
、
営
業

形
態
の
多
様
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
特
産
品
を
取
り
入
れ
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

す
る
な
ど
、
地
域
と
の
交
流
を
踏
ま
え
て
営
業
形
態
の
多

様
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

◎

お
客
様
へ
の
情
報
発
信

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
エ
リ
ア
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
、
エ
リ
ア
の
営
業
情
報

(レ
ス
ト
ラ
ン

･
ハ
イ
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ッ
プ
の
お
す
す
め
品

情
報
等
)
の
内
容
の
充
実
を
図
り
、
エ
リ
ア
の
営
業
情
報

に
レ
ジ
ャ
ー
･
観
光
情
報
等
を
加
え
た
小
冊
子
(J
i
s
a

p
a
ト
ピ
ッ
ク
ス
)
を
配
布
す
る
な
ど
、
お
客
様
へ
の
情

報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す

(図
5
)。
ま
た
、
新
聞
、
雑

誌
、
ラ
ジ
オ
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
活
用
し
、

　壽
道路名 エリア名 複数テナント 実施 (予定)

中 央 道 内滓峠P A (下り線) が一バスモ 月
"

QJ鮮
東名高速 足柄S A (上り線) ドルナドクマ 月うり痒Q
東名高速 足柄S A (下り線) アリノテツロ 目

“
QU痒Q

表

道路名 エリア名 実施(予定) 備 考

設新 西名阪道 天理P A (上下線) (l2年 3月) ハイウェイショップ

徳 島 道 吉野川S A (上下線) (12年 3月) ハイウェイショップ
ガスステーション

良改

え

ア

替
幻
灘

助
辞

東名高速 鰄濃縦 日
“

うり鮮1･上 ンラトrスし

中 央 道

疎飜彩 月
"

QU鮮 ブ“シイ
ーエムリノ

イハ

東名高速 鯰訟湖辯 明昨 ン一フLrスし

その他の改良 東名高速 織
赫蝉耕足



エ
リ
ア
の
オ
ー
プ
ン
情
報

(新
設
及
び
改
良
)
、
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
に
お
け
る
営
業
時
間
の
延
長
情
報
及
び
各
種
サ
ー

ビ
ス
情
報
、
｢
J
i
S
a
p
a
ウ
ィ
ー
ク
｣
等
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

機
構
と
し
て
の
P
R
活
動
と
し
て
平
成
三

年
四
月
か

ら
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
を
媒
体
と
し
て
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中

に
ス
ポ
ッ
ト
C
M
を
放
送
し
、
事
業
P
R
と
J
-
s
a
p
a

エ
リ
ア
の
ラ
ン
チ
情
報
の
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ラ
ン
チ
情
報
の
提
供
と
と
も
に
放
送
対
象
エ
リ
ア
で
は
コ

ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
お
客
様
に
も
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
機
構
の
認
知
度
の
把
握
と
向
上
を
図
る
た
め
、

新
聞
を
活
用
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
収
集
し

た
情
報
を
機
構
業
務
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も

　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
期離呻,非ヤオ愚ド彰鰔中盤酵皺剛汞部郡隠恥,代辯控謳わ馴り齢言く爛競"

　　 　　　　 　 　　 　　 　　　　
　　　　　　 　　　　

　
　

　　 　 　　　 　　

ゆ主饉◎
ず牢雍 財団去人道路サービス機構

　　 　　
邇贓錨中部趨鰤局/欝岡煕鱒高遠遍路交週戦燦隊/ JH日本越路公団東京鰯一錢理局
社団法人日本自動車遼盟/チャイルドシ-ト週箱脇隣会/サンケイリビング新聞社

愕"勝テトの当灘認の樅なるって叙させていただきます, aお風合関知野晒勘と蝋燭棘婦二副 TEL釧2G6関田轄

にJ図

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機
構
で
発
行

す
る
広
報
誌
に
お
客
様
の
ご
意
見
欄
を
設
け
、
お
客
様
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎

そ
の
他

当
機
構
が
管
理
す
る
エ
リ
ア
と
他
の
占
用
主
体
が
管
理

す
る
エ
リ
ア
と
の
比
較
検
証
を
行
う
た
め
、
外
部
機
関
を

通
じ
て
検
証
す
る
｢サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
活
性
化
状
況
調
査
｣

を
実
施
し
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
べ
く

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
機
構
内
部
に
お
い
て
も
、
職
員
が
統
一
的
な
視

点
か
ら
各
営
業
施
設
等
を
直
接
点
検
･
評
価
し
、
今
後
の

設
計
や
改
築
時
の
指
標
と
す
る
と
と
も
に
、
保
全
作
業
等

の
適
切
な
措
置
に
よ
り
ハ
ー
ド
面
で
の
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

3

社
会
へ
の
貢
献

○

交
通
安
全
啓
蒙
へ
の
協
力

機
構
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
義
務
化
に
伴
う

交
通
安
全
啓
蒙
へ
の
協
力
と
し
て
、
平
成
一
一
年
九
月
一

日
か
ら
三
〇
日
ま
で
東
名
高
速
道
路

足
柄
s
A

(下
り

線
)
に
お
い
て
、
｢チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
｣
を
実
施
し
ま
し
た

(図
6
)
。
ま
た
、
交
通

安
全
週
間
に
合
わ
せ
て
、
高
速
道
路
を
ご
利
用
さ
れ
る
お

皸
を
螺
し
幅
行
こ
う
-
'
"

　
　
　
　
　
　

　
　

齦道路サービス機構

　　　　　　　

′ご
霧さ
ぞ

を
も
旅
き

　

　

き
き

○̂図



客
様
の
安
全
で
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
、
高
速
道
路
に
お
け
る
事
故
や
故
障
防
止
の
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
掲
載
し
た
小
冊
子

｢ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
｣
を
作
成
し
、
お
客
様
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

⑭

環
境
問
題
へ
の
取
組
み

(ゴ
ミ
の
減
量
化
)

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
は
家
庭
ゴ

ミ
な
ど
高
速
道
路
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
ゴ
ミ
が
増
加
し

て
お
り
、
現
在
で
は
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
機
構
で
は
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の

使
用
済
紙
コ
ッ
プ
の
再
資
源
化
や
三
分
別
ゴ
ミ
箱
の
配
置

に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
再
生

紙
で
芯
紙
の
な
い
ト
イ
レ
ッ
ト
ベ
ー
パ
!
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
芯
紙
分
で
年
間
三
七
t
の
ゴ
ミ
の
減
量

(平
成

一
〇
年
度
計
、
協
会
実
施
分
を
含
む
)
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
ゴ
ミ
な
ど
高
速
道
路
外
か
ら
の
持
ち
込
み
ゴ

ミ
を
お
断
り
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
平
成
三

年
七
月
下

旬
か
ら
新
聞
･
ポ
ス
タ
ー
等
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

◎

そ
の
他

エ
リ
ア
の
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
お
い
て
、
車
イ
ス
ご
利
用

の
お
客
様
専
用
の
席
の
確
保
や
車
イ
ス
で
も
利
用
し
や
す

い
自
動
販
売
機
の
設
置
、
ま
た
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
な
ど
、
社
会
へ
の

貢
献
に
資
す
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三

当
面
の
課
題

公
益
事
業
の
財
源
と
な
る
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
か
ら
の

収
入
の
低
下
等
の
要
因
か
ら
、
現
在
、
機
構
の
財
務
状
況

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
財
務
状
況
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
機
構
内
部
に
業
務
全
般
の
見
直
し
に
よ
る
経
費

の
節
減
や
増
収
対
策
等
の
検
討
を
行
う

｢経
営
計
画
委
員

会
｣
を
設
置
し
、
こ
の
委
員
会
を
中
心
に
全
社
を
あ
げ
て

公
益
法
人
と
し
て
の
効
率
的
な
事
業
運
営
の
実
践
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
益
々
多
様
化
す
る
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
、
お
客
様
第
一
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

四

お
わ
り
に

機
構
と
し
て
事
業
を
開
始
し
て
以
来
、
前
述
の
と
お
り

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
べ
く
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
お
い
て
は
機
構

の
認
知
度
は
低
く
、
事
業
に
つ
い
て
ご
理
解
さ
れ
て
い
る

方
々
は
非
常
に
少
数
で
あ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
特
に
高
速
道
路
を
ご
利
用
さ

れ
る
お
客
様
に
対
し
て
、
積
極
的
な
事
業
P
R
を
行
う
こ

と
で
機
構
の
認
知
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
｢お
客

様
第
一
の
サ
ー
ビ
ス
｣
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
や
よ
り
一

層
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
存
在
感
の
あ
る
財
団
と
な
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
他
占
用
主
体
と
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
の
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
全
体

的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
、
お
客
様
に
喜
ば
れ

る
エ
リ
ア
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。



ハ
禰
醐
え
少
丞
デ
と
し
て
の
一
筆
を
經
て

鋪
ハ
イ
ウ
ェ
イ
交
流
セ
ン
タ
ー
総
務
課

一

は
じ
め
に

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(S
A
)
、
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア

(P
A
)
な
ど
の
管
理
･
運
営
を
一
元
的
に
行

っ
て
き
た
節
道
路
施
設
協
会
は
、
地
域
混
在
の
分
割
に
よ

っ
て
競
争
性
を
発
揮
し
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

向
上
を
図
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
で
、
節
ハ
イ
ウ
ェ
イ
交

流
セ
ン
タ
ー
と
鯛
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
に
二
分
割
さ
れ

た
。そ

し
て
、
平
成
一
〇
年
七
月
一
日
、
S
A
、
P
A
の
新

た
な
管
理
･
運
営
財
団
と
し
て
㈱
ハ
イ
ウ
ェ
イ
交
流
セ
ン

タ
ー

(愛
称

"
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
)
が
設
立
さ
れ
、
同
年

一
○
月
一
日
、
鯖
道
路
施
設
協
会
か
ら
道
路
サ
ー
ビ
ス
施

設
三
五
〇
箇
所
、
高
架
下
施
設
九
四
箇
所
を
引
継
い
で
事

業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

私
た
ち
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
各
施

二

休
憩
施
設
が
ハ
イ
ウ
ェ
イ
走
行
に
お
け
る

｢安
ら

設
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
お
客
様
に

｢安
ら
ぎ
の
場
｣

ぎ
の
場
｣
｢ふ
れ
あ
い
の
場
｣
と
し
て
機
能
し
、
お

｢ふ
れ
あ
い
の
場
｣
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
エ
リ

ア
を
創
造
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め

に
、
｢事
業
運
営
方
針
｣
を
策
定
し
、
こ
の
方
針
の
も
と

で
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
と
職
員
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
｢
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
｣
の
愛
称
に
ふ

さ
わ
し
い
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
利
便
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
全
員
体
制
で
設
立
一
年
目
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

事
業
運
営
方
針

一

高
速
道
路
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
と
し

て
、
公
益
性
を
重
ん
じ
、
お
客
様
最
優
先
の
立
場
に

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス

(奉
仕
)
の
提
供
に
努
め
る
。

ぎ
の
場
｣
｢ふ
れ
あ
い
の
場
｣
と
し
て
機
能
し
、
お

客
様
が
安
心
し
、快
適
に
寛
い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

環
境
整
備
に
努
め
る
。

三

高
速
道
路
事
業
の
一
翼
を
に
な
う
公
益
法
人
と
し

て
、
道
路
管
理
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
高
速
道
路
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
る
。

四

常
に
隣
接
す
る
占
用
主
体
を
意
識
し
、
お
客
様
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
経
営
に
努
め
る
。

五

お
客
様
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
休
憩
施
設
が

｢お
客
様
と
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の

場
｣
と
し
て
機
能
し
、
発
展
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

六

事
業
活
動
に
お
い
て
は
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
、

地
域
環
境
と
の
共
生
及
び
地
域
環
境
へ
の
負
荷
の
低

減
に
努
め
る
o



七

セ
ン
タ
ー
の
事
業
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
効
率

的
な
経
営
を
行
い
、
安
定
か
つ
健
全
な
経
営
基
盤
の

構
築
に
努
め
る
。

エ
リ
ア
に
は
、
食
事
、
お
手
洗
い
、
買
い
物
、
道
路
情

報
収
集
等
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
様
が
立

ち
寄
ら
れ
、
そ
の
な
か
に
は
、
体
調
が
悪
く
な
り
救
護
を

求
め
て
立
ち
寄
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。私
た
ち
は
、

こ
れ
ら
お
客
様
ひ
と
り
一
人
に
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
、

｢こ
の
エ
リ
ア
に
立
ち
寄
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
｣
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
個
性
あ
ふ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
に

な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
、
二
つ
の
財
団
が
発
足
し
て
以
来
、
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
問
い
か
け
ら
れ
て
い
る

｢従
来
と
ど
こ
が

変
わ
っ
た
の
か
、
ど
こ
が
良
く
な
っ
た
の
か
｣
の
声
に
お

応
え
す
る
行
動
の
第
一
歩
と
考
え
て
い
る
。

ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
と
し
て
、
事
業
を
開
始
し
て
か
ら
約

一
年
が
経
過
し
、
事
業
運
営
方
針
に
基
づ
き
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
活
動
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
そ
の
一
年
間
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
る
こ

と
と
し
た
い
。

ニ

ハ
□
-
ス
ク
エ
ア
と
し
て
の
取
組
み

ー

お
客
様
最
優
先
の
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
と
し
て
ま
ず
最
初
に
手
が
け
た
こ
と

と
し
て
は
、
お
客
様
最
優
先
の
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
た
め

の
方
策
を
徹
底
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
〇
月
一
日
の
事
業
開
始
に
あ
た
っ
て
、
ハ

ロ
ー
ス
ク
エ
ア
職
員
は
も
と
よ
り
、
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
の

全
エ
リ
ア
の
従
業
員
が
、
笑
顔
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ワ
ッ

ペ
ン

｢笑
顔
で
サ
ー
ビ
ス
｣
を
胸
に
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
｢笑
顔
で
サ
ー
ビ
ス
｣

の
ワ
ッ
ペ
ン
に
つ
い
て
は
、
大
勢
の
お
客
様
が
エ
リ
ア
を

ご
利
用
に
な
る
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
に
今
も
着
用
を
続

け
、
｢笑
顔
で
サ
ー
ビ
ス
｣
を
モ
ッ
ト
ー
に
お
客
様
サ
ー
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ビ
ス
に
努
め
て
い
る

(写
真
1
)。

ま
た
、
｢私
た
ち
は
笑
顔
で
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
す
｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全
て
の
エ
リ
ア
と
職
場
に
掲
げ
て
、
心

の
こ
も
っ
た
笑
顔
と
挨
拶
が
自
然
に
交
わ
せ
る
よ
う
、
挨

拶
励
行
運
動
を
始
め
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
で

あ
る
S
P
E
E
D

(迅
速
)
･
S
M
I
L
E

(笑
顔
)
･

C
L
E
A
N

(清
潔
)
を
全
て
の
エ
リ
ア
の
従
業
員
が
心

が
け
、
サ
ー
ビ
ス
マ
イ
ン
ド
カ
ー
ド
を
ひ
と
り
一
人
が
所

持
し
、
｢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
｣
｢
ご
ゆ
っ
く
り
ど
う
ぞ
｣

｢あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｣
な
ど
の
お
客
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
声
に
す
る
接
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
運
動
を

s
C
マ
イ
ン
ド
作
戦
と
い
う
名
称
で
展
開
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
頃
か
ら
お
客
様
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
地

　　　　　　　　　
日頃b、らのお客様のこ 1

愛馴噂働け遡婢との ;歩麓副難題等,ツヱア幻鑓
,

　　　　　　　　 　
　 　　　

8月6日を｢ハロースクエ メ
アの日｣と制定o全国の *

絲 癩鬱 ･ "エリアでお客様に翌んで
いただける貿易々 プライス｣ …ヱ

‐

　　　　　　　　　 　　　　　
　

　　　　　　 　　　　 　

写真 1



域
と
の
交
流
を
深
め
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
、
八
月
六
日
を

｢
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
の
日
｣
と
制

定
し
、
全
国
の
エ
リ
ア
で
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

｢得
々
プ
ラ
イ
ス
｣
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
地
域
特

産
品
な
ど
の
商
品
割
引
販
売
を
行
っ
た
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
に

ち
な
ん
で
職
員
自
ら
八
六
円
で
缶
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
販
売

し
、
そ
の
売
上
金
を

｢交
通
遺
児
修
学
資
金
｣
に
充
て
る

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(写
真
2
)。

2

新
し
い
タ
イ
プ
の
シ
ョ
ッ
プ
づ
く
り
の
推
進

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
食
事
を
さ
れ
る
お
客
様
の
最
近
の

傾
向
と
し
て
、
特
に
若
い
人
た
ち
の
し
好
が
、
安
く
･
早

く
と
い
う
も
の
に
移
行
し
て
お
り
、
｢手
軽
に
本
格
的
な

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
た
い
。｣
｢
日
頃
食
べ
て
い
る
お
店
の
も

の
が
食
べ
た
い
。｣
と
い
う
そ
ん
な
声
に
お
応
え
し
て
、

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
ベ
ー
カ
リ
ー
な
ど
も
兼
ね
備
え
た

新
し
い
タ
イ
プ
の
シ
ョ
ッ
プ
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て

い
る
。

具
体
的
に
は
、
東
北
自
動
車
道
鶴
巣
P
A

(上
り
線
)

で
は
、
従
来
か
ら
好
評
を
得
て
い
る

｢う
ど
ん
･
そ
ば
｣

に
加
え
て
、
焼
き
た
て
の
パ
ン
を
楽
し
め
る
ベ
ー
カ
リ
ー

を
登
場
さ
せ
た
。
ま
た
、
名
神
高
速
道
路
尾
張
一
宮
P
A

(上
り
線
)
で
は
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

･
フ
ラ
イ
ド

･
チ
キ
ン

を
、
東
北
自
動
車
道
鶴
巣
P
A

(下
り
線
)
で
は
牛
丼
の

吉
野
家
を
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
な
ど
、
市
中
で

お
馴
染
み
の
店
舗
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
、
お
客
様
の

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
対
応
す
べ
く
エ
リ
ア
を
進
化
さ
せ
て

い
る

(写
真
3
)。

　　
　
　　
　

う
班

　　
　

さ
ら
に
、
東
名
高
速
道
路
海
老
名
S
A

(上
り
線
)
で

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
が
身
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
よ
う
に
、
最
近
街
角
で
も
見
か
け
る
ク
イ
ッ
ク
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3

も
っ
と
深
ま
る
お
客
様
と
地
域
の
ふ
れ
あ
い

ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
で
は
こ
の
よ
う
に
多
様
化
す
る
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
エ
リ
ア
を
通
じ
て
お

客
様
と
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
さ
ら

に
深
め
て
い
き
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
エ
リ
ア
所
在
地
の

地
元
の
味
、
特
産
品
、
そ
し
て
文
化
を
広
く
お
客
様
に
知

燃
3

　
　
　

纖
写
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っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
各
地
域
ご
と
に
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
お
い
て
地

元
の
食
材
の
使
用
を
進
め
、
さ
ら
に
季
節
感
や
地
域
性
に

あ
ふ
れ
た
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
創
作
す
る
な
ど
し
て
、
お

客
様
に
地
元
の
味
を
堪
能
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
土
産
品
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
名
神
高
速
道
路

尾
張
一
宮
P
A

(上
り
線
)
で
は
、
地
元
で
も
あ
ま
り
知

ベントも海廉 @国彦 "鰊郷の藤
平概=年"月にオープンした名神･

ています。エリアの土産品コーナー
は、地元の人しか知らない故郷の総
局や産地蔭送の生鏡野漿に果物、
地元と共同で側発した土産品など、
意外な掘り出し物に出会えるス稲ツ

　　
　

尾
ま
銘
て
は

エリアに立ち寄って良かった。お宮ほからそん
な窩を叩きたくて、′、イシーズン鴎期に鯉蛾の方々
とともに.各地で様々 なイベントを行っています。

写真 4

ら
れ
て
い
な
か
っ
た

｢木
曽
川
の
鮎
の
一
夜
干
し
｣
を
販

売
し
た
と
こ
ろ
、
話
題
と
な
り
、
地
元
産
品
の
紹
介
に
貢

献
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
エ
リ
ア
の
土

産
品
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
故
郷
の
銘

品
や
地
元
と
共
同
で
開
発
し
た
土
産
品
、
さ
ら
に
は
産
地

直
送
の
生
鮮
野
菜
に
果
物
な
ど
、
意
外
な
掘
り
出
し
物
に

出
会
え
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
エ
リ
ア
を
ご
利
用
に
な
る

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
お
客
様
か
ら

｢
エ
リ
ア
に
立
ち
寄
っ
て
良
か

っ
た
。
｣
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン

期

(ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
年
始
の
交
通

混
雑
期
)
を
中
心
に
、
東
北
自
動
車
道
大
谷
P
A

(上
り

線
)
で
は
大
谷
石
の
カ
エ
ル
づ
く
り
の
実
演
販
売
、
山
陽

自
動
車
道
福
山
s
A

(下
り
線
)
で
は
子
供
神
楽
を
実
施

す
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
展
開
し
て
い
る

(写
真
4
)。

4

さ
ら
に
便
利
に
、
さ
ら
に
身
近
に
な
っ
た
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
で
は
、
お
客
様
の
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
全
国
八
一
箇
所
の
イ
ン
フ
ォ
〆

ー
シ
ョ
ン
の
業
務
内
容
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
エ
リ
ア
が
さ
ら
に
便
利
に
、
さ
ら
に
身
近
に
な

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
時
間
は
、
従
来
九
時
か

ら
一
七
時
ま
で
を
標
準
と
し
、
お
客
様
の
集
中
す
る
時
期

r八鬮 ･ 弗イ ド』が罪ビ聾幽
平成壮年4月から全国のインフォメーションで｢ハローガイド｣

がお目見えしました。｢ハローガイド｣の腕牽を付けたインフォメ
ーション案内員が、フロアーに出てお客様をお迎えし、エリア施設
のご案内を致します。また、お客様の様々 なお問い合わせにも紫
早くお応えします。オレンジ色の腕章が目印です。

き　　　
　

に
は
一
~
二
時
間
の
延
長
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
開
設
時
間
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
三

年
四
月
か

ら
は
お
客
様
の
ご
利
用
が
多
い
、
東
名
高
速
道
路
海
老
名

s
A

(上
り
線
)、
常
磐
自
動
車
道
守
谷
s
A

(上
り
線
)

で
は
、
通
年
で
一
九
時
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
開



設
時
間
を
延
長
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
エ
リ

ア
で
は
、
交
通
量
に
応
じ
て
土
曜
･
日
曜
･
祝
日
な
ど
、

お
客
様
の
ご
利
用
の
多
い
日
を
中
心
に
、
標
準
時
間
か
ら

一
~
二
時
間
の
延
長
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て

い
る
。

ま
た
、
沿
線
の
お
祭
り
や
行
事
･
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
お

知
ら
せ
す
る
ボ
ー
ド
や
手
作
り
マ
ッ
プ
、
季
節
感
を
出
し

た
手
作
り
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
、
お
客
様
に
身
近
な
施

設
と
な
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、職
員
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
募
集
を
き
っ
か
け
に
、

平
成
一
一
年
四
月
か
ら
は
全
国
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

で

｢
ハ
ロ
ー
ガ
イ
ド
｣
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

｢
ハ
ロ
ー
ガ
イ
ド
｣
の
腕
章
を
付
け
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
案
内
員
が
、
案
内
所
か
ら
フ
ロ
ア
ー
に
出
て
お
客
様

を
お
迎
え
し
、
エ
リ
ア
施
設
の
ご
案
内
を
行
う
と
と
も
に
、

お
客
様
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
お
問
い
合
わ
せ
に
も
素
早
く

対
応
す
る
な
ど
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
る

も
の
で
あ
る

(写
真
5
)。

め
に
、
平
成
三

年
七
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
海
老
名
s
A

(上
り
線
)
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

新
た
な
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
エ
リ
ア
の
お
手
洗
い
内
の
禁
煙
を
全
国
的
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
を
手
始
め
に
、
休
憩
所
や
レ
ス
ト
ラ

バリ茅ラリーへの靭鱸み
′くりアフU一の実現を目指して、職員による聖綸子を使っての施設点

検を仙台支社で実施。バリア解除の手始めとして、紙コツブディスペンサ
ーの･押しボタン-の追加、休憩所テーブルの脚の変更などの改善を進
めてぃます。(平成弱年1月から)

糟★三≧==『 癖また車椅子の方でも使い易い自動 A" ,
販売鰻の設置も難逃していますo 導き′熟も主山越当 、べ

ン
ホ
ー
ル
で
は
、
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
分
煙
化

を
推
進
し
て
い
る
。
エ
リ
ア
の
清
掃
、
美
化

(ク
リ
ン
ネ

ス
)
に
つ
い
て
の
啓
蒙
活
動
と
し
て
、
理
事
長
を
は
じ
め

と
し
た
役
職
員
自
ら
が
エ
リ
ア
の
園
地
や
休
憩
所
の
清
掃

を
行
う

｢
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
ク
リ
ー
ン
作
戦
｣
を
平
成
一

〇
年
三

月
か
ら
定
期
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
全
て
の
お

客
様
に
快
適
に
エ
リ
ア
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

さ
ら
に
、
お
年
寄
り
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る

方
々
に
安
心
し
て
エ
リ
ア
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
取

組
み
と
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
実
現
に
も
取
組
ん
で
い

る
。
職
員
が
実
際
に
車
椅
子
を
使
っ
て
施
設
の
点
検
を
行

い
、
バ
リ
ア
解
除
の
手
始
め
と
し
て
、
紙
コ
ッ
プ
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
の

｢押
し
ボ
タ
ン
｣
の
追
加
、
休
憩
所
テ
ー
ブ

ル
の
脚
を
変
更
す
る
な
ど
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、
車

椅
子
の
方
で
も
使
い
や
す
い
自
動
販
売
機
の
設
置
も
推
進

し
て
い
る

(写
真
6
)。

5

み
ん
な
に
や
さ
し
い
エ
リ
ア
を
目
指
し
た
施
設
づ
く

り
!

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
で
は
、
み
ん
な
に
や
さ
し
い

エ
リ
ア
を
目
指
し
て
、
ど
な
た
に
も
安
心
し
て
快
適
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

大
勢
の
お
客
様
が
利
用
さ
れ
る
休
憩
施
設
内
の
案
内
表

示
を
さ
ら
に
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
た

認　　ヌ
ン

　
　

私たち職員自らが｢クリンネス｣についての啓
腋活動として、エリアの圏地や休憩筋の清掃を定
期的に行っています。名つけて｢ハロースクエア
クリーン作戦｣。平成10年12月から始めました。

写真 6

6

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
な
く
実
施
し
て

い
く
事
業

ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
と
し
て
新
た
に
始
め
た
も
の
の
ほ
か

に
、
旧
道
路
施
設
協
会
時
代
か
ら
行
っ
て
き
た
従
来
か
ら

の
事
業
も
、
必
要
な
も
の
は
引
き
続
き
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。

日
本
道
路
公
団
と
共
同
で
各
エ
リ
ア
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ポ

ス
ト

(意
見
箱
)
を
設
置
し
、
そ
れ
に
寄
せ
ら
れ
た
お
客



様
の
声
、
ご
意
見
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
職
業
ド

ラ
イ
バ
ー
や
学
生
な
ど
を
含
む
お
客
様
代
表
の
サ
ー
ビ
ス

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
四
四
名
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

の
意
見
を
聞
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
役
立
て
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
も
と
に
、
エ
リ
ア
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
、
向
上
を
図
り
、
取
り
組
み
状
況
や
改
善
内

容
に
つ
い
て
は
、
｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ポ
ス
ト
便
り
｣
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
エ
リ
ア
に
設
置
し
て
い
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ

ポ
ス
ト
に
も
掲
示
を
し
て
い
る
。
な
お
、
東
名
高
速
道
路

海
老
名
s
A

(上
り
線
)
で
行
っ
て
い
る
ク
イ
ッ
ク
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
こ
の
お
客
様
か
ら
の
声
を
も
と
に
誕
生
し
た
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

ま
た
、
お
客
様
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
、
そ
し
て
気
持

ち
よ
く
エ
リ
ア
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
レ
ス
ト
ラ

ン
･
ハ
イ
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ッ
プ
の
食
品
衛
生
に
努
め
る
と
と

も
に
、
エ
リ
ア
の
お
手
洗
い
や
駐
車
場
な
ど
の
環
境
整

備
･
美
化
に
努
め
て
い
る
。

食
品
衛
生
に
つ
い
て
は
、
食
中
毒
防
止
に
万
全
を
期
す

た
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン

･
ハ
イ
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ッ
プ
で
自
主
衛

生
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
場
従
事
者
に
対
し

て
食
品
衛
生
講
習
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
衛
生
管
理
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
･
配
布
し
、
衛
生
知
識
の
普
及
、
徹
底

と
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
い
る
。

環
境
整
備
･
美
化
に
つ
い
て
は
、
エ
リ
ア
の
お
手
洗
い

や
駐
車
場
な
ど
の
清
掃
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
エ
リ
ア
で

発
生
す
る
ご
み
の
分
別
回
収
･
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
夏
休
み
や
年
末
年
始
な
ど
混
雑
期
に
は
、
清
掃
作

業
時
間
帯
の
延
長
を
行
う
な
ど
、
快
適
な
エ
リ
ア
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
設
立
以
来
、
｢
三
時
間
お

き
に
エ
リ
ア
で
休
憩
を
｣
と
い
う
コ
ピ
ー
を
使
っ
て
安
全

走
行
の
P
R
を
行
う
な
ど
、
お
客
様
へ
の
交
通
安
全
啓
蒙

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
交
通
安
全
の
イ
ベ
ン
ト
や
安

全
運
転
の
手
引
き
と
な
る

｢
エ
ン
ジ
ョ
イ
ド
ラ
イ
ブ
｣
を

発
行
し
、
お
客
様
の
安
全
快
適
な
高
速
道
路
の
ご
利
用
に

貢
献
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
交
通
遺
児
修
学
資
金
援
助
、
環
境
保
全
へ

の
対
応
に
も
取
組
ん
で
い
る
。

交
通
遺
児
修
学
資
金
援
助
と
し
て
は
、
J
H
が
管
理
す

る
高
速
道
路
等
で
発
生
し
た
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
の

遺
児
の
う
ち
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
修
学
が
困
難
な
高
校

生
に
対
し
修
学
資
金
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
卒
業

祝
金
の
支
給
も
行
っ
て
い
る
。

環
境
保
全
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
地
球
環
境
保
全
と
い

う
視
点
か
ら
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
、
エ

リ
ア
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
再
生
紙
で
芯
の
な
い
長

尺
の
も
の
を
使
用
し
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量

化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
か
ら
の
排

水
に
含
ま
れ
る
油
脂
分
を
除
去
す
る
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
滞
留
式
か
ら
バ
イ
オ
式
へ
切
り
替
え
、
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減
を
進
め
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
に
つ
い
て
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
呼
び

か
け
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
危
機
管
理
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
に
つ
い

て
も
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
仮
に
、
エ
リ
ア
で
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
備
え
て

｢災
害
対
策
要
綱
｣
を
制
定
し
、

適
切
な
対
応
が
と
れ
る
体
制
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
降
雪
、
積
雪
な
ど
の
異
常
気
象
時
、
交
通
事
故
等

に
よ
る
交
通
障
害
発
生
時
に
お
い
て
も
、
適
宜
ハ
イ
ウ
ェ

イ
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
時
間
を
延

長
す
る
な
ど
、
お
客
様
の
利
便
の
確
保
、
交
通
情
報
の
提

供
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
今
後
と
も
全
国
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
安

定
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く

と
い
う
公
益
法
人
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
経
営
の
さ
ら
な
る
効
率
化
と
健
全
化
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
情
報
公
開
を
進
め
、
財
団
の
透
明
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
本
社
に
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

事
業
概
要
、
事
業
計
画
書
･
収
支
予
算
書
、
事
業
報
告

書
･
収
支
計
算
書
、
工
事
発
注
状
況
、
営
業
契
約
締
結
状

況
な
ど
の
資
料
の
公
開
を
行
う
と
と
も
に
、
各
支
社
･
支

所
に
お
い
て
も
本
社
に
準
じ
た
資
料
の
閲
覧
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

7

ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
の
広
報
活
動

ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
と
し
て
事
業
を
開
始
し
て
か
ら
約
一

年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
事



業
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
ハ
ロ
ー
ス

ク
エ
ア
の
知
名
度
は
ま
だ
ま
だ
高
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
｢
ハ
ロ
ー
ス
ク

エ
ア
｣
を
多
く
の
お
客
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
は
、
急
速
に
普
及
し
つ
つ

あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
高

速
道
路
を
利
用
さ
れ
る
方
へ
の
エ
リ
ア
情
報
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
事
業
報
告
や
事
業
計
画
、
そ
し
て
セ
ン
タ
ー
の

事
業
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
Q
&
A
コ

ー
ナ
ー
な
ど
の
各
種
情
報
を
積
極
的
に
提
供
、
公
開
し
て

お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
以
来
、
約
一
年
間
で
一
〇
万

件
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。さ

ら
に
、
ド
ラ
イ
ブ
や
観
光
な
ど
各
種
情
報
誌
か
ら
の

取
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
取

材
協
力
を
し
た
マ
ス
コ
ミ
各
社
へ
随
時
、
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ

ア
が
発
行
す
る

｢
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
ニ
ュ
ー
ス
｣
を
送
付

し
、
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
の
最
新
状
況
の
提
供
に
努
め
て
い

る
。ま

た
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
、
お
客
様
に
エ
リ
ア
を

｢安
ら
ぎ
の
場
｣
｢ふ
れ
あ

い
の
場
｣
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報
や
季

節
感
の
あ
る
話
題
、
地
域
性
の
あ
る
記
事
を
掲
載
し
た

｢ホ
ッ
!
と
プ
レ
ス
｣
を
平
成
一
〇
年
三

月
に
創
刊
し
、

定
期
的
に
エ
リ
ア
で
配
布
し
て
い
る
。
こ
の

｢ホ
ッ
!
と

プ
レ
ス
｣
に
は
、
お
客
様
と
の
双
方
向
の
情
報
交
流
を
図

る
た
め
、
返
信
葉
書
を
折
り
込
み
、
一
万
通
を
越
え
る
お

便
り
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
と
も
、
エ
リ
ア
が
地
域
交
流
の
情
報
発
信
基
地
と

し
て
機
能
す
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

三

ま
と
め

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
が
事
業
を
開
始
し
て

か
ら
約
一
年
の
歳
月
の
中
で
い
く
つ
も
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ハ
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
の
目
標
は
エ
リ
ア
運
営
を
通
じ
て
社

会
奉
仕
に
貢
献
し
、
社
会
か
ら
愛
さ
れ
、
そ
し
て
必
要
と

さ
れ
る
組
織
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
財
団

会
長
及
び
役
員
に
民
間
か
ら
の
有
識
者
を
迎
え
、
新
し
い

発
想
と
、
道
路
施
設
協
会
時
代
か
ら
の
三
〇
年
以
上
の
経

験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
最
優

先
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
自
体
が
お
客
様
の
旅
行
の
目

的
と
な
る
よ
う
な
エ
リ
ア
づ
く
り
を
一
層
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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岩手県土木部道路維持課

一

概
要

本
県
は
、
本
州
の
北
東
部
に
位
置
し
、
北
は
青
森

県
、
西
は
秋
田
県
、
南
は
宮
城
県
に
接
す
る
と
と
も

に
、
東
は
太
平
洋
に
面
し
て
お
り
、
東
西
約
三
三

m
、
南
北
一
八
九
如
、
面
積
約
一
五
、
二
七
九
船
を

有
す
る
広
大
な
県
で
す
。

こ
れ
は
、
首
都
圏
一
部
三
県

(東
京
都
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
及
び
神
奈
川
県
)
に
相
当
す
る
面
積
で
す
。

本
県
の
地
勢
は
、
県
西
部
の
秋
田
県
と
の
県
境
に

奥
羽
山
脈
が
、
東
部
に
は
北
上
山
地
が
広
が
っ
て
お

り
、
そ
の
間
を
北
上
川
が
流
れ
、
北
上
川
に
沿
っ
て

ひ
ら
け
た
平
野
は
、
県
の
平
地
面
積
の
大
部
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
平
洋
に
面
す
る
海
岸
線
は

変
化
に
富
み
、
宮
古
市
か
ら
南
は
入
り
江
の
多
い
リ

ア
ス
式
海
岸
、
一
方
、
北
は
海
食
に
よ
っ
て
海
岸
段

丘
が
発
達
し
た
隆
起
海
岸
を
形
成
し
て
お
り
、
対
照

的
な
美
し
い
景
観
を
見
せ
て
い
ま
す
。

県
の
広
大
な
面
積
は
、
奥
羽
山
脈
及
び
北
上
山
地

に
よ
る
地
域
の
分
断
が
、
積
雪
寒
冷
地
の
気
象
条
件

や
道
路
交
通
網
整
備
の
遅
れ
も
加
わ
り
、
県
全
体
の

社
会
経
済
活
動
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、

首
都
圏
と
の
時
間
距
離
が
短
縮
さ
れ
、
県
外
と
の
社

会
経
済
活
動
も
活
性
化
し
て
お
り
ま
す
。
岩
手
県
で

は
、
こ
の
高
速
化
の
効
果
を
県
全
体
に
浸
透
さ
せ
、
県

土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
社
会
基
盤
で
あ
る

“
石

轤
熟

戸

>
““

　
　

　

岩手県における

道路の維持管理



表 1 道路の概況
道路の改良 ･舗装現況

平成1l年 4月 1日現在 (単位 :km )

道路種別 路線数 実延長 実 延 長 の 内 訳

改良･未改良内訳 路面別内訳

改良済延長 搬 郷
"

舗
(

溌 寮未
上

道
以

車
踊にJ

車道
5
.
5 m未満含む 改良率(%)

率
)

裝
%

舗
(改良率(%) 改良率(%)

高速自動車国道 QJ 鳳 皺 鰍 郷 顱 … 皺 贓 …

麗
国管理 QU “ 鮪 郷 癈 ･ ㈱ 椴 ◎ 劔
県管理 蜷 戯 蘂 締 鰕 “ 憊 纖 伽 獺
計 19 疎 鰄 鰡 鱗 擁 鮒 蘂 郷 窓

囃

主要地方道 50 緘 臘 佛 贓 縱 姉 鷹 綴 鰍
一般県道 196 纖 幼 飢 燃 徹 鑓 蘂 即 窓

計 246 猟 猟 鷁 観 碗 ㈱ 忽 鉈 鰍
(県管理分) 262 燃 繊 篠 彩 報 “ 鰍 蜘 纖
市町村道 鰄 獨 纖 蜆 軌 棚 聰 鰍 怨 聯総 鰍 皺 駕 翳 蹴 躍 惣 彰 臨 纖※独立専用目歩道延長を含む。
※舗装済延長欄は、 セメント系及びアスファルト系高級 ･簡易のみである。

道
路
の
さ
ら
な
る
整
備
に
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
県
の
管
理
す
る
道
路
は
、
二
六
二
路
線

(地
方
振
興
局
土
木
部
及
び
土
木
事
務
所
)
が
管
理

四
、
二
二
七
蹴
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
三
の
出
先
機
関

し
て
い
ま
す
。

道行セ 2000.1 6 7

二

道
路
網
の
現
状

岩
手
県
の
道
路
網
は
、
縦
断
方
向
に
、
東
北
縦
貫

自
動
車
道

(弘
前
線
、
八
戸
線
)
を
主
軸
と
し
て
、

中
央
部
を
一
般
国
道
四
号
、
沿
岸
部
を
一
般
国
道
四

五
号
が
そ
れ
ぞ
れ
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
二

八
二
号
、
三
四
〇
号
、
四
五
五
号
及
び
四
五
六
号
が

補
完
し
て
い
ま
す
。
横
断
方
向
は
、
東
北
横
断
自
動

車
道
釜
石
秋
田
線

(整
備
中
)
を
主
軸
と
し
て
、
一

般
国
道
四
六
号
を
は
じ
め
、
一
〇
六
号
、
一
〇
七
号
、

二
八
百
万
、
二
人
三
号
、
三
四
二
号
、
三
四
三
号
、

三
九
五
号
、
三
九
六
号
及
び
三
九
七
号
が
整
備
さ
れ
、

地
域
の
骨
格
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
一
般
国
道
を
主
要
地
方
道
及
び
一
般
県
道

が
補
完
し
て
お
り
、
さ
ら
に
地
域
の
方
々
の
日
常
生

活
に
密
着
す
る
市
町
村
道
が
整
備
さ
れ
、
県
内
の
道

路
網
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

三

岩
手
県
の
道
路
現
況

平
成
三

年
四
月
一
日
現
在
の
本
県
の
道
路
現
況

は
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
が
二
二
一
蹴
、
東
北
横
断

自
動
車
道
が
三
四
皿
、
一
般
国
道
が
一
九
路
線

一
、

六
九
六
蛔
、
県
道
が
二
四
六
路
線
二
、
九
九
八
皿
、

市
町
村
道
が
五
○
、
二
七
五
路
線
二
七
、
四
二
八
如

と
な
っ
て
い
ま
す
。



四

｢道
の
駅
｣
の
整
備
に
つ
い
て

本
県
は
県
土
が
広
く
長
距
離
の
ド
ラ
イ
ブ
に
利
用

さ
れ
る
道
路
が
多
い
こ
と
か
ら
、
休
憩
施
設
の
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
県
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
大
き
く
寄
与
し
、
地
域
の
振
興
に
貢
献
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
町
村
が
計
画
す
る
地
域
振

興
策
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
｢道
の
駅
｣
の
整
備

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
庫
補
助
事
業
の

｢特
定
交
通
安
全

施
設
等
整
備
｣
事
業
に
よ
る
整
備
に
加
え
、
平
成
六

年
度
に
県
単
独
事
業
と
し
て

｢さ
わ
や
か
岩
手
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
大
作
戦
｣
事
業
を
創
設
し
、
そ
の
整
備

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
交
流
の
利
便
性
の
向
上
や
観

光
施
設
等
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
道
路

管
理
者
が
実
施
す
る
｢道
の
駅
｣
整
備
事
業
と
、
商
工

おおの

白樺の村やまがた
“ ＼

'"′のだ

観
光
サ
イ
ド
で
実
施
す
る
主
要
観
光
地
ト
イ
レ
水
洗

化
事
業
を
組
み
合
わ
せ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

｢特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
｣
事
業
及
び
｢さ

わ
や
か
岩
手
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
作
戦
｣
事
業
に
よ

り
、
既
に
国
道
四
号
石
鳥
谷
町
｢道
の
駅
･
石
鳥
谷
｣

を
は
じ
め
一
七
箇
所
が

｢道
の
駅
｣
と
し
て
登
録
さ

れ
、
現
在
六
箇
所
に
お
い
て
整
備
中
で
す
。

　　^
/

　位駅
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五

道
路
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

(耳
汀
"
導
者
刈
れ
O
に
Ho
h
o
日
＼
)

当
県
は
、
全
域
が
寒
冷
地
域

(
一
五
、
二
七
八
脛
)

で
、
沿
岸
と
県
南
の
一
部
を
除
い
た
地
域
が
積
雪
地

域

(
=

、
九
二
0
m
)
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
間

の
連
携
を
図
る
た
め
に
は
、
距
離
、
雪
、
峠
を
克
服

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
奥
羽
山
脈
の
山
沿
い
の
地

方
で
は
、
冬
に
は
雪
の
多
い
日
本
海
型
の
気
候
を
示

す
一
方
、
夏
は
海
岸
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
、

内
陸
的
な
気
候
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

奥
羽
山
脈
、
北
上
山
地
に
囲
ま
れ
た
北
上
盆
地
で

は
、
気
温
の
日
較
差
や
年
較
差
の
や
や
大
き
い
内
陸

的
な
気
候
を
示
し
て
い
る
た
め
、
冬
期
道
路
の
路
面

は
圧
雪
･
凍
結
･
湿
潤
･
乾
燥
と
短
い
区
間
で
も
多

く
の
状
況
が
出
現
し
ま
す
。
特
に
気
温
の
薮
差
が
大

き
い
た
め
に
、
乾
燥
路
面
か
ら
日
陰
の
凍
結
路
面
、

雨
の
路
面
か
ら
ツ
ル
ツ
ル
路
面
や
圧
雪
路
面
へ
急
変

す
る
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
変
化
の
激
し
い
気
候
と

な
っ
て
お
り
、
冬
期
交
通
確
保
の
た
め
除
雪

(平
成

一
〇
年
実
績
"
除
雪
延
長
四
、
一
二
六
虹
、
除
雪
機

械
稼
動
総
数
九
、
二
五
〇
台
)
や
無
散
水
消
雪
施
設

(車
道
"
六
路
線
一
〇
箇
所
、
歩
道

"
三
一路
線
二

七
箇
所
)
及
び
凍
結
防
止
剤
の
散
布

(平
成
一
〇
年

実
績
"
散
布
量
約
五
、
六
〇
0
t
)
等
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

N TTビジュアルメイト
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さ
ら
に
、
冬
期
間
の
道
路
利
用
者
に
安
全
な
走
行

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
県
内
の
峠
部
に
お

け
る
路
面
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
一
〇

年
三
一月
一
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
路
面

情
報
の
提
供
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
道
路
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
は
、
県
内
五
四
箇

所
の
道
路
路
面
監
視
装
置
を
利
用
し
、
そ
の
装
置
に

よ
る
静
止
画
像
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
一
時
間
毎
に

更
新
し
、道
路
利
用
者
に
提
供
し
て
い
る
も
の
で
す
。

現
地
の
状
況
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
路
面
の
状
況
、
気

温
等
が
把
握
で
き
る
こ
と
か
ら
、
目
的
地
ま
で
の
道

路
路
面
状
態
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
安
全
な
道
路
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
の
総
ア
ク
セ
ス
数
は
四
人
、
九
九
人
件

(
一

二
月
'
三
月
の
四
ヶ
月
間
)、
大
雪
時
に
は
二
、
二

一
三
件
/
日
を
記
録
し
、
長
距
離
輸
送
関
係
者
や
ス

キ
ー
客
な
ど
県
内
外
の
利
用
者
か
ら
感
謝
の
E
メ
ー

ル
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二

年
度
も
三
一月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

岩手県

　　　　　　　　　　　　　　
ぞ叢茅;熊磁器轍轍盤な褶鶏糞皀製機鷲ゞ灘遂に-鼠啜り狄-災れ

地図で探すと":“1Jたい鱒残(笈色の⑧匙グリッ九てく爬訳-

鰊讓壽
･日歩の圦会区恥"Xr&“すく.仏門実粁からの残薹qぬいu駝凹む丈での動こ襲将斌文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
:鮨錫縦“叢擬擬誤賑盤茨若馬で3はことに劉“.

　　　　　　　　　　　　

.“対称--鸚ふ瓣蕁鬆競艇gM梢試製,',

名前で擬すと閃こな-JAL-燧る竿勿ゾク九てください
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圓
シリーズ

『週◎駅』

｢道の駅｣ 高田松原駅長 義正

r遭の駅』

宮
城
県
気
仙
沼
市
か
ら
国
道
四
五
号
を
車
で
北
上

す
る
と
、
右
手
に
白
砂
青
松
の
高
田
松
原
や
、
ウ
ミ

ネ
コ
の
繁
殖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
椿
島
が
浮
ぶ
広
田

湾
の
風
景
が
広
が
る
。
や
が
て
太
平
洋
に
注
ぐ
気
仙

川
大
橋
を
越
え
る
と
三
角
形
の
大
き
な
白
い
建
物
が

見
え
て
く
る
。
そ
れ
が

｢道
の
駅
高
田
松
原
｣
、
愛

称
タ
ピ
ッ
ク
四
五
で
あ
る
。

当
施
設
は
、
道
の
駅
制
度
発
足
前
の
平
成
三
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
、
県
内
で
は
石
鳥
谷
、
川
井

村
と
共
に
最
初
に
認
定
さ
れ
た
。
制
度
発
足
以
前
の

施
設
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
後
道
の
駅
機
能
を
充
分

に
果
た
す
為
に
は
少
し
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
面
が
あ

る
。
と
も
あ
れ
現
在
、
R
四
五
の
み
な
ら
ず
R
二
八

四
、
R
三
四
三
、
R
三
四
0
、
R
三
九
七
や
R

一
〇

七
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
基
点
と
し
て
利
用
者
か
ら
は

大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
道
の
駅
と
な
っ
て
い

る
。陸

前
高
田
市
は
、
岩
手
県
の
東
南
端
に
位
置
し
年

間
平
均
気
温
が
三

度
超
と
県
内
で
は
温
暖
な
地
域

で
、
険
し
い
リ
ア
ス
式
海
岸
が
多
い
三
陸
地
方
に
あ

る
中
で
美
し
い
砂
浜
と
松
林
が
二
皿
に
わ
た
っ
て
続

く
、
東
北
有
数
の
海
水
浴
場
が
あ
る
な
ど
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
が
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
な
ど
か
ら
低
迷
す
る
中
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
産

業
が
裾
野
の
広
い
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と

~
なこ さ舵こむ“中隣室も議起き総寵鑑賞 競輪蹴

ボランティアグープによって毎年新しい花を咲かせる｢道の駅｣入口

　
　　　

襲
ふき

し
て
ク
ー
ロ
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
背

景
を
受
け
て
市
は
、
四
季
を
通
じ
て
憩
い
、
活
動
で

き
る
空
間
を
つ
く
り
な
が
ら
、
公
園
等
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
通
過
型
観
光
地
か
ら
脱
却
す
る
リ
ゾ
ー

ト
地
区
形
成
を
図
る
と
共
に
、
岩
手
県
の
沿
岸
南
の

玄
関
口
と
し
て
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
機
能
と

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
地
域
活
性
化
に
結
び
付
け
る
こ
と

を
目
的
に
設
置
し
た
。

愛
称
T
A
P
I
C
四
五
は
“
↓
勢
巴
P
勺
日
①
町
$

(松
原
)
甘
封
門日
斜g
D
o
g
[聟

幻
O
E
ゆ
餅
"
の
略
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称
で
、
市
が
管
理
主
体
で
第
三
セ
ク
タ
ー
が
運
営
主

体
と
な
っ
て
い
る
。
総
事
業
費
約
一
五
億
円
で
建
設

さ
れ
た
施
設
は
、
総
面
積
約
四
五
m
に
駐
車
場

(二

九
六
合
)
、
ト
イ
レ
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
野
外
ス
テ

ー
ジ
、
緑
地
施
設
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

中
核
と
な
る
セ
ン
タ
ー
の
建
物
は
、
太
平
洋
に
浮

ぶ
帆
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
外
壁
を
階

段
状
に
仕
上
げ
、
最
も
高
い
と
こ
ろ
で
一
九
m
あ
り
、

通
常
は
広
場
や
ス
テ
ー
ジ
の
観
覧
席
と
し
て
利
用
さ

れ
る
。
海
水
浴
中
に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
三
陸
沿
岸
に
と
っ
て
は
宿
命
的
と
も
い

え
る
津
波
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
安
心
安
全
な
リ
ゾ

ー
ト
地
構
築
に
向
け
て
の
一
環
と
も
な
っ
て
い
る
。

施
設
内
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
式
一
台
を
含
む
二
台
の

公
衆
電
話
と
公
衆
F
A
X
が
一
台
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
在
住
外
国
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か
ら
好
評
を
得

て
い
る
。
建
物
内
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、

当
市
の
伝
統
的
か
つ
奇
祭
と
し
て
知
ら
れ
る
、
け
ん

か
七
夕
の
山
車
が
展
示
さ
れ
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
け
ん
か
、
う
ご
く
、
海
上
の
三
大
七
夕
祭
り
の

映
像
が
短
く
も
激
し
く
燃
え
る
み
ち
の
く
の
夏
に
ふ

さ
わ
し
い
祭
り
の
臨
場
感
を
実
感
で
き
る
。

ま
た
、
斡
イ
ン
チ
六
面
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
当
市
の
み
な
ら
ず
当
地
方

広
域
圏
の
観
光
、
物
産
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
地
域
情

報
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
提
供
す
る
と
共
に
外
に
向
け

て
も
発
信
し
、
こ
れ
ま
で
の

｢東
京
発
古
里
行
き
｣

か
ら

｢古
里
発
東
京
行
き
｣
態
勢
を
少
し
で
も
実
現

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
新
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入

昨
年
末
、
建
設
省
三
陸
国
道
事
務
所
の
整
備
に
よ

り
、
道
路
情
報
、
道
路
気
象
や
経
路
案
内
及
び
峠
部

画
像
な
ど
待
望
久
し
か
っ
た
検
索
シ
ス
テ
ム
が
設
置

さ
れ
た
。
他
の
道
の
駅
情
報
や
地
域
情
報
、
国
道
工

事
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
、
当
駅
を
訪
れ
る

人
た
ち
の
利
用
度
も
高
く
、
今
後
高
度
情
報
化
へ
の

対
応
が
さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

休
憩
ロ
ビ
ー
は
、
車
の
利
用
者
の
外
、
隣
接
す
る

高
田
松
原
や
古
川
沼
を
散
策
す
る
市
民
に
も
利
用
さ

れ
、
絵
画
や
写
真
の
個
展
や
展
示
会
場
と
し
て
も
時

折
使
用
さ
れ
、
地
域
交
流
に
大
き
く
寄
与
し
、
市
民

か
ら
は
タ
ピ
ッ
ク
が
当
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
と
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
使
っ
た
市
産

業
ま
つ
り
、
南
三
陸
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

前
夜
祭
は
、
当
施
設
の
立
地
条
件
の
利
点
を
充
分
に

発
揮
し
て
い
る
。
毎
年
夏
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
七
夕
山
車
の
展
示
を
背
景
に
開
催
さ
れ
る
ビ
ー

チ
サ
イ
ド
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
と
野
外
映
画
劇
場
は

当
市
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

建
物
内
の
物
産
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
と
駐
車
場
一

角
に
設
け
ら
れ
た
農
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
の
売
上
げ

は
、
当
市
に
と
っ
て
の
新
た
な
販
路
と
な
り
、
農
業

者
や
地
元
メ
ー
カ
ー
の
意
欲
向
上
の
一
助
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
現
状
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
制

度
発
足
前
の
施
設
の
為
ハ
ー
ド
面
で
少
し
不
備
の
点

も
あ
る
が
、
道
の
駅
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
照
合
し
て
、

手
前
味
噌
な
が
ら
ま
ず
ま
ず
の
評
価
を
し
て
い
る
。

さ
て
、
管
理
運
営
面
に
つ
い
て
は
他
の
駅
に
も
あ

る
程
度
共
通
し
た
問
題
点
で
も
あ
る
が
、
ゴ
ミ
対
策

や
修
理
修
繕
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
地
域
へ

の
経
済
効
果
の
バ
ラ
ン
ス
を
如
何
に
判
ず
る
か
が
難

問
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
年
中
無
休
運
営
と
週
四

〇
時
間
労
働
に
よ
る
人
件
費
と
売
上
げ
の
収
支
バ
ラ

ン
ス
の
圧
縮
も
頭
の
痛
い
課
題
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
四
季
の
花
を
咲
か
す

ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
年
々
低
下
す
る
か
に
思
え
る

公
徳
心
に
嘆
き
よ
り
は
む
し
ろ
怒
り
さ
え
感
ず
る
。

し
か
し
反
面
、
当
施
設
オ
ー
プ
ン
以
来
毎
年
、
あ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
よ
り
当
施
設
横

R
四
五
沿
い
の
花
壇
に
春
の
菜
の
花
、
水
仙
と
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
真
紅
の
サ
ル
ビ
ア
と
黄
色
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
花
の
ベ
ル
ト
地
帯
が
出
現
す
る
。
彼
等

の
活
動
は
三
陸
国
道
工
事
事
務
所
か
ら
も
表
彰
さ
れ
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て
い
る
が
本
当
に
頭
が
下
が
る
。
彼
等
の
無
欲
の
行

為
は
、
R
四
五
を
北
上
南
下
し
、
当
施
設
を
利
用
す

る
何
千
、
何
万
の
人
達
に
ひ
と
と
き
の
心
の
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
と
共
に
、
彼
等
の
小
さ
な
活
動
は

　
　

　
　

　　
　　
　

　
　

　
　
　
　　
　
　

　
　

　
　

　　
　
　

　
　

　
　
　　

　
　

　
　
　

ミ
リン

“

陸前高田 ジャズコンサート

陸
前
高
田
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
く
れ
て
い
る
。

当
駅
が
設
置
さ
れ
て
い
る
R
四
五
は
バ
イ
パ
ス
と

し
て
整
備
さ
れ
、
利
便
さ
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
多

大
な
貢
献
を
成
し
て
い
る
。
反
面
旧
四
五
号
沿
い
の

商
店
街
は
衰
退
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
道
路
の
改

良
と
発
展
に
は
常
に
こ
う
し
た
,光

“
と
,影

“
が
伴

っ
て
い
る
。
当
地
方
の
悲
願
で
も
あ
る
三
陸
自
動
車

道
も
諸
刃
の
剣
の
二
面
性
を
持
っ
て
い
る
。
仙
台
市

か
ら
一
時
間
半
と
い
う
こ
と
は
、
仙
台
市
へ
一
時
間

半
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
便
利
に
な
っ
て
多
く
の
人

達
が
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
ま
た
、
東

北
を
代
表
す
る
百
万
都
市
仙
台
へ
多
く
の
人
が
出
易

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
の
為
に
は
、
如
何
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
、
交
流
人
口
を
増
や
せ
る
地
域
の
形
成
と
情
報

発
信
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ
う
だ
。

こ
う
し
た
情
勢
下
で
は
、
道
の
駅
の
機
能
に
大
き

な
可
能
性
と
期
待
が
求
め
ら
れ
、
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
管
理
運
営
者
に
は
、
産
業
、
経
済
、
文
化

の
交
流
基
地
と
し
て
橋
渡
し
役
の
器
量
が
求
め
ら
れ

る
。本

来
,

駅
“
は
、
鉄
道
の
駅
よ
り
歴
史
が
古
く
、

駅
鈴
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
往
来
す
る
人
が
和
む
場
で

あ
る
と
同
時
に
官
庁
の
連
絡
を
伝
達
す
る
情
報
の
拠

点
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
,道

の
駅
‘
は
車

社
会
が
発
展
す
る
今
、
時
宜
を
得
た
も
の
と
い
え
る
。

　　

鉄
道
の
駅
は
、
歌
の
世
界
で
数
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ

7

幾
多
の
名
曲
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
映
画
の
世
界
で

1

も
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
数
多
く
の
名
画
の
場
面
に
登

200

場
す
る
。
人
生
の
悲
哀
、
恋
の
欲
び
と
哀
し
み
等
感

麓

動
と
感
激
の
映
画
の
シ
ー
ン
や
歌
の
フ
レ
ー
ズ
が
、

道

多
く
の
人
の
脳
裏
に
残
っ
て
い
る
。

今
後
の
社
会
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
道
の

駅
機
能
の
向
上
と
、
こ
う
し
た
人
生
の
喜
怒
哀
楽
の

舞
台
と
な
り
得
る
よ
う
な
,駅

‘
本
来
の
機
能
を
も

果
た
せ
る
よ
う
な
道
の
駅
の
運
営
を
心
掛
け
た
い
も

の
で
あ
る
。



11
･
20吻を

月
.日

世

界

の
動
き

○
中
国
が
自
力
で
開
発
し
た
無
人
宇
宙
船
の
打
ち
上
げ
実
験
に
成

功
。
江
沢
民
国
家
主
席
が
命
名
し
た

｢神
舟
号
｣
で
、
二
一
日
に

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
着
陸
、
回
収
さ
れ
た
。

○
米
商
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
七
~
九
月
期
の
国
内
総
生

産

(G
D
P
)
の
実
質
成
長
率
は
、
前
期
比
年
率
換
算
で
五
･

五
%
と
な
っ
た
。
五
%
台
と
な
っ
た
の
は
昨
年
一
0
~
一
二
月
期

の
五
･
九
%
以
来
で
、
米
国
の
景
気
が
依
然
、
拡
大
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
。

○
国
連
安
全
保
障
理
事
会
が
イ
ラ
ク
の
核
開
発
や
大
量
破
壊
兵
器

の
査
察
再
開
と
条
件
つ
き
制
裁
停
止
を
盛
り
込
ん
だ
決
議
案
を
賛

成
多
数
で
採
択
し
た
。
中
国
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
は
棄
権
。

○
約
四
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
統
治
さ
れ
て
き
た
マ

カ
オ
が
、
中
国
に
返
還
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
西
欧
諸
国
の
ア

ジ
ア
で
の
植
民
地
は
す
べ
て
な
く
な
っ
た
。

事

項

n
･
30

“

“
月
･日

国
内

の
動
き

○
総
務
庁
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
一
〇
月
の
完
全
失
業
率
は

四
･
六
%

(季
節
調
整
値
)
で
、
前
月
と
同
率
。
二
年
一
カ
月
ぶ

り
で
増
加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

○
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
の
政
府
提
出
の

｢無
差
別
大
量
殺
人
行
為

を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
｣
(団
体
規
制
法
)
と
、
自

民
、
自
由
、
公
明
の
与
党
三
党
提
出
の

｢特
定
破
産
法
人
の
破
産

団
体
に
属
す
べ
き
財
産
の
回
復
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
(被
害

者
救
済
法
)
が
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
。

○
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
を
訪
問
中
の
村
山
富

市
元
首
相
を
団
長
と
す
る
超
党
派
国
会
議
員
団
と
朝
鮮
労
働
党

が
、
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
を
早
期
に
再
開
す
る
よ
う
両
国
政
府

に
促
す
こ
と
を
中
心
に
共
同
発
表
に
署
名
し
た
。

○
経
済
企
画
庁
の
四
半
期
別
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に
よ
る
と
、

今
年
七
~
九
月
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
は
、
四
~
六
月
期

に
比
べ
一
･
0
%
、
年
率
換
算
で
は
三
･
八
%
減
少
、
三
期
ぶ
り

に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
。

0
本
年
度
の
第
二
次
補
正
予
算
が
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
。

予
算
規
模
は
六
兆
七
、
八
九
〇
億
円
。

0
政
府
は
臨
時
閣
議
で
二
〇
〇
〇
年
度
予
算
の
大
蔵
原
案
を
了

承
、
各
省
庁
に
内
示
し
た
。
一
般
会
計
の
総
額
は
八
四
兆
九
、
八

七
一
億
円
で
、
過
去
最
高
。
今
年
度
当
初
予
算
比
三
･
八
%
増
。

○
国
会
等
移
転
審
議
会

(首
相
の
諮
問
機
関
)
が
、
首
都
機
能
の

移
転
先
候
補
地
を
答
申
。
｢栃
木
県
那
須
･
福
島
県
阿
武
隈
｣
と

｢岐
阜
県
東
濃
･
愛
知
県
西
三
河
北
部
｣
が
候
補
地
に
。

○
大
阪
府
の
横
山
ノ
ッ
ク
知
事
が
強
制
わ
い
せ
つ
容
疑
に
絡
ん
で

辞
表
を
提
出
。

事

項

11
･
27

12
･
115

月
･日

道

路
行
政

の
動
き

○
東
海
北
陸
自
動
車
道
、
白
鳥
I
C

(岐
阜
県
郡
上
郡
白
鳥
町
)

ー
荘
川
I
C

(同
大
野
郡
荘
川
村
)
間
二
一
･
九
蛔
が
開
通
。

○
北
陸
地
方
建
設
局
に
お
い
て
新
潟
県
地
方
を
エ
リ
ア
と
す
る

｢道
の
相
談
室
｣
を
開
設
し
た
。

○
建
設
省
は
全
国
の
地
域
高
規
格
道
路
の
計
画
路
線

(総
延
長
六
、

九
五
〇
如
)
の
う
ち

｢調
査
区
間
｣
と
し
て
二
六
区
間

(延
長
二

二
九
如
)、
｢整
備
区
間
｣
･と
し
て
二
〇
区
間

(延
長
九
六
畑
)
を

そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
た
。

○

｢東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
事
業
事
後
評
価
委
員
会
｣
は
事
後
評

価
の
中
間
報
告
を
J
H
総
裁

(緒
方
信
一
郎
)
に
提
出
し
た
。

事

項
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謹
賀
新
年
。
本
年
も
引
き
続
き
ご
講
読
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
山
三
六
峰
の
一
つ
稲
荷
山
を
神
域
と
す
る
伏
見

稲
荷
大
社
は
、
今
年
も
初
詣
の
人
で
賑
わ
っ
た
。
何

し
ろ
東
京
の
明
治
神
宮
、
大
阪
の
住
吉
大
社
と
並
ぶ

我
が
国
屈
指
の
神
社
で
あ
る
。

J
R
京
都
駅
か
ら
奈
良
線
で
五
分
。
稲
荷
駅
前
の

伏
見
街
道
を
横
切
る
と
、
朱
色
の
大
き
な
鳥
居
が
目

に
飛
び
込
ん
で
来
る
。
既
に
お
稲
荷
さ
ん
の
境
内
で

あ
る
。
石
畳
の
道
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と

幾
層
も
の
拝
殿
が
あ
る
。
拝
殿
左
奥
の
森
の
中
に
神

社
正
面
の
よ
り
は
小
さ
い
が
朱
塗
り
の
大
き
な
鳥
居

が
び

っ
し
り
と
寄
せ
合
い
、
奥
の
院

へ
は
こ
ち
ら
と

い
っ
た
恰
好
で
朱
い
大
き
な
口
を
ば
っ
か
り
と
開
け

て
い
る
。
さ
す
が
全
国
稲
荷
社
の
總
本
社
だ
と
こ
の

豪
華
な
鳥
居
群
に
圧
倒
さ
れ
る
。
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
あ
る
こ
と
を
無
数
に
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
言
葉

が
ピ
タ
リ
当
て
は
ま
る
。
入
ロ
に
あ
る
数
十
本
の
鳥

居
は
格
段
に
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
寄
進
者
の
名
が

書
か
れ
て
い
る
。
住
友
、
三
菱
、
日
立
、
ソ
ニ
ー
、

松
下
、
電
通
と
い
っ
た
日
本
を
代
表
す
る
企
業
が
ず

ら
り
名
を
つ
ら
ね
、
商
売
繁
盛
の
祈
願
文
が
鳥
居
の

柱
に
書
い
て
あ
る
。
鳥
居
の
中
を
進
む
に
つ
れ
寄
進

者
も
中
小
企
業
を
思
わ
せ
る
名
前
が
並
び
、
大
き
さ

も
多
少
小
さ
く
な
る
。
左
に
渓
流
の
音
を
き
き
な
が

ら
、
一
キ
ロ
ほ
ど
登
る
と
奥
の
院
に
着
く
。
鳥
居
の

群
れ
は
な
お
も
山
頂
へ
と
続
く
が
、
先
は
山
伏
修
験

者
道
と
い
っ
た
感
じ
で
、
大
抵
の
参
拝
客
は
こ
＼
で

折
返
す
。

奥
の
院
に
参
拝
し
て
殿
舎
の
裏
に
廻
る
と
、花
崗
岩

おり
べ
とう
ろう

かたわ

の
織
部
灯
篭
が
二
基
並
ん
で
い
る
。
傍
ら
の
立
札
に

｢
お
も
か
る
石
｣
と
あ
る
。
由
来
書
き
が
あ
っ
て
、

ぎ
ほ
し

｢灯
篭
頂
部
の
擬
宝
珠
を
手
に
と
っ
て
重
い
と
感
じ

た
ら
、
あ
な
た
の
願
い
は
過
大
で
あ
る
。
軽
い
と
感

じ
た
ら
、
も
っ
と
大
き
な
願
い
を
持
ち
な
さ
い
。｣
と

い
っ
た
趣
旨
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
神
社
の
参
道

に
並
ん
で
い
る
い
か
つ
い
感
じ
の
春
日
灯
篭
と
違
っ

て
茶
人
好
み
の
織
部
灯
篭
は
丈
も
低
く
、
擬
宝
珠
の

位
置
が
丁
度
人
の
胸
の
あ
た
り
に
な
る
か
ら
、
取
り

上
げ
や
す
い
。
二
基
並
ん
で
い
る
の
は
試
す
人
が
列

を
作
る
か
ら
だ
ろ
う
。
擬
宝
珠
は
見
か
け
に
よ
ら
ず

あ
ぶ

ず
っ
し
り
と
重
く
、
人
の
手
の
脂
ら
か
、
そ
こ
だ
け

黒
ず
ん
で
い
る
o

人
は
初
詣
の
時
ば
か
り
で
な
く
、
ふ
と
何
も
の
か

に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
た
く
な
る
と
き
が
あ
る
。

こ
の
気
持
ち
は
何
を
信
じ
て
い
る
か
に
関
係
な
く
、

人
の
心
の
奥
底
か
ら
出
る
衝
動
の
よ
う
な
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
向
こ
う
に
神
が
あ
る
。
手
を
合
わ
せ
る

衝
動
が
現
実
の
切
迫
す
る
問
題
だ
っ
た
と
き
、
神
は

無
言
と
知
り
つ
}
も
救
い
を
求
め
答
え
を
得
よ
う
と

す
る
。
こ
＼
に
太
古
の
昔
か
ら
巫
女
や
太
古
が
登
場

し
人
々
は
安
心
立
命
の
声
を
き
く
こ
と
に
な
る
。
舞

楽
の
始
ま
り
で
あ
る
。
更
に
神
意
を
詳
細
に
探
る
た

め
、
人
知
を
尽
し
た
易
占
い
や
各
種
の
占
い
が
登
場

す
る
の
で
あ
る
。
｢
お
も
か
る
石
｣
の
重
み
や
軽
さ

も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
神
意
を
得
よ
う
と
す
る
人
々
に

と
っ
て
は
文
字
ど
お
り
神
の
感
触
を
探
る
真
摯
な
場

に
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

本
稿
末
尾
の
サ
イ
ン
ー
山
水
蒙
I
は
易
六
四
卦
の

山
-水
もう

と

も
う

む
ち
もうま
い

一
つ
圏
鬮
蒙
か
ら
採
っ
て
い
る
。
蒙
と
は
無
知
蒙
昧

の
こ
と
で
、
先
々
の
こ
と
が
判
ら
な
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
判
ら
な
い
と
い
う
卦
で
あ
る
。
答
は
神
意

しょぜいはつぐ

さい溶んすればけがる
けがれふりす

に
問
え
と
い
う
。
た
ゞ
し
初
笙
告
。
再
三
濱
。
涜
則

不
丘
ロ。
同
じ
問
い
を
何
度
も
占
っ
て
は
い
け
な
い
。

な
ぜ
な
ら
涜
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
初
回
は
無
心
だ

が
、
二
回
三
回
目
は
こ
う
し
た
い
と
い
う
欲
が
出
る
、

こ
れ
が
潰
れ
だ
と
い
う
。
人
生
と
同
じ
で
や
り
直
し

の
き
か
な
い
一
発
勝
負
の
中
に
、
神
意
は
あ
る
と
こ

の
卦
は
い
う
の
で
あ
る
。

ー
山
水
蒙
-
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